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御油地域の地質

宮崎一博＊ ・西岡芳晴＊ ・中島 礼＊ ・尾崎正紀＊

地質調査総合センター（元地質調査所）は 1882年に創設されて以来，国上の地球科学的実態を解明するため調査研

究を行い，その成果の一部としてさまざまな縮尺の地質図を作成 ・出版してきた．その中で 5万分の 1地質図幅は， 自

らの調査に基づく最も詳細な地質図シリーズの一つで，基本的な地質情報が網羅されている．「御油」地域の地質図幅

の作成は，この 5万分の 1地質図幅作成計画の一環として行われたもので，環境保全，地質災害軽減対策等の基礎資料

として活用されることを目的としている．

「御油」地域の地質図幅の作成は，平成 15~ 19年度に行った野外調査と室内研究の成果に基づいている．本調査地
域における三波川及び領家変成コンプレックス並びに領家深成岩による接触変成域については宮崎が，領家深成岩につ

いては西岡が，新第三系については珪長質岩脈を西岡が，それ以外を尾崎が，第四系と地形については中島が担当し，

それぞれが研究報告を執筆したまた，研究報告の全体的なとりまとめは宮崎が行った

本図幅地域のボーリング地下地質の資料については，国土交通省中部地方整備局中部技術事務所，独立行政法人水資

源機構，豊川市上下水道部に提供して頂いた．三河珪石株式会社の林 昌宏氏，林 満氏には珪石鉱山での調査の便宜

を図って頂くとともに三河珪石についての資料の提供をして］頁いた．豊橋市自然史博物館の松岡敬二氏，吉川博章氏，

愛知教育大学の星 博幸氏，名城大学の堀 和明氏には本図幅地域の地質情報を提供して頂いた．名古屋市の藤井登美

夫氏には新城市作手地域の湿原堆積物の資料を提供して頂いた．産業技術総合研究所地圏資源環境研究部門の田 口雄作

氏には地下水についてご教示頂いた地質情報研究部門の中島 隆氏には御油地域の領家変成コンプレックス及び領家

深成岩中のジルコンの U-Pb年代について，本郷美佐緒氏には花粉化石についてご教示頂いた．以上の関係機関及び関

係者の方々に厚く御礼申し上げる．

（平成 19年度稿）

所屈

＊地質情報研究部門

Keywords: regional geology, geologic map, 1:50,000, Goyu, Shinshiro, Okazaki, Aichi, Mikawa Plateau, Toyohashi Plain, Toyogawa, Hongu 

San, Otogawa, Sanbagawa Metamorphic Complex, Ryoke Metamorphic Complex, Ryoke Plutonic Rocks, Mikabu unit, Funatsuki unit, Kamihara 

Tonalite, Tenryukyo Granite, Shinshiro Tonalite, Busetsu Granite, Cretaceous, Neogene, Miocene, Pliocene, Ryusenji Formation, Motojuku 

Formation, Tsukude Formation, felsic dike, clastic dike, Quaternary, Pleistocene, Holocene, terrace deposits, Alluvium, Median Tectonic Line 
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第 1章 地形

（中島礼）

L 1 地形概説

「御油」図幅地域（以下，本図幅地域と略す）は，北

緯34°50'~ 35° 00'，東経 137゚ 15'~137゚30'（世界測地系

では北緯34゚50'11118 ~ 35° O'I I II 8, 東経 137゚ 14'49"3 

~ [37° 29'4911 2に相当するが，木報告では日本測地系を

使用する）の範囲に相当する（第 l.l図）．

本図幅地域の行政区分としては，岡崎市 (2006年に
tヽ かに ，りな互しとら

旧額田郡額田町が編入）と新城市 (2005年に旧南設楽
つくで ： tうらし、

郡作手村と鳳来町が編入）が本1図幅地域の中部から北

部の大半を占める（第 1.L？門］）．その他に北部には豊田

市 (2005年に旧東加茂郡下山村と合併），南部には西か

I t し、 し、ちd9九や

ら茄郡市，豊川市 (2006年に旧宝飯郡一 宮町と合併，
むピ" ,. レ

2008年に宝飯郡音羽町，御津町と合併），そして豊橋市

が位置する（第l.2図）．なお，地質図の基図には l998

年に出版された5万分の 1地形図「御油」を使用してい

るため，上記の合併以前の旧市町村名が表記されている．

木図幅地域は愛知県東部に位附しており，東三河平野

（翌橋平野）と西三河平野（岡崎平野）に挟まれる三河

高原南部に相当する山間地域から主になる（第 1.1図）．

三河高原はかつて小起伏の典型的な準平原地形として知

られ（椙山， 1930;太田ほか， L963など），本図幅地域

における三河裔原は起伏緻や山地地形によって，東から

三河東部山地，三河西部山地，本宮山地，観音山地，五

【岡崎）

西三河平野

（岡崎平野）

.... 

，
 

第 l.l固 「御油」図堀周辺の地形概観

国土地理院発行数値地固50111メッシュの標高データをカシミール3Dで表示．緯度 ・経度は日本測地系
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井山地に区分される（岡田，］976;第1.3図） ．三河東

部山地と三河西部山地東部は標高500~700mであるが，

三河西部山地の西部では標高約300111となり ，標高は西

方に徐々に低下している．観音山地と五井山地の境界は，

音羽川河谷とよばれる谷地形である．この谷地形に沿っ

て断層が指摘されており（井関， 1969)，御油（あるい

は音羽川）断層と呼ばれている（仲井ほか， 1985)．こ

の谷地形は狭く ，段丘地形などの発達はよくないが，国

道 1号線や東名漑速道路が低地に沿って通っており，交
つくで I・かさと

辿の要所となっている（池田， 1998)．新城市作手高出

には，標高500~ 600mの山地に作手高原とよばれるな

だらかな小起伏面が広がり（第l. 1図），大野原湿原や
なかのやt

長ノ山湿原が分布している（森山， 2006).

本図幅地域南東部の吉祥山地は，赤石山脈の南端にあ

たる八名弓張山地の西端に位置する．三河高原と吉祥山

地の間には，西南日本内帯と外帯を区分する中央構造線

が位置する（牧本ほか， 2004など）．三河高原南東縁に

は，比高500~ 600 Illにも及ぶ急斜面がみられ，本宮山

断層崖とよばれる（辻村，1924, 1932 ;第1. 1図） ．三

河高原と吉祥山地の間に広がる豊川右岸及び左岸台地に

は，豊川及び豊）II支流の河川が形成した段丘地形が発達

しており ，東二河平野へ辿なる
おとがわ おとがb

本図幅内に流れる代表的な詞川 として，乙川，男川，
としえがわ と上がわ

巴川，豊川が挙げられる（第l.3図）．乙川と男）IIは西
や9tざ

隣「岡崎」因幅内に広がる西三河平野の河川である矢作
がわ き上おか

川に合流する．巴川は新城市作手高里，作手清岳付近を

分水界とし，北方への流れは矢作川水系，南方は豊川水

系となる．豊川は東三河平野の中心を流れ，三河湾へと

注いでいる．

1. 2
 
山地の地形

本図福地域の山地地形については，岡田 (1976) によ

って詳細に記載されている．三河高原の地形としては，

椙山 (1930)，太田ほか (1963)，森山 ・船木 (1989),

須貝 (1990) などが山地の小起伏面などの発達史につい

て考察している．太田ほか (1963) によれば， 三河高原

の小起伏面は，段戸小起伏面（標高 1,000~ 1,100111), 

串原小起伏面（標高700~ 900111)，三河寓位小起伏面（標

高400~600111)，三河低位小起伏面（標高100~ 300 m) 

に区分されている．以下に記す山地の区分は岡田 (1976)

を参考にした．
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彦坊山
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第 l.3図 「御油J図幅における地形区分の名称

名称は岡田 (l976)を参考にした

本図源の北東部を占める三河東部山地は，標高500~ 
600mの小起伏の山地からなる．本山地の小起伏面は，

ひこぽ ••9

胴成トーナル岩の分布とほぼ一致し，起伏の大きい彦坊
なた．tゃE

山（標高538m)や御岳山（標高663.5 m)周辺は領家変

成コンプレックスの変成岩類からなる．本図幅内の深成

岩類は風化作用を受けてマサ化していることが多く，こ

の風化作用により 小起伏面が発達していると考えられる

（岡田，1976)．本山地の小起伏面は，太田ほか (1963)

の三河高位小起伏面に相当する．

三河西部山地は巴川と男川に挟まれた本図幅の北西部
としえやt

を占める．東部には標高719.9mの巴山がみられるが，

西方に向かって標裔は低下し，西端部では標高300m以

下となる．本山地の北部には武節花糊岩，南部には領家

変成コンプレックスの変成泥岩が分布する．武節花固岩

が風化してマサ化することにより，この花蘭岩の分布域

には小起伏面が発達すると考えられる（岡田，1976).

本山地の小起伏面は，太田ほか (1963) の三河低位小起

伏面に相当する．

木宮山地は本図幅中央に位脳し，本図幅内の最高峰で

ある本宮山（標高789.2111)が位置する．本山地の起伏

は大きく ，斜面勾配が急であり，開析度が高い．南縁は

本宮山断層崖（辻村，1924, l932) とよばれる急勾配の

地形がみられる（第1. 1 図） ． こ の断層崖は東北東—西南

西方向に約20km連続し，複数のリニアメントが雁行状

に認められている（岡田，1976,l979)．ただし，この

リニアメントは山地南部の段丘や斜面を切っていないた

め，この構造の活動は更新世中期以前であったと推定さ

れる（岡田，1979)．本山地は領家変成コンプレックス

の変成砂岩や変成珪質岩から土になる．

観音山地は男川と音羽川に挟まれた山地であり，京

ヶ峰（標高365.2m)や観音山（標商400111)など300~ 
400111の山地からなる．全体として西方に標高が低下し，

青木川より西部では標高が200m程度になる．本山地は

領家変成コンプレックスの変成泥岩や変成砂岩から主に

構成される．

五井山 地は音羽川 以南に分布し，五井 山 （標高

454.2m)や宮路山（標高36l 111)など300~ 400 Illの山
ぽし、

塊からなる．南隣「豊橋及び田原」区l幅における宝飯山
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本図幅（宮崎ほか，2008)豊橋及び田原図幅（中島ほか，2008) 町田・大倉(1960) 池田(1973)

豊川以南 I豊川以北 豊川以南 盟川以北 豊川以南 豊川以北 豊川以南 豊川以北

石田面 低位段丘面 下位段丘群 下位段丘群 豊橋面 牧野面

新期扇状地面 新期扇状地面

小坂井面 豊橋面 小坂井面 豊橋面 小坂井面 高師原面 豊川面

I 福江面・高師原面

| 南大清水面

旧期扇状地面 旧期扇状地面 高師原面 上位段丘面 旧期扇状地面

小野田面 1 矢部面 天伯原面

地に連続する．本山地は領家変成コ ンプレックスの変成

砂岩や変成珪質岩から主に形成されている．

吉祥山地は本図幅南東部の豊川左岸に位置し，八名弓

張山地の西端の山地である．吉祥山（標高382.1m)や
てるや E

照山（標高］24m)がある．本山地は三波）1|変成コンプ
みかぶ

レックスの御荷鉾ユニッ トの変成角閃岩及び変成斑れい

岩から主になり，照山ではこれらの岩石の採石が大規模

に行われている．

1. 3 台地の地形

本図幅地域における台地は，｝應川右岸台地，豊川左）ド

台池，音羽川台地，男川台」也，・礼if郡台地の5つに区分さ

れる（岡田， 1976;第 I.3図）．これらの台地には，河

）怜段11:.が発達していることが4':'i徴である．豊川流域の段

行：地形については I:(1960)，町111・大倉 (1960)，建設

省計両局 ・愛知県 (1963)，池田 (1973)，岡田 (1976),

大矢・大森 (l978)，木村ほか (1981,1982)，水野 (1984),

堀 (J998)などがある．主な報告によ る豊川流域の段丘

面対比を第 l.1表に示す．音羽川，山陰川流域の段丘に
ぬ力、た もとじゅく

ついては鋭巻 (2001)，岡崎市額田，本宿周辺について

は新編岡崎市史編集委員会編 (1985)，額田町史編集委

員会編 (1986)などの報告がある豊川右岸台地，豊川

左）—信台地， 音羽川台地， t庸郡台地上にみられる段丘面の

うち，上位面と して矢部面 ・小野田面，旧期扇状地面，

中位面として小坂井面，新期扇状地面下位面として石

田血を区分した．また，そのほかの山間部の台地の段丘

面を未区分上位段丘面と木区分下位段丘面に区分した

（第1.4図）．

矢部面・小野田面 矢部血は木村ほか (1981)による上

位段丘面で，豊川右岸台地の新城市杉山周辺に残丘状に

分布する．矢部面の標高は約70111である．本面は小坂

井面と沖積面に開析される 小野田面は木村ほか(1981)
ひとくわ I'

による上位段丘面で，豊川左岸台地の新城市一鍬田や豊

川市金沢町周辺に分布する．小野田面の標高は一鍬田で

は40~50111,金沢町では30~ 40mである．本面は新

期扇状地面によって開析される．矢部面及び小野田面は

クサリ礫を含む亜円一円礫からなる堆積物で，表層には

上位段丘面 天伯原面

赤褐色―茶褐色土壌がみられる．

旧期扇状地面 本面は既川右岸及び左岸台地に広く分布

する豊）1|の支流性扇状地而と，音羽川台地に分布する上

位の扇状地面である．足山川面（土， 1960;木村ほか，

1981)，町田 ・大倉 (1960) の 1二位段丘面や平野面（木

村ほか， 1981)は本面に含まれる．豊川右岸台地におけ

る勾配は， 17/1,000 ~ 33/1,000である．本面の構成層

はク サリ礫の目立つ亜角ー角礫からなる堆禎物で，地形

而表面には赤褐色―茶褐色土壌がみられる．

小坂井面 小坂井面 （土，1960) は豊川右岸台地の豊川

市一宮町，新城市中心部， 豊川左岸台地の豊橋市賀茂町，
やな し、

祈城市八名井，一鍬田，音羽川台地の豊川市御油町に分

布する中位段丘面である．木村ほか (1981)による豊川

右）『：の祈城面，豊川左岸の質茂面，八名井面は本面に含

まれる．本面の構成）団は河川刊の砂礫恩からなる小坂井

囮である．盟川市と',!!！橋市における本面の標高は20~ 
30m, 新城市中心部における本面は50mの標高である

小坂井面の表恩にはクロボクや茶褐色土壌が重なってい

る．本面は新期扇状地面と石田面，沖稼面によって開析

される．

新期扇状地面 本面は豊川右岸及び左岸台地に広く分布

する豊川の支流性扇伏地面と，音羽川台地に分布する下

位の扇状地面である．木村ほか (1981)による牛）1|面や

上長山面は本面に含まれる．本面は沖精面及び石田面に

よって開析される． 豊川右岸台地における本面の勾配は，

13/1,000 ~ 27 /1,000である．本面の構成層は亜角ー角礫

からなる堆積物で，表層にはクロボクや茶褐色土壊が重

なっている．

石田面 本面は木村ほか (1981)によって記載された下
とう

位面で，豊川右岸台地の新城市石田，野田，豊川市東
l'.t.， 
上町，豊川左岸台地の新城市庭野，一鍬田に広く分布

する．標高は30~ 40mである．本面は沖積面に開析さ

れる．
Itつら かみそぷiト

未区分上位段丘面 本面は岡崎市鉢地町，上衣文町，大
かLやK つくでさ tおか

幡町，樫山町，新城市作手消岳などに分布する．本面の

構成雇は亜角—亜円礫か らなる堆積物で， 地形面表面に

は赤褐色―茶褐色土壌がみられる．本面は未区分下位段

丘面及び沖積面によって開析される．分布域において，
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木村ほか(1981) 水野(1984) 堀(1998)

豊川以南 豊川以北 豊川以南 豊川以北 豊川以南 豊川以北

庭野面，間川面 石田面，牧野面 石田面 石田面 低位面 低位面

牛川面 上長山面 新期扇状地面

豊橋面 小坂井面，新城面 小坂井面 小坂井面 豊橋面 小坂井面

高師原面 高師原面 高師原面

平野面 足山田面 足山田面 足山田面 1日期扇状地面

小野田面 矢部面信玄面 高位段丘面群 最高位面

第 l.l表 「御油」図幅における段丘面対比

既存研究の段丘面は，本図輻内の

ものだけを記載

それぞれの地形面の対比が困難であるため未区分上位段

丘面とした
お＼ヽ t立ヽ ら

未区分下位段丘面 本面は岡崎市樫山町，生平町，石原

町などの男川台地，新城市作手清岳の巴川低地などに分

布する．本面は沖積面に開析される．未区分上位段丘面

と同様に，対比が困難であるため，未区分の段丘面とし

て扱った．

1. 4
 
低地の地形

本図幅地域の低地は，豊川低地，音羽川低地，鉢地川

低地，青木川低地，御津川低地，巴川低地に大きく分け

られる（第 1.3図） ．

豊川低地は，本図賑南東部を流れる豊川と豊川の支流
ぁし、だ

である間川の流域に分布する．本図幅内における低地の

幅は1,000~ 2,000 mあるが，更に下流の南隣「槻橋及
び田原J図幅内に入ると 4,000~ 5,000 mに広がる．豊

川低地には自然堤防，旧河道，後背湿地，巴川低地には

湿地（湿原）が分布する．

音羽川低地は，本図雁南西部を流れる音羽川とその支
さん＼ヽ んがj9 

流である山陰川の流域である．御油断層による谷地形に

規制されて本低地は形成されている．低地の幅は500Ill 

程度と狭く，谷底低地の地形を呈する．低地と山地の間
9tつ

には中位段丘面や旧期及び新期扇状地面がみられる．鉢
ちがj』

地川低地は，音羽川低地の北東延長方向に位置している

低地の幅は500~ 1,000mである．青木川低地は，本図
幅中央から西に流れる男川の支流の青木川の流域であ

る．低地の幅は500m弱と狭い巴川低地は，本図福北

東部の三河東部山地と西部山地の境界に位置し，豊川水

系と矢作川水系の2つの巴川の上流部に位置する．低地

の幅は500~ 1,000mである．こ の低地には，更新世末
期から完新世にかけて形成された古大野原湿原と呼ばれ

る湿原堆積物（泥層や泥炭層）が地下に分布している

山間部 平野部（豊川以北） 平野部（豊川以南）

後

期

更

新

世

位

面

一

中

位

面

中

期

更

新

世

上

位

面

ー

物

―

物

積

積

一／
パ
/
互

沖

゜
石田面

一0石田層00000---_＿ 一 冒ー一ー一ー一ー一ー一――-----^ー/|□□□□＿＾―~---~~------

ー／日ー[- --- /ー/〖-OO --- -- - ］ -----！」-\／ローロー一――--., ---------

各t--て矢口闘層 000

^ ̂  ^  ^ ^ ^'‘^ ^ ^ ^ 

第1.4図

に扇状地性堆積物

「御油」図幅における段丘面の関係
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第 2章 地 質 概説

御油図幅地域の地質分布の概要を第2.1図に，また地

質総括図を第2.2図に示す．本図幅地域及び周辺地域の

地貿は，秩父帯ジュラ紀付加コンプレックス，三波川変

成コンプレックス，領家変成コンプレックス及び領家深

成岩，第三系，第四系に区分される．白亜紀以前の地

層 ・岩体は中央構造線及びこれに平行な断層によって境

され，北西側に，領家変成コンプレックスとこれに貰入

する領家深成岩，南東側に三波川変成コンプレックスが

分布している．以下にその概要を記述するなお，領家

深成岩のうち領家変成コンプレックスの構造を切って貫

入している新城トーナル岩と武節花岡岩の周囲には接触

変成域が形成されているが，これらについての概略は領

家変成コンプレックスとともに記述する

唸

（宮崎一博 ・西岡芳晴 ・中島 礼・ 尾崎正紀）

2. 三波川変成コンプレックス

本報告では前期白亜紀後期ー後期白亜紀に低温高圧型

の変成作用で生じた変成岩類を三波川変成コンプレック

スとした．本図幅地域の三波川変成コンプレックスは御

荷鉾ユニッ トと舟着ユニットから構成される．御荷鉾ユ

ニッ トは変成かんらん岩，変成角閃岩及び変成斑れい岩，

変成玄武岩溶岩 ・変成ドレライト ・苦鉄質片岩からなる．

舟着ユニットは泥質片岩，珪吸片岩及び苦鉄質片岩から

なる．両ユニッ トは東北東走向の高角断磨で境される．

本図I幅地域の三波川変成コンプレック スはパンペリ ー石

アクチノ閃石亜相高圧部の変成作用を被っている．

完新統

中・上部更新統

下ー中部更新統

上部中新統 — 鮮新統

中期中新世火山岩類

下部ー中部中新統

巣山火砕岩類 ・カタク
レーサイト・阿寺七滝條
岩陪 ・七郷一色屈

領家深成岩（ 片麻状

構造を持たない花糊

岩類）

領家深成岩（苦鉄質

岩）

王i領家深成岩（片麻状
構造を持つ花岡岩類）

---断層 ．．．．．．．．伏在断層 --'― 推定断層 ．．．．．．．、．．． 伏`在推定断層

畢翌1［沢層 ・浅川沢花
岡
、J_』
石

第2.j凶 「御il±IJ図屈周辺地域の地質慨略図

20万分の 1地質図幅「盟橋及び伊良湖岬」（牧本ほか，2004) を基に作成
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地 質 時 代 ＇ 
代
的
年
CM

完祈世

0.01 

第

t
T
 
湘
四

已'々ボ

生

更

新

世

後

期

中

期

前期

内帯（胞川以北） 外帯（盟川以南）

0.78 

1.81 

鮮新世

新

第

f に

紀

中

新

世

後期

中期

前期

古
第
三
紀

漸新世

始新世

暁新世

23.0 

33.9 

55.8 

中

白

亜

紀

/{9 

f交 期

生
前 期

代

已

ジ
ュ
ラ
悧

0.12 

5.33 

沖積層

新期扇状地

堆積物

矢部層

I 豊川層 I 

l I 

1 砕屑岩脈 I 

流紋岩岩脈

本宿層・作手層

竜泉寺層

領家深成岩による

接触変成域

領家変成コン

プレックス

石田層

小坂井層

如
苓
函
こ
竺
器

武節花岡岩

苦鉄質岩

新城トーナル岩

天竜映花岡岩

神原トーナル岩

r------------------
| l 

l 
美濃帯ジュラ紀付加コンプレックス＊ 1 

l （領家変成コンプレックスの原岩） 1 
I I 

'------------------」

新期扇状地

堆積物

旧期扇状地

堆積物

小野田層

L
 
゜

ペ
へ
へ
’
△

入

n

〗
汽
竺

―M
‘

[
1
1
1

舟着ユニット

御荷鉾ユニット

第2.2図 「御油」図幅の地質総括図

年代値は Gradsteinet al. (2004)に従った ＊は本図幅地域外に分布

2. 2 領家変成コンプレックス及び領家深成岩に

よる接触変成域

本報告では後期白亜紀の高温低圧型変成岩類を領家変

成コンプレックスとした．本図幅地域の領家変成コンプ

レックスは変成泥岩，変成砂岩，変成珪質岩からなる．

見かけの層序は下位から上位へ，変成砂岩が卓越する下

部，変成珪質岩卓越層とその上位に重なる厚い変成砂岩

屈からなる中部，変成珪質岩の恩状及びレンズ状の岩体

を多く挟む変成泥岩層からなる上部に区分できる．本図
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幅地域の領家変成コンプレックスの変成岩類の岩相境界

は北傾斜であり ，北から南へ見かけの層序の上位から下

位の地層が露出 している

木報告では変成泥岩の鉱物組合せにより黒雲母帯，カ

リ長石珪線石帯及びざくろ石葉青石帯に分帯した．変成

度はこの順に高くなる各帯の境界は変成岩類の岩相境

界にほぼ平行であり，見かけの層序の下位へ向かって変

成度が高くなっている変成岩としての岩相は変成度が

高くなるにつれ変化し， 黒雲母帯からカリ長石珪線石帯

低温部で， 泥質片岩 •砂質片岩ないしグラノフェルス ・ 珪

質グラ ノフェルス，カリ 長石珪線石帯高温部からざくろ

石菫青石帯で泥質片麻岩 • 砂質片麻岩ないしグラノフェ

ルフぃ珪質片麻岩及びグラノフェルスである．ざくろ石

輩青石帯では変成岩類中に花1読）岩質の脈やドメインが発

達しミグマタイトと なっている本図幅地域の領家変成

コンプレック スの変成岩類は高温低圧型の変成作用を特

徴づける紅柱石や董青石を生じている．これら変成岩頬

の変成祖は最も変成度が高いところで角閃岩相高混部に

逹している

頒啄変成コンプレックスの地質構造と大きく斜交して

貫人する新城トーナル岩と武節花楠i岩の周囲には変成泥

店の鉱物組合せによりカリ 長石菰青石幣が分帯でき， こ

の札 '1• が祈城 トーナル岩及び武節花岡岩の接触変成域に相

‘りする．カリ長石巫青石帯の変成紐類は泥質グラノフェ

ルス， J'1-岩及び片麻岩，砂質グラノフェルス，片麻岩及

び） ，1~·: ' 珪質グラノフェルス及び片麻岩， ミグマタイト

である

2. 3 領家深成岩

隕琢深成岩は後期白亜紀の神原トーナル岩，天竜峡花

岡店，新城トーナル岩，苦鉄質岩，武節花岡岩からなる．

神）J;(トーナル岩は図幅北西端部，南西端部，東端部に小

規校に分布し，主に片麻状構造が顕著な中粒の角閃石黒

』よ l :）•トーナル岩からなる ． 天竜峡花岡岩は図幅東部に小

規松に分布し，片麻状構造を持つ中粒の黒雲母優白質モ

ンゾ花刷岩からなる．新城トーナル岩は図幅東部の新城

|h)，＼l辺に広く分布する．本岩体はその大部分を占め，主

に中粒の黒雲母角閃石トーナル岩及び角閃石黒雲母トー

ナル岩からなる主岩相と，それ以外の細粒相，黒雲母卜

ーナル岩相，中粒花岡岩相， 細粒花蘭岩相の5つの岩相

に区分できる．苦鉄質岩は主に因幅地域北東部及び西端

部に分布し，細粒のトーナル岩及び細ー中粒の石英閃緑

岩を主とし，細ー中粒の斑れい岩及び細ー中粒の花商閃緑

岩を含む．武節花閾岩は図福地域の西北部に広く分布し，

岩体の大部分を占め， 主に細粒白雲母含有黒雲母モンゾ

花商岩からなる主岩相と，肉眼的に白雲母が明瞭な白雲

母黒雲母花憫岩相，主岩相と比べてより細粒な細粒相の

3つの岩相に区分できる．

2. 4 新第 三 系

りゅうせん じ もとじ、'<

「御油」地域に分布する新第三系は，竜泉寺層，本宿層，
つくて

作手層，珪長質岩脈，砕屑岩脈に区分される （第6.1図，

第6.2図）．

竜泉寺層は前期中新世後半の礫岩，砂岩，泥岩からな

る海進堆積物で，岡崎市街地付近に広く分布する．本図

幅地域では，竜泉寺層基底部の礫岩層のみが岡崎市池金

町付近の定高性を持つ丘陵性山地の頂部に層厚5111以下

で薄く分布する．礫種は変成珪質岩，苦鉄質岩，細粒花

楠i岩からなり ，特に径1~ 2111の巨礫からなる変成珪質
岩の円礫で特徴づけられる．従来，竜泉寺層は本宿層の

上位に位置づけられ，下部を本宿）習，上部を竜泉寺層と

して岡崎層群にまとめられていたが，本報告では，今回

の調査の結果に基づき本宿層を竜泉寺層より新しい堆桔

物と位罹づけ，両者を岡崎恩群として一括しなかった．

本宿層は岡崎市東部に，作手層は新城市作手に分布す

る，巨礫を多く含む不淘汰な巨礫岩層である．本宿層は

厚さ 40~ 90111 で ， 岡崎市中部の南大須—夏山付近と桜
かみそぷみ

井寺付近から南へ堆稜物が供給され， 大幡町—上衣文町
付近で合流し，南の本宿町へ至る谷埋堆積物の分布形態

を示す ． 周辺に分布する基盤岩を反映し，南大須—夏山

付近に分布する本宿阿は糸III粒花商岩が，桜井寺町ー下衣

分町に分布する本術）秤iは苦鉄質岩，変成珪質岩の礫が多

い作T-）柑は）¥1'i)1/30 ~ 70 mで，作手田原東部から作手
!!、［瀬（北核5)j分の l「足助」 図輻内）にかけて と，そ

の南方の作千,111)阜から1/iF|.'...！鳥に至る南北約6kmに細

艮い地域に分化する．礫柿は11手 「「I原ー作手黒瀬地域で

は花揺i岩類が多くを占めるが，作丁•田原から作手白鳥間

では基盤を反映して苫欽質］や変成珪質岩も多くなる．

両層の時代を明確に示すデータはないが，竜泉寺層の堆

積基底面を本宿層が削ること，断層を伴わずに厚い巨礫

岩層が堆積すること，固結度や礫種から東海陪群に対比

できないことから，フィリヒ ン゚悔プレート（四国海盆）

の沈み込みによる急激な隆起が起こった中期中新世初め

(15Ma) 頃に近畿 ・中部の各地で分布が認められる巨礫

岩層に対比した

珪長質岩脈は主に流紋岩からなる岩脈で，本図幅地域

東端部において，ほぼ南北方向に貫入する岩脈が少なく

とも4箇所で確認できた領家変成コンプレックス及び

新城トーナル岩を貫く幅5mから数十 mの岩脈で，「御

油」地域東方に分布する中期中新世に活動した設楽火成

複合岩体に属すると推定される．

砕屑岩脈は岡崎市桜井寺町の変成岩（主に変成珪質岩）

中の北東—南西方向に発達する断裂の空隙を埋めた幅数

cm-50cmの礫岩（礫支持基質）ないし礫混じり砂質シ

ル ト岩からなる．蹂は流紋岩，チャー ト（変成珪質岩）

の円礫を主体とし，泥や細粒火山灰の礫を含む．本砕屑

岩脈の砕屑物は，礫種と花粉化石から後期中新世末ー鮮
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新世の東海層群から由来したと考えられる．

2. 5 第四系

本図幅地域にみられる第四系は，主に中郎更新統—完

新統の河川性堆積物からなる．豊川，音羽川，御津川流域，

蒲郡台地の平野部における中ー上部更新統は扇状地性及

び河川性の段丘堆積物から主になり，台地を構成してい

る．豊川本流性の段丘堆積物として，矢部層が豊川右岸

台地， 小野田層が豊川左岸台地， 小坂井層及び石田層が

豊川右岸及び左岸台地に分布する ． これらは円—亜円礫

- 9 -

によって主に構成される砂礫層である．豊川支流性の扇

状地堆積物として，旧期扇状地堆積物と新期扇状地堆積

物が豊川両岸の山地緑辺から台地にかけて分布する．こ

れらの扇I犬地堆積物は，角ー亜角礫によって主に構成さ

れる．また，海成堆積物である豊川層の泥層も豊川河床

にわずかに分布する．完新統は，後背湿地堆積物，自然

堤防堆積物，旧河道堆積物に区分される．山間部の第四

系は，未区分上位段丘堆積物，未区分下位段丘堆積物，

後背濯地及び谷底低地堆積物に区分される．段丘堆桔物

は ， 亜角—亜円礫によって構成される



第 3章 三波川変成コンプレックス

本報告では本図幅地域に分布する前期白亜紀後期—後

期白亜紀の低温高圧型変成作用により生じた変成岩類を

三波川変成コンプレックスと呼ぶ．本図幅地域の三波川
ふなつき

変成コンプレックスは御荷鉾ユニットと舟者ユニットか

ら構成される．

3. 1 研究史及び概要

研究史 二浦 (1889)の20万分の 1地質図幅「豊橋」に

おいて，本図福地域の三波川変成コンプレックスは秩父

古生層下部に塗色されている．その後， 7万5千分の 1

地質図幅「豊橋」を作成した石井 (1928) は角閃岩，輝

緑岩，御荷鉾層千枚岩に区分した．東隣の「三河大野」

の5万分の 1地質図幅を調査した斎藤 (1955) は超苦鉄

質岩，斑れい岩，片状構造の発達が顕著でない変成苦鉄

質岩を除く 三波川変成コンプレックスを北から南へ，）汀
L干たま

培帯，鎮干帯及び石1巾帯に区分した．これら3つの幣の

うち月着帯の黒色），1岩，緑色片岩，石英片岩（それぞれ，

本報告の舟着ユニッ トの泥質片岩，苦鉄質片岩， J圭質）i

岩に相当）と鉛 I;．常の緑色片岩（御荷鉾ユニットの苦似

質片岩に祖当）は本図鼎，i地域にも連続する．20万分のl

地質図幅「豊橋」(/)佑 l版（地質調査所， 1956) では，

超苦鉄質岩を除き，尖質輝緑岩及び変質斑凱岩（御荷鉾

ユニットの変成立、vU':・変成ドレライト ・苦鉄質岩に相

当），角閃岩（御茄針ユニットの変成角閃岩に相当），黒

色片岩や緑色片岩 （）汁着ユニットの泥質片岩や苦鉄質片

岩に相当）を長ii静変成岩類（三波川変成コンプレックス

に相当）の構成岩石として区分している．南東隣の5万

分の 1 地質図幅「浜松」を作成した 1i義見 • 井上 (1972)

は，斎藤 (1955) の輝緑岩を御荷鉾緑色岩類（御荷鉾ユ

ニッ トの変成玄武岩 ・変成ドレライト ・苦鉄質片岩に相

当）に対比した．20万分の 1地質図幅「豊橋」第2版（山

田ほか， 1972) では，徹檄岩及び蛇紋岩などの超苫鉄質

岩を含め，変成苦鉄質岩，結晶片岩類すべてが三波）1|変

成岩類（三波川変成コンプレックスに相当）に区分され
うふ とん上、くや E

ている．猪俣 (1978) は浜名湖北方雨生山 ・富幕山周辺

の御荷鉾緑色岩と超苦鉄質岩を閻べ，周辺地域の地質概

略図を示している．そこでは，本図幅地域の三波川変成

コンプレックスは超苦鉄質岩（変成かんらん岩に相当），

角閃岩（変成角閃岩に相当），御荷鉾緑色岩（御荷鉾ユ

ニット変成玄武岩 ・変成卜‘レライト ・苦鉄質岩に相当）

と州着層（州着ユニットに相当）に区分されている．舟

着層は斎藤 (1955)の舟着帯に相当する．愛知県 (1979)

（宮崎一博）

ではすでに出版されていた各種地質図を編集し，本図幅

地域の三波）1|変成コンプレックスを角閃岩（変成角閃岩

に相当），斑れい岩及び輝緑岩（御荷鉾ユニットの変成

玄武岩 ・変成ドレライト ・苦鉄質片岩に相当），緑色片

岩（舟着ユニット苦鉄質片岩に相当），珪質黒色片岩及

び石英片岩（舟着ユニット珪質片岩に相当），黒色片岩

（舟着ユニット泥質片岩に相当）に区分した．20万分の

1地質固幅「豊橋及び伊良湖111町（牧本ほか， 2004) で

は，本図幅地域の三波川変成コンプレックスは三波）1|変

成岩類の蛇紋岩化した超苦銀質岩類（変成かんらん岩に

相当），角閃石岩及び角閃石斑れい岩（変成角閃岩及び

変成斑れい岩に相当），御荷鉾緑色岩類（御荷鉾ユニッ

ト変成玄武岩 ・変成ドレライ ト・苦鉄質岩に相当）と三

波川結晶片岩類（舟着ユニットに相当）に区分されてい

る．

関ほか (1959) は本図幅地域東方の渋川地域の三波川

変成コンプレックスの変成分帯を行い， 1帯（緑れん石

ーパンペリー石―藍閃石亜相）， 1 ' 帯（ローソン石—パン

ペリー石ー緑れん11―l紐杖1小亜相）， 2帯（緑れん石藍閃
石亜相），及び3;Ili}：（緑れん石エデン閃石亜相）に分帯

した．閉ほか (1959) の3幣は「二河大野J図幅内の変

成角閃岩分布域にほぼ相当する．本図幅地域は1帯が連

続すると予想される．磯貝 (1973; 1977) は豊橋市東部

の三波川変成コンプレックスを A帯から H帯の8帯に

分帯した．このうち本図幅地域に分布するのは C帯と

D帯である．C帯は苦鉄質変成岩にアクチノ閃石，藍閃

石が普遍的に出現する． D帯は藍閃石が多産するととも

にアクチノ閃石とパンペリー石が普遍的に出現する．本

図幅地域内の吉祥山と東隣「三河大野」図幅内の城山に

分布する二波川変成コンプレックス御荷鉾ユニットの変

成かんらん岩，変成角閃岩，変成斑れい岩及び変成玄武

岩 ・変成ドレライト・苦鉄質片岩に相当する変成岩類は

岩石学的研究がなされている．これら苦鉄質―超苦鉄質

変成岩類の研究から，海底火成活動によって形成された

海台 • 海山の苫鉄質火山岩類とその深部で形成された苦

鉄質（斑れい岩）―超苦鉄質集積岩（かんらん岩）が，低

圧下で海洋底変成作用を受けその一部は角閃岩となり ，

その後山体崩壊を伴いながら沈み込み，沈み込み帯で

低温高圧型三波川変成作用を累進的に被ったとする形

成史が編まれている（榎並 ・毛利， 1986;毛利 ・榎並，

1989 ;榎並 ・毛利，2006).

本図幅地域の三波川変成コンプレックスからの放射

年代値の報告はないが，本図幅地域北東端から約35km
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北東の静岡県内の三波川変成コンプレックス泥質片岩

より， 68Maと70Maの白雲母 K-Ar年代（植田ほか，

1977) が得られている

概要 本図幅地域の三波川変成コンプレックスを構成す

る御荷鉾ユニットは儀見 • 井上 ( 1 972) の御荷鉾緑色岩

類の西方延長に相当し，舟着ユニットは斎藤 (1955) の

舟看帯の西方延長に相当する．

御荷鉾ユニット及び舟着ユニットは本図幅地域南隣の

「豊橋」図隔地域北東部からの本図幅地域南東隅の八名

弓張山地に分布する．本図幅地域における両ユニットは

一部で東北東ないし東西走向の高角断層により接してい

る．

御荷鉾ユニットの変成岩類はかんらん岩，角閃岩，斑

れい岩， ドレライト，玄武岩溶岩及び凝灰岩などの超苦

鉄質岩及び苦鉄質岩が低温高圧型の変成作用を受けた変

成かんらん岩，変成角閃岩，変成斑れい岩，変成ドレラ

イト，変成玄武岩溶岩及び苦鉄質片岩からなる．本報告

で使用する変成角閃岩は高変成度の変成岩である角閃岩

が低温高圧型三波川変成作用を重複して受けた岩石であ

ることを明示するために用いる．舟着ユニットの変成岩

類は，玄武岩溶岩及び凝灰岩などの苦鉄質岩，珪質岩及

び泥質岩をそれぞれ原岩とする変成玄武岩溶岩，苦鉄質

片岩，珪質片岩及び泥質片岩からなる．

3. 2 御荷鉾ユニット

本ユニットは本図幅地域南東部の吉祥山周辺，照山，

新城市大原調整池から南隣の 「豊橋」図幅内の豊川左岸

の豊橋市権現山にかけて分布する．御荷鉾ユニットの北

緑は東西走向の高角断層で舟着ユニットの泥質片岩及び

苦鉄質片岩と接する．本ユニットは，南隣「豊橋」図幅

内の豊橋市石巻萩平町南方で，東北東走向の高角断層に

よって南側に分布する秩父帯ジュラ紀付加コンプレック

ス石巻山ユニットあるいは嵩山ユニットと接する（中島

ほか， 2008)

本図幅地域の御荷鉾ユニットは，変成かんらん岩，変

成角閃岩及び変成斑れい岩，苦鉄質片岩，変成玄武岩溶

岩及び変成ドレライトからなる．本図幅地域における御

荷鉾ユニットは分布が孤立しており，またユニット内部

における層状構造片状構造の発達は弱い．

新城市八名井の吉祥山北東の本ユニット北縁には変成

かんらん岩が分布する．吉祥山と照山は主に本ユニット

の変成角閃岩からなる．吉祥山北縁には斑れい岩の組織

が残存した変成斑れい岩の小規模な岩体も認められる．

また，東西走向の属角断層沿いには斑れい岩のレンズを

含む苦鉄質片岩も分布する．吉祥山南縁には東西走向の

高角断層が存在し，その南側には本ユニットの変成玄武

岩溶岩及び苦鉄質片岩からなる岩体が分布する．

3. 2. 1 変成かんらん岩 (Mu)

御荷鉾ユニットの変成かんらん岩は吉祥山の北西端の

新城市八名井付近に東西に伸びて小規模に分布する変

成かんらん岩の分布の北縁では東西走向の高角断層で舟

着ユニットの泥質片岩と接し，南緑は同様に東西走向の

高角断層で御荷鉾ユニットの変成角閃岩及び変成斑れい

岩と接する．この変成かんらん岩の南東側には変成角閃

岩及び変成斑れい岩が分布するが，両者の間に断層は確

認できなかった地質図に示した以外にも，小規模な変

成かんらん岩体が東西走向の高角断層沿いに分布する．

本ユニットの変成かんらん岩は暗緑色ー黒色を呈し，

塊状のブロックの間に片状構造の発達する部分が挟まる

（第3.l図）．変成かんらん岩は淡褐色角閃石，単斜輝石

を含む変成ダナイトないしウェールライトである．いず

れの変成かんらん岩も低温の変成作用を被っており，蛇

紋石， トレモラ閃石，緑泥石等を生じている．

岩石記載

変成ダナイト（第3.2図（a), 新城市八名井南西約

1km) 

主要構成鉱物はかんらん石と淡褐色―無色の多色性を示す

角閃石である．少畠の蛇紋石， トレモラ閃石，緑泥石と不

透明鉱物を伴う．かんらん石は径1~ 2 llllllで割れ目が発
達し，周囲及び割れ目には蛇紋石が生じている．淡褐色―

無色の多色性を示す角閃石はかんらん石結晶の間を埋める

ように生じている．また，内部にかんらん石を包有する．

針状のトレモラ閃石が緑泥石とともにかんらん石結晶の間

を埋めるように生じている．

3. 2. 2 変成角閃岩及び変成斑れい岩 (Ma)

御荷鉾ユニットの変成角閃岩及び変成斑れい岩は，吉

祥山の大部分を構成し，北側と南側を東西走向の高角断

層で挟まれ，南北幅約2.5km,東西幅約5kmの規模で

分布している ． 大部分は暗緑色—黒色で， 塊状ないしホ

ルンブレンドの形態定向配列による片麻状構造が発達す

る変成角閃岩である．片麻状の変成角閃岩の一部にはさ

らに緑泥石の形態定向配列による片理が発達し片状にな

っている部分もある（第3.3図（a)).塊状変成角閃岩

に伴って部分的に角閃石が粗粒な変成斑れい岩が産する

（第3.3図（b)).吉祥山北の東西走向の高角断層の南側

には後述するように濃緑色ないし暗緑色の緑泥石とア

クチノ閃石からなる苦鉄質片岩が分布するが，その一部

には変成斑れい岩の径数 cmの小さなレンズが含まれる

（第3.3図（c)).吉祥山西南西の照山にも，周囲を第四

系に囲まれて本ユニットの片麻状変成角閃岩が露出して

しヽ る．

本ユニットの変成角閃岩や変成斑れい岩は残留鉱物と

して単斜輝石及びホルンブレンドを含む．こららの苦鉄

質変成岩には低温高圧型の変成作用によりホルンブレン

--ll ~ 



第3.l図 変成かんらん店の露頭写真

変成かんらん府（新城市八名井）

第3.2図 変成かんらん岩の薄片写買

変成かんらん岩 （変成ダナイト）．am:角閃石， 01:

かんらん石， sp:蛇紋石， chi:緑泥石．（新城市八

名井南西約 Jkm) 

ドの周囲にアルカリ角閃石，アクチノ閃石，緑泥石が生

じている．通常の角閃岩及び斑れい岩の主要構成鉱物で

ある斜長石は，多くの場合残留鉱物して存在せず，代わ

りに低温高圧型変成作用によりアルバイトと緑れん石，

パンペリー石，ロー ソン石などが生じている．

岩石記載

アルバイト緑れんィi含介変成角閃岩（第3.4図（a)' 吉

袢11I-It約500m)
松IIllもでは艮径 I~ 2 111 111 の、リ，•し色柱状の角閃石と乳白色レン

ズ状部の定向配列が剥噂な角 1及I岩椋の見かけをなす．鏡下

では，ホルンフレント，緑れん石，アルバイトを主要構成

鉱物とし，少量のアクチノ閃石，スフェンを伴う ．ホルン

ブレンドは緑色ー緑褐色の多色性を示し，形態定向配列が

顕着である．ホルンプレンドの一部には淡緑色―無色のア

クチノ閃石の針状結晶が生じている．角閃岩相の角閃岩の

主要構成鉱物であるカルシウムを含む斜長石(>An") は

存在しない肉眼で乳白色に見える部分は，鏡下では，ア

ルバイトと微細な緑れん石粒子の集合休からなっている．

ローソン石アルカリ輝右アルカリ角閃石含有変成斑れい

岩（第3.4図 (b)，新城市八名井）

肉眼では径5~10111111の柱状の暗色部とその間を埋める淡

黄緑色―白色部からなる斑れい岩様の組織を呈する．鏡下

では，ホルンブレンド，ローソン石，アルカリ輝石，アル

カリ角閃石を主要構成鉱物とし，少鎚の緑れん石，アルハ

イト，スフェンを伴う．肉眼で暗色に見える部分は，鏡下

では濃青緑色—緑褐色の多色性を示すホルンプレンドから

なり，その周囲には青色—紫色の多色性を示すアルカリ角

閃石が生じている．肉眼で淡黄緑色―白色に見える部分は，

鏡下では無色柱状のローソン石とごく少畠の緑れん石，ア

ルハイト及び淡緑色ー無色の多色性を示すアルカリ輝石か
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第3.3図 変成角閃岩及び変成斑れい岩の露頭写真

(a)変成角閃岩．amp:片麻状構造の発達した角閃岩， s-arnp:緑泥石からなる剪断面が発逹し，片状になった変成角

閃岩．（吉祥山北約500111)

(b)変成斑れい岩．（新城市八名井）

(c)苦鉄質片岩中の変成斑れい岩レンズ．l11SC:苦鉄質片岩，111g:変成斑れい岩レンス．（吉祥山北北東約700111)

らなる

3. 2. 3 変成玄武岩溶岩・変成ドレライト・苦鉄質片

岩 (Mm)

御荷鉾ユニットの変成玄武岩溶岩 ・変成ドレライト ・

苦鉄質片岩は本図幅地域南東端の新城市大原調整池付近

の八名弓張山地から南隣の「豊橋」図福内豊川左岸の豊

橋市権現山にかけて分布する．暗緑色塊状の変成玄武岩

溶岩（第3.5図 (a)) ないし変成ドレライトが多く ，部

分的に片理が発達した緑色ないし暗緑色の苦鉄質片岩

が認められる（第3.5図（b)).また，小規模であるが，

細粒な変成斑れい岩も伴われる．

変成玄武岩溶岩 ・変成ドレライト ・苦鉄質片岩にはア

ルカリ角閃石，アルカリ輝石，パンペリ ー石など低湿高

圧型の三波川変成作用で生じた変成鉱物が生じている．

岩石記載

緑泥石アルカリ輝石含有変成玄武岩溶岩（第3.6図 (a)'

吉祥山南南東約2.4km)

主要構成鉱物は残留単斜輝石，残留ホルンプレンド，緑泥

石，アルカリ輝石，アクチノ閃石であり ，少足のアルバイト，

スフェン，アルカリ角閃石，白色雲母，不透明鉱物を伴う

残留単斜輝石は径 I~2111111の自形ないし半自形結晶で周

囲には緑色ー淡黄色の多色性を示すアルカリ輝石が生じて

いる．残留ホルンブレンドは長径0.5 111111程の柱状の半自

形結晶で，褐色ー緑褐色の多色性を示し，周囲にはアクチ

ノ閃石及び青色—紫色の多色性を示すアルカリ角閃イ5が生

じている．緑泥石，アルバイト，白色雲母は残留単斜輝石

及び残留ホルンフレンドの間を埋めるように生じている

アルバイト緑泥石緑れん石アクチノ閃石片岩（第3.6図

(b), 吉祥山南南東約2.5km) 

主要構成鉱物は緑れん石，緑泥石，アクチノ閃石，アルハ

イトであり，少箪のスフェン，不透明鉱物を伴う ．針状の

アクチノ閃石は淡青緑ー無色の多色性を示す．アクチノ閃

石と緑泥石の形態定向配列が顕著に発達し，片理を形成し

ている．緑れん石は黄褐色を呈し，微細な結晶の集合体か
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第3.4図 変成角閃岩及び変成斑れい岩の簿片写真

(a)変成角閃岩（アルバイト緑れん石含有変成角閃岩）．hb:ホルンプレンド， ab アルバイト， ep:緑れん石．（吉

f半且1:lr糸勺500111)

(b)変成斑れい岩（ローソン石アルカリ輝石アルカリ角閃石含有変成斑れい岩）．hb:ホルンブレンド， Naam：ア

ルカリ角閃石，NaPx:アルカリ輝石， lw:ローソン石，sph:スフェン．（新城市八名井）

第3.5［図 変成玄武岩溶岩及び苦鉄質片岩の露頭写真

(a)変成玄武岩溶岩．（吉祥山南南東約 2.4km)

(b)苦似質片岩．（吉祥山南南東約 2.5 km) 

らなる．

3. 3 舟着ユニッ ト

J『1着ユニットは本図幅地域南東部の新城市庭野南東の

八名弓張山地，庭野北の豊川左岸，八名井，照山南方か

ら南隣の「豊橋J図幅内の豊橋市石巻西川町にかけての

丘陵に小規模に分布する．このうち，庭野南東の八名弓

張山地では南北幅約 1kmである．これらの変成岩類の

片理は東西走向で北傾斜を示し，南から北へ苦鉄質片岩，

泥質片岩，珪質片岩，苦鉄質片岩，珪質片岩，泥質片岩，

苦鉄質片岩の順に見かけの暦）字の下位から上位に向かい

配列している．庭野南東に露出 している変成岩類の見か

けの層厚は約700mであり ，個々の岩相の層厚は数百 m

以下である．庭野北の豊川左岸には本ユニットの剪断さ

れた泥質片岩が露出する．対岸の豊川右岸にはカタク

ラサイト化した神原 トーナル岩が露出しており ，両者の

間の豊川の位置に中央構造線が存在することが確実であ

る．八名井には泥質片岩と苦鉄質片岩分布する．南限は

東西走向の高角断層で御荷鉾ユニットの変成角閃岩及び

変成かんらん岩と接する．照山南方では，南隣の「豊橋」

図福北東部の豊橋市石巻西川町の小高い丘を構成する泥

質片岩の北端が分布し，泥質片岩の見かけ下位には苦鉄

質片岩が挟まる．
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第3.6図 変成玄武岩溶岩及び苦鉄質片岩の簿片写真

(a)変成玄武岩溶岩（緑泥石アルカリ輝石含有変成玄武岩溶岩）．r-cpx:残留単斜輝石，hb:残留ホルンブレンド，

NaPx:アルカリ輝石， Naam'アルカリ角閃石．（吉祥山南南東約2.4畑）

(b)苦鉄質片岩（アルハイト緑泥石緑れん石アクチノ閃石片岩）．act:アクチノ閃石， ep'緑れん石．（吉祥山南南

東約2.4k.111)

3. 3. 1 苦鉄質片岩 (Fm)

新城市庭野南東に分布する苦鉄質片岩は淡緑色ないし

濃青緑色を呈しアクチノ閃石及び緑泥石の形態定向配列

による片理が発達する（第3.7図（a)). 八名井付近に

分布する苦鉄質片岩には一部に片理の弱い塊状の暗緑色

苦鉄質変成岩の小規模なレンズが挟まる．照山南方に分

布する苦鉄質片岩は落差5111の滝（郷道川の滝）をなし

ている．

本ユニットの苦鉄質片岩には変成鉱物としてアクチノ

閃石，緑れん石，緑泥石が生じている．東隣の「三河大

野」図幅地域内の本図幅地域から連続する苦鉄質片岩か

らはアルカリ輝石の出現が確認できた

岩石記載

緑泥石アクチノ閃石片岩（第3.8図（a),新城市庭野南

東約 1km) 

大砿のアクチノ閃石から構成される この他に緑泥石と少

品のスフェン，不透明鉱物を含む，アクチノ閃石は無色―

淡青緑の多色性を示す針状結晶である．アクチノ閃石と緑

泥石の形態定向配列が顕著に発達し，これらが片理を形成

する．通常，苦鉄質片岩に含まれる緑れん石とアルバイト

はこの試料では確認できなかった．

アルカリ輝石含有アルバイト緑れん石緑泥石アクチノ閃

石片岩（第3.8図 (b)，新城市庭野南東約 1km，東隣「三

河大野」内）

主要構成鉱物は残留単斜輝石，緑泥石，緑れん石，アクチ

ノ閃石，アルバイトであり，少贔の石英，アルカリ輝石，

スフェン，不透明鉱物を伴う ．残留単斜輝石は径数百 μm

の自形ないし半自形結晶で，その周叩に緑色ー淡黄色の多

色性を示すアルカリ輝石が生じている．アクチノ閃石は無

色ー淡青緑の多色性を示す針状結晶であり ，緑泥石ととも

に形態定向配列をなし，これが片理を形成している

3. 3. 2 珪質片岩 (Fs)

本ユニットの珪質片岩は，庭野南東に分布する．白色

ー灰白色を呈し，片理が発達する（第3.7図 (b)）．珪質

片岩は細長く伸びた波動消光の著しい石英粒子から主に

構成される．少量のフェンジャイトと緑泥石が含まれ，

石英粒子とともに形態定向配列をなし片理を形成してい

る．

3. 3. 3 泥質片岩 (Fp)

本ユニットの泥質片岩は庭野南東，庭野北の豊川左岸，

八名井，照山南方に分布する．庭野南東のものは苦鉄質

片岩及び珪質片岩を伴っている．豊川左岸の泥質片岩は

剪断されており，片理を切る剪断面や滑り面が発達する．

八名井では苦鉄質片岩の見かけ下位に泥質片岩が分布す

る．照山南方では前出の滝を作っている苦鉄質片岩の上

位に南隣「豊橋」図幅の丘陵へ連続する泥質片岩が分布

する．本ユニットの泥質片岩は銀灰色ー黒色を呈し，片

理が発達する（第3.7固（c)). また，片理にほぼ平行

な厚さ数 111111から数 Cl11の石英脈も発達し，その発達の

程度は露頭ごとに異なる．微細な石英脈が発達する珪質

な部分と，これがあまり発達せずフェンジャイトを多是

に含む部分がある．

岩石記載

アルバイト石英緑泥石フェンジャイト片岩（第3.8固

(c)，新城市庭野南東約1k111) 
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第3.7図 苦鉄質片岩，珪質片岩及び泥質）-i~':(}） ii.額l『『真

(a)苦鉄質片岩．（新城市庭野南東約 lkm) 

(b)珪質片岩．（新城市庭野南東約800111)

(c)泥質片岩．（新城市八名井）

i要 1•1柑成鉱物は石英アルバイト，緑泥石，フェンジャイ

トであり，少輩のスフェン，アパタイト，不透明鉱物を伴

う．アルバイトと石英からなる薄尼と緑泥石とフェンシャ

イトからなる薄層が数 111111間隊で繰り返す縞状構造が認め

られる．緑泥石とフェンジャイトは形態定向配列しており，

片理の発達が顕著である．

3. 4 地質構造と変成作用

本図幅地域南東部の庭野北の豊川左岸に三波川変成コ

ンプレックス舟着ユニットの泥質片岩，豊）1|右岸に領家

深成岩神原トーナル岩が分布することより，現在の豊川

の位置に中央構造線が存在することが確実である．東隣

「三河大野」図幅地域内に露出する領家深成岩と三波川

変成コンプレックスの間の中央構造線の走向 ・傾斜（家

16 

田 ・松岡， 1996)より，本図幅地域内の中央構造線も北

傾斜であるとして地質断面図に示した本図幅地域内の

二波川変成コンプレックス御荷鉾ユニットは東北東ない

し東西走向の高角断層により八名井付近に分布する舟着

ユニットの南側に接するが，より南側の照山南方では再

び舟着ユニッ トの泥質片岩が分布する．照山の御荷鉾ユ

ニット変成角閃岩と舟着ユニット泥質片岩の境界は第四

系に被覆され不明である．南隣の「豊橋J図幅内では北

北西走向の高角断層が三波川変成コンプレックスの各ユ

ニッ ト及び秩父帯ジュラ紀付加コンプレックスの東北東

走向の帯状配列を規制している東北東走向の高角断層を

切っている．「豊橋」図幅内のそのような北北西走向の

高角断層は本図幅地域内にも連続するはずであるが，第

四系に慶われて不明である．

本図幅地域内の御荷鉾ユニットの変成岩類は一部を除



第3.8図 苦鉄質片岩及び泥質片岩の薄片写真

(a)苦鉄質片岩（緑泥石アクチノ閃石片岩）．act:アクチノ閃石， chi:緑泥石（新城市庭野南東約1km)

(b)アルカリ輝石を含む苦鉄質片岩（アルカリ輝石含有アルバイト緑れん石緑泥石アクチノ閃石片岩）．r-cpx:残

留単斜輝石， NaPx:アルカリ輝石， ep:緑れん石， chi:緑泥石．（新城市庭野南東約1km,東隣「三河大野」肉）

(cl泥質片岩（アルバイト石英緑泥石フェンジャイト片岩）．（新城市庭野南東約 1km) 

いて片理の発達が弱く，ユニット内部の地質構造の把握

が困難である．照山南方の舟着ユニットの変成岩類の

片理は30゚以下で緩く傾斜している．八名井の変成岩類

の片理は東西走向で北へ30~ 60゚傾斜するものが多い．
庭野南東の変成岩類の片理は西北西ないし東西走向で南

部で20~ 30゚北傾斜と緩く，北へ向かい傾斜が急にな
り北部ではほぼ垂直である．庭野北の豊川左岸の泥質片

岩の片理は N60°Eで52°Nである

本図幅地域の三波）1!変成コンプレックスの両ユニット

は低温高圧型の変成作用を受けている御荷鉾ユニット

の苦鉄質片岩，変成玄武岩溶岩及び変成ドレライトには

パンペリー石＋アクチノ閃石＋緑れん石＋緑泥石の鉱物

組合せが認められ，これらの変成岩類がパンペリー石ア

クチノ閃石亜相の変成作用を被っていることを示してい

る変成苦鉄質岩に見られる鉱物組合せをさらに詳細に

みると，緑れん石＋アルカリ角閃石＋アクチノ閃石＋緑

泥石，パンペリー石＋アルカリ輝石＋緑泥石の組み合わ

せが出現する．これらの鉱物組合せの出現はパンペリー

石アクチノ閃石亜相の高圧部での変成作用を示唆する．

一方，本図幅地域及び東隣「三河大野」図幅地域南東

端の舟着ユニットの苦鉄質片岩の一部にアルカリ輝石を

生じているが，パンペリー石＋アクチノ閃石＋緑れん石

＋緑泥石のような変成相を特定する鉱物組合せを見出す

ことができなかった東隣「三河大野」図幅地域内の舟

着ユニット相当の苦鉄質変成岩には変成鉱物として，緑

泥石，パンペリー石，緑れん石，アクチノ閃石，アルカ

リ角閃石が生じている（関ほか，1959)．従って，舟着

ユニットの変成岩類も御荷鉾ユニットの変成岩類と同様

に，パンペリー石アクチノ閃石亜相の高圧部での変成作

用を被っている可能性が大きい．本図幅地域の三波川変

成コンプレックスの温度圧力条件の推定は行われていな

いが，本図幅地域の舟着ユニットの泥質片岩の鉱物組合

せは四国三波川変成コンプレックスの緑泥石帯に対比で

き，緑泥石帯の温度圧力条件は P= 5.5-6.5 kbar, T > 
360℃と推定されている (Enamiet al., 1994). 
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第 4章 領家変成コンプレックス及び領家深成岩による接触変成域

本報告では本図幅地域に分布する後期白亜紀の高温低

圧型変成作用により生じた変成岩類を領家変成コンプレ

ックスとして扱う ．また，領家深成岩の貫入による後期

白亜紀の接触変成域も本章で記述する．

4. 1 研究史及び概要

研究史 20万の 1地質図幅 「豊橋」を最初に作成した三

浦 (1889)では，本医幅地域の領家変成コンプレックス

の変成岩類は領家雲母片岩及び片麻岩と記されている．

その後，7万5千分の］地質図幅「豊橋」を作成した石

井 (1928) は変成岩類を雲母片岩と雲母片麻岩に区分し

た 20万分の 1地質図幅 「豊橋」第1版（地質調査所，

1956) では，領家変成岩頬（本報告の領家変成コ ンプレ

ックスに相当）を雲母片岩，雲母片麻岩，石英片岩に区

分している東三河地区地質図（建設省計圃局・愛矢l]県，

1963) では細粒及び叫立雲母片麻岩，珪岩及び珪質片麻

岩， 珪質片麻岩と雲母片麻岩の頻互層に区分されている

20万分の 1翌橋図輻第2版（山田ほか，1972) では，領

家変成岩類は）や［）ミホルンフェルス梢と斎闘状片麻岩帯に分
I l -1 • I tんぐ，．，さん

帯されている．桟見ほか (J982) は，幡豆ー本宮山地域

の地質図を作成 し ，［ nl地域の変成岩類が泥岩 • 砂岩 ・ 縞

状及び塊状チャー トを原岩とする片岩及び片麻岩からな

り，片麻岩の分化は同地域の南東部に限られることを示

し，葡郡ー本宮山地域では片麻岩類は見かけ上， 下部の

層準にあたる こと を明らかに した愛知県下で領家変成

コンプレックスが比較的広く分布する本宮山地域や段戸

山地域などにおける変成岩類の層序と構造について調べ

た狩野 (1978) は，調査地域の地層の層序を， 下部の石

英質砂岩を主とする本宮山層，中部の砂岩 ・泥岩を主と

しチャー トを伴う男川層，上部の石英ー長石質塊状砂岩

を主とする島田川層に区分した．全層厚は7,000111と見

槙もっている．本医幅地域にはこれらの地層のうち，下

部の本宮山層と中部の男川層が分布する．瀬尾 (1985)

も原岩岩相による地質図を作成し，本図幅地域の領家変

成コ ンプレックスを下位から上位へ，変成チャート を主

体とする千両層，塊状の変成砂岩を主体とする本宮山層，

変成チャート と変成泥岩からなる樫山層，変成チャート

を主体とする桜井寺層に区分した推定されている層厚

が，千両層が500111以上，本宮山層が2,000~ 3,000111, 
樫山層が3,000111前後，桜井寺層が2,000111以上である．

仲井ほか (1985)は本図幅地域西部から岡崎市にかけて

の2万5千分の 1地質図を作成し，最下位の塊状砂岩に

（宮崎一博）

はじまり ，その上位に泥岩を主体と した地層や泥岩 ・珪

質岩及び砂岩の繰り返しの地層が乗り ，最上位に比較的

厚い珪質岩が重なる岩相層序を明らかにした．全体の屠

厚は8,000111と推定されている．20万分の 1地質図幅「豊

橋及び伊良湖岬J（牧本ほか，2004) では，領家変成コ

ンプレックスを原岩である美濃帯堆積岩コ ンプレックス

の砂岩 ・泥岩 ・メランジ及びチャートに区分し，これに

変成作用により生じた珪線石帯（縞状片麻岩帯）， 菫青

石帯（雲付片岩帯）及び黒雲母帯（粘板岩・雲母片岩帯）

を重ね書きして表現している変成作用により生じた各

帯は後述する山田ほか (1974)の区分が踏襲されている．

中部地方領家変成コンプレックスの変成分帯は，中部

地方領家帯地質図（山田ほか，1974) により ，黒雲母帯・

莫青石帯 ・珪線石帯に分帯されている．本図幅地域の変

成岩類は菫青石帯と珪線石帯に分帯される．Asamiand 

Hoshino (J 980) 及び浅見ほか (1982) は変成泥岩の鉱

物組合せによ る変成分帯を行っており，紅柱石帯（本報

告の黒雲屑附に相当），珪線石帯（カリ長石珪線石帯低

温部に相当），」1哨屎ィiーカリ 長石帯（カリ長石珪線石帯

のほと んどとざくろ介菫胄石携に相当）の3帯を識別し

ている．ざくろィ"1-.'.［『よ1:J温戻叶を 使用した変成温度推

定では，紅柱石楷で約520℃，珪線石帯で560℃が見積

もられている．Asamiand Hoshino (1980)及び浅見ほか

(1982)は，領家深成岩）古II川の接触変成域としてカリ長

石紅柱石帯（カリ長石箪占石帯にほぼ相当）も設定して

いる．カリ長石紅柱石帯は本図幅地域の変成岩類の地質

構造及び広域変成作用で生 じた各鉱物帯の配列と大きく

斜交している

本図幅地域の領家変成コ ンプレックスからの放射年代

の報告はないが，北隣の「足助」及び東隣の「三阿大

野」図幅地域の領家変成コンプレックスから98-102Ma

のモナザイ トCHIME年代 (Suzukiel al., 1994 ;鈴木ほ

か，1994; Suzuki and Adachi, 1998) が，「足助」図幅

東隣の「田口」図幅地域から 70Maの黒雲母 K-Ar年代

と68Maの黒雲母ー全岩 Rb-Sr年代 (Uenoel al., 1969) 

及び69土 3Maと63士3Maの黒雲母K-Ar年代 (Banno

and Miller, 1965)が得られている．

本図隔地域の領家変成コ ンプレックスの変成岩類は片

理及び層理が北傾斜の比較的単純な地質構造を示し，変

成度も見かけの層序の下位に向かって単調に増加し， こ

れらの構造を切って貫入した領家深成岩の接触変成域も

発達することから，変形作用及び変成作用の素過程を研

究する場所としても迎している．Seoand Hara (1980)は，

ー」8-



変成泥岩中の粗粒な斑状変晶として産する黒雲母の成長

の時相解析を行い，初期の非変形条件下での黒雲母の成

長とその後の変形に伴う黒雲母の形館定向配列及び片理

の発達を識別した．Masudaet al. (1991) は本図福地域

を含む三河高原の領家変成コンプレックスの変成チャー

トを使い天然における石英の粒成長機構を解明した彼

らは界面エネルギーの減少を駆動力とする正常粒成長と

2次再結晶で生じたと考えられる組織が存在する ことを

指摘し，正常粒成長した石英の平均粒径と石英以外に含

まれる雲母類の拉径及び体柏比率との間に一定の関係が

あることを明らかにした 三宅ほか (l992) は変成泥岩

中の紅柱石斑状変晶の組織を検討し，組織の違いから広

域変成作用時に成長した紅柱石，接触変成作用時に成長

した紅柱石の識別に成功した同時に鉱物共生関係の変

化が検出されない接触変成域外の領域において，領家深

成岩の貫入に伴う熱的影孵を紅柱石斑状変晶の形態から

明らかにした．Miyake(1993)は非共役変形により回転

した黒雲母の構造解析を行い，歪みの分配により 形成さ

れるプレッシャーシャドーは斑状変晶の回転を抑制する

けれど，開口割れ目に誘発されるプレッシャーシャドー

は斑状変晶の回転を誘発する可能性を指摘した．0tanl

and Wallis (2006)は変成珪質岩の石英の LPO（格子定

向配列）を調べた新城トーナル岩へ向かって，石英の

粒径は単調に増加するが， LPOパターンに変化は見られ

ず，静的再結晶作用によって LPOパターンは変化しない

という重要な結論が導き出された．この結論は，高温の

変成岩に しPOが見られない場合，その主な変形機構は

拡散クリープかメルトの移動に伴う粒界滑りが主である

ことを示している．Adachiand Wallis (2007) は本宮山

地域の塑性変形は上盤佃1か西に動く変形で説明できるこ

とを明らかにした紅柱石の成長時期はこの変形の前と

後にあり，変形前の成長は広域変成作用に，変形後の成

長は新城 トーナル岩による接触変成作用に対応する．す

でに三宅ほか (1992) で指摘されているように新城トー

ナル岩の熱的影督は非常に広範囲に及んでいるが，彼ら

はそのような接触変成域が生じた原囚として85Maの

新城トーナル岩貰入時に領家変成コンプレックスが底地

濯勾配の条件下にあった可能性を指摘した

概要 本図幅地域の領家変成コンプレックスは変成泥

岩 ・変成砂岩 ・変成珪質岩からなる（第4.1図a)．地

質区lでは原岩の岩相を表し，泥賀変成岩の鉱物組合せ

により変成分帯した黒雲母帯，カリ長石珪線石帯，ざく

ろ石革青石帯及びカリ長石箪青石帯の各鉱物帯（第4.2 

区I) を記号で重ね暑きした領家変成コンプレックスの

変成岩類は原岩が同じであっても変成度が嵩くなるにつ

れその岩相は大き く変化する．岩相記載は次節以降にお

いて変成分帯の各鉱物帯ごとに記述した．なお，上記鉱

物帯のうちカリ長石菫冑石帯は領家深成岩の貫入による

接触変成域であり ，領家変成コンプレックスの変成岩

類より形成時期が若いが，変成岩としての記載の便宜

上，本章で記述した変成岩の記載に際し，本報告では

片岩，片麻岩，グラノ フェルスの名称を用いる．片岩，

片麻岩，グラノフェルスの定義は IUGS (International 

Union of Geological Sciences) の SCMR(Subcommission 

of the Systematics of Metamorphic Rocks)がとりまとめた

Metamorphic Rocks : A Classification and Glossary of Terms 

(Fetts and Desmons, 2007) に従 う．グラノフェルスは

片理の発達しない変成岩に使用するこの定義に従うと，

グラノフェルスは従来のホルンフェルスを含む．一方，

ホルンフェルスは接触変成作用で生じた変成岩に使用が

限定される したがって，片理の発達しない変成岩でか

つその成囚が明確でない場合はグラノフェルスと記載す

る方が適当である．

本図幅地域に分布する領家変成コンプレックスの変成

岩類の概要は以下の通りである．三河西部山地では変成

泥岩中に比較的連続性の良い変成珪質岩が挟まる．男川

以南の本宮山地及び観音山地ではあまり連続性の良くな

いレンズ状の変成珪質岩を挟む変成泥岩層が分布し，そ

の南に比較的厚い変成砂岩の層が挟まる．更に南方の本

宮山及び観音山地の南斜面では変成珪質岩が卓越する．

三河西部山地から本宮山地にかけての断面（第4.l図b)

では地層は北傾斜であり，上述の順に構造的上位から

下位の地層が露出している．本図福地域南西部の五井山

地でも北西から南東へ，変成珪質岩を挟む変成泥岩卓越

恩，比較的厚い変成砂岩層，変成珪質岩卓越層が分布し，

この順位に見かけ上位から下位の地層が露出している．

本図隔地域南西端から南隣の「豊橋」図堀北西端では変

成砂岩が卓越する層が分布し，片麻状構造を持った領家

深成岩の神原トーナル岩が変成岩類の片理にほぼ平行に

貫入している．神原トーナル岩が貰入する屈準が本図幅

地域の領家変成コンプレックスの見かけ最下部である．

本図幅内の複数の南北ルート（第4.3図a)で地質断

面図を作成し，断面図より片理及び層理に垂直な模式柱

状図を作成した模式柱状図から，本図幅地域の領家変

成コンプレックスは，見かけ下位から上位へ，片麻状卜

ーナル岩（神原トーナル岩）が片理にほぼ並行に貫入し

変成砂岩が卓越する下部，変成珪質岩卓越層とその見か

け上位に重なる厚い変成砂岩からなる中部，頻繁に変成

珪質岩を挟む変成泥岩恩からなる上部に区分できる（第

4. 3図 b)．下部の層厚は300m以上，中部は本図幅地域

西部で 1,100m,東部で3,500m と西から東へ厚くなる．

上部は西部で5,400m以上，東部で4,800m以上である．

本図幅地域中央部の三河西部山地から観音山地にかけて

鋸出する領家変成コンプレックスの見かけの全層厚は約

8,900mである．

本図11罰地域北東部の三河東部山地では，領家深成岩の

新城トーナル岩が変成岩類の片理に斜交して貫入する．

新城トーナル岩の北東側には，新城トーナル岩及び苦鉄
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第4.］図 「御油」及び「盟橋」図幅地域の領家変成コンプレックスの地質概略固と地質断面図

(a)地例概略図

(b)地質概略図に区l示した a-b-c-d線に沿った地質断而

本図幅地域の調査結果，20万分の］「豊橋及び伊良湖11川」（牧本ほか， 2004)及び5万分の 1「盟橋及び田原」（中島ほか，

2008)を基に作成

質岩の小規模な岩体が変成岩類に貫入している．三河西

部山地北部では武節花岡岩が変成岩類の片理と斜交して

貫入する．本図幅地域北辺部では武節花固岩体内部に取

り囲まれた変成砂岩を挟む変成泥岩が分布する．新城卜

ーナル岩と武節花岡岩は後述するように領家変成コンプ

レックスの変成岩類に接触変成作用を与えてる．

本図幅地域の領家変成コンプレックスは，変成泥岩の

鉱物組合せにより ，黒雲母帯，カリ 長石珪線石帯， ざく

ろ石菫青石帯及びカリ 長石菫青石帯に分帯できる（第4.

2図）．このう ち，カリ 長石菫青石帯は新期領家花岡岩

類の周囲を取り巻くように分布する領家深成岩の接触変

成域の一部である．黒雲母帯は黒雲母＋白雲母，カリ 長

石珪線石帯はカリ 長石＋珪線石，ざくろ石菫青石帯はざ

くろ石＋菫青石，カリ 長石菫青石帯はカリ長石 ＋菫青石

の鉱物共生で特徴づけられるカ リ長石箪青石帯を除き

変成度はこの順に高くなる変成分帯の結果を模式柱状

図（第4.3図b)で整理すると，変成度は見かけ上位か

ら下位へ裔くなることがわかる．黒雲母帯とカ リ長石珪

線石帯の境界は本因幅地域西部ではみかけの層序の上部

と下部の境界より上位に位置し，東部では上部と下部の

境界にほぼ一致する． 方 ，カリ 長石珪線石帯と ざくろ

石董青石帯の境界は西部東部を通じて，見かけの層序の

中部の変成珪質岩卓越隠と厚い変成砂岩層の境界付近に

位置する．カリ 長石珪線石帯に対応する層準の厚さは東
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変成分帯

領家変成作用

ロ 黒雲母帯

ロ カリ長石珪線石帯

ロ ざくろ石菫青石帯． Kfs-Grt-Crd-Bt 
~ Kfs-Crd-Sil-Bt 
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◎ Kfs-Bt-Ms 
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新規領家花岡岩類による
接触変成作用

ロ カリ長石菫青石帯

／・
アイソグラッド

A:andalusite rimmed by silhmとlllile

S:sillimanite included in cordierite 

St:staurolite included in andalusite 

第4.2図 「御油 」及び 「盟橋」図幅地域の領家変成コンプレックスの変成泥岩の鉱物組合せと変成分帯図

Bt:黒雲母， Ms:白雲母， And:紅柱石， Kfs:カリ長石，Sil:珪線石， Grt:ざくろ石， Crct:葉青石
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第4.3図 「御油」及び 「敗伯」図幅地域の領家変成コンプレッ クスの模式柱状図

(a)模式柱状図を作成したルート位置図．Iレートの番号は校式杜状図の番号に対応

(b) 1葵iし4i :1)ミ~凶 ．

西で，ほぼ一定している．本図幅地域中央部で見た場合，

各鉱物帯に属する地層の厚さは，黒雲母帯が5,000m以

上，カリ長石珪線石帯が 1,800111, ざくろ石菫青石帯が

1,700m以上である．

4. 2
 
黒雲母帯 (Bt)

白雲母＋黒雲母の組合せが認められる変成泥岩の分布

域を黒雲母帯とした．本図福地域の黒雲母帯は三河西部

山地に広く分布する．北緑に武節花岡岩が貫入しており，

黒雲母帯の本来の分布幅は不明である．本図幅地域西部
よもぎゅう かな -i.—ぷみ

の岡崎市蓬生町から上衣文町南方では南北幅約6km,東
きく「し た’し、よ

部の岡崎市木下町から大代町では南北約4.5kmの幅で

分布している．

黒雲母帯の変成岩類は，本図幅地域に分布する領家変

成コンプレックスの見かけの層序の上部にほぼ相当し，

主に変成珪質岩を挟む変成泥岩からなる．見かけ上位の

地層が分布する北部の岡崎市蓬生町から木下町付近では

比較的連続性の良い厚い変成珪質岩が挟まる．黒雲母帯

南部の岡崎市上衣文町から大代町にかけては，側方への

連続性があまり良くないレンズ状の変成珪質岩が変成泥

岩に挟まる．量的には少ないが，岡崎市細光町及びその

南方では小規模なレンズ状の変成砂岩が変成泥岩に挟ま

る．黒雲母帯の北限は武節花間岩の接触変成域であるカ

リ長石華青石帯と接し，南限はカリ長石珪線石帯と接す

る．本帯の東側には新城トーナル岩の接触変成域のカリ

長石菫青石帯が接する．

4. 2. 1 変成珪質岩 (Re+Bt) 

黒雲母帯の北部に連続性の良い厚い変成珪質岩が分布

する．本図幅地域西部で厚く岡崎市蓬生町付近では，約

1,400mに達するただし，蓬生町付近では厚い変成珪

質岩は厚さ 150111以下の変成泥岩の層状ないしレンズ状

岩体を複数挟む（第4.3図 (b)）．この厚い変成珪質岩

は厚さ数百 mの変成泥岩のレンズ状岩体を挟みなが ら

東部の岡崎市木下町付近まで連続する．西部の岡崎町
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（第 4.3図の続き）

下衣文から石原にかけての男川北側にも層厚数百 mの

比較的連続性の良い変成珪質岩の層状岩体が複数分布す

る．男川以南にも層厚数百 m以下の変成珪質岩のレン

ズ状岩体が分布するが，男川以北のものに比べ側方への

連続性が悪い．このほかに地質図で変成泥質岩に塗色し

た場所でも，厚さ数十 m以下の薄い変成珪質岩を挟む
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ら° 13 ノ 片理の走向傾斜 701~ 断層の走向傾斜
第4.4図 領家変成コンプレックス黒雲母帯の変成珪質岩及び変成泥岩のルートマップ （岡崎市明見町田代の北

約2kmを中心とした287m X 208 mの範囲）

（第,,.4図；第4.5区I).

黒雲母帯の変成珪質岩は灰白色―暗灰色の珪質グラノ

フェルスである．これに数 mmから数 cm間隔で黒色の

変成粘土岩蒲層が律動的に繰り返し（第4.6図a)，原

岩と考えられる層状チャートの構造を明瞭に残してい

る変成珪質岩と他の岩石の接触関係は以下の通りであ

る変成珪質岩と変成泥岩の間に珪質な変成泥岩を挟む

場合，これら岩相境界は変成泥岩に発達する片理及び変

成珪質岩の層状構造と平行である（第4.6図b)．見か

け下位から変成珪質岩，塊状変成砂岩，変成泥岩，変成

砂岩，変成泥岩，変成珪質岩が重なる露頭（第4.6図c)

では，塊状変成砂岩と見かけ最下部の変成珪質岩の岩相

境界は緩やかに湾曲する曲面で，変成珪質岩の層状構造

と明瞭に斜交する．一方，塊状変成砂岩とその上位の変

成泥岩との岩相境界はほぼ直線的で変成泥岩の片理にも

ほぼ平行である．一連の露頭の見かけ最上部の変成珪質

岩とその下部の変成泥岩の境界は変成泥岩の片理とほぼ

並行であるが，変成珪質岩の層状構造とは斜交する．こ

のように変成泥岩中に発達する片理と変成珪質岩の岩相

境界は平行であるが，変成珪質岩の層状構造と岩相境界

が斜交する露頭は比較多く認められる（第4.6図d)．た

だし，変成珪質岩の層状構造と岩相境界の斜交角度は多

くの場合30度以下である．

本帯の珪質グラノフェルスはほぼ石英からなる石英グ

ラノフェルスである．石英は等粒状であるが，ごく微量

の黒雲母，白雲母，ざくろ石，不透明鉱が含まれる層で

は，これを全く含まない層に比べ粒度が細かくなる傾向

がある（第4.11図a).
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第4.5図 領家変成コンプレックス黒雲母帯の変成珪質岩，変

成泥岩及び変成砂岩の柱状図（岡崎市明見町田代の

北約2km)

岩石記載

柱状図を作成したルートは第4.4図中に点線で示し

た．

ざくろ石白雲母．黒雲母含有石英グラノフェルス（第

4. 11図a, 岡崎市桜井寺町）

主要構成鉱物は石英であり，少塾の斜長石，黒雲母，白雲

母，ざくろ石，アパタイト，不透明鉱物を伴う ．石英は綽

粒状であり， 3つの結晶の粒界が 120゚で交わる．石英の平

均粒径は300~ 400,unであるが，黒雲母の微細な結晶が
比較的多く存在する層では平均粒径は100μm程度に減じ

る．径100fll11の自形性の強いざくろ石と黒雲母が濃集し

た幅数百 μmのフィルムがまれにはさまる．

4. 2. 2 変成泥岩 （恥n+ Bt) 

本帯の変成泥岩はさまざまな厚さの変成珪質岩及び変

成砂岩の層状あるいはレンズ状岩体を挟む．このうち比

較的大きな変成珪質岩及び変成砂岩の岩体のみを地質図

には表した地質図で変成泥岩に塗色した場所でも，男

川以北に見られるように厚さ数十 m以下の変成珪質岩

や変成砂岩が変成泥岩に挟まる（第4.4図，第4.5図）．

男）ii以南でも同様に厚さ数十 m以下の変成珪質岩や変

成砂岩が挟まるが，男川以北のものに比べ側方への連続

性が悪く （第4.7図）， 露頭スケールでレンズ状の形態を

なしている（第4.8図，第4.9図 b,C)．男川以南の岡

崎市下河原付近では厚い変成泥岩層に層厚1111以下の変

成珪質岩薄層が挟まる場合がある（第4.9図a)，両者

の岩相境界は変成泥岩の片理に完全に平行ではなくわず

かに斜交する．また，この付近では層厚lm以下の変成

砂岩の薄層ないしレンズが挟まる場合がある（第4.9図

b〗変成泥岩には更に長軸数 cm の小さな変成砂岩レン

ズを多量に包有するものがある（第4,9図c)．変成砂岩

レンズは長軸 ／短軸の比が大きなものが多いが，基質の

変成泥岩の片理の発達が他の変成泥岩に比べ特に強いわ

けではないこの変成砂岩レンズを多量に含む変成泥岩

は層状の変成珪質岩と接しているが両者の岩相境界は変

成泥質岩の片理と平行である．

本帯の変成泥岩は片理の発達する泥質片岩であり，変

成珪質岩と接する灰白色珪質なものから，黒色で雲母類

を多く含む粘土質のもの，薄い砂質の薄層を挟むシルト

質のものまでさまざまである．変成泥岩の大部分は薄い

砂質な葉理が認められる（第4.9図d)．変成泥岩の片

理はこの葉理とほぼ並行である．量的には少ないが砂質

な葉理がほとんど発達せず，片理の発達が著しい変成

泥岩も存在する（第4.9図e)．黒雲母帯の変成泥岩は径

1mmほどの黒雲母点紋が認められる．後述のカリ長石

珪線石帯との境界付近では，長径数 cmに達する紅柱石

斑状変晶が発達する（第4.9図f)．紅柱石を含む変成

泥岩は細かい砂質の葉理が発達する．紅柱石はこの葉理

と平行な特定の層準に密集して生じている．この変成泥

岩の片理は葉理に平行であり，紅柱石の長軸は片理に平

行であるただし，片理あるいは葉理と平行な同一面内

で紅柱石斑状変晶の長軸が特定の方位へ強く集中する傾

向は認められない

本帯の変成泥岩は斜長石石英白雲母黒雲母片岩であ

る．ただし，主要構成鉱物の相対的量比は試料により異

なる場合がある．黒雲母は片理を構成する以外に，径

1mm程の点紋をなす．少菫のざくろ石を含みざくろ石

含有斜長石石英白雲母黒雲母片岩となっている部分もあ

る．後述するカリ長石珪線石帯との境界付近や，領家深

成岩の貰入より生じた接触変成域であるカリ長石董青石

帯との境界付近では径数 cmの紅柱石斑状変晶を含み，

紅柱石含有斜長石石英白雲母黒雲母片岩となっている．

岩石記載

斜長石石英白雲母黒雲母片岩（第4.11図b,岡崎市明

見町）

主要構成鉱物は石英，斜長石，黒雲母，白雲母で，少量の

不透明鉱物，アパタイト，電気石，ジルコンを伴う．黒雲

母と白雲母の形態定向配列による片理が発達する．黒雲母

は片理を構成するもの以外に，多数の粒子が集合して点紋

をなすものがある

紅柱石斜長石石英白雲母黒雲母片岩（第4.11図c, 岡
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第4.6図 領家変成コンプレックス黒雲母帯の変成珪質岩の露頭写真

(a) 変成珪質岩．ごく薄い変成粘土岩を挟み，層状構造が明瞭．レンズキャップの径は約3.5cm.（岡崎市明見町田

代の北約2lu11の林道沿い）

(b)変成珪質岩と変成泥岩の岩相境界．変成珪質岩との境界付近の変成泥岩は石英を多く含み珪質．ch:変成珪質岩，

md:変成泥岩．スケールの長さはlm （岡崎市片寄町付近）

(cl変成珪質岩と変成砂岩及び変成泥岩の岩相境界．ch:変成珪質岩， ss：変成砂岩，rnd:変成泥岩．（岡崎市片寄町

の男川沿い）

(d)変成珪質岩と変成泥岩の岩相境界．変成珪質岩と変成泥岩の境界は，変成泥岩の片理と平行で，変成珪質岩の

層状構造とは斜交する．ch:変成珪質岩，md：変成泥岩．（岡崎市明見町田代の北約2kmの林道沿い）

崎市中金町の乙女川沿い）

主要構成鉱物は石英，斜長石，黒雲母，白雲母，紅柱石で，

少羅の竃気石，ジルコン，不透明鉱物を伴う ．黒雲母及び

白雲母の形態定向配列による片理が発達する．紅柱石は径

数 111111の斑状変晶をなす．紅柱石斑状変晶は石英，黒雲母，

不透明鉱物を包有しており，これら包有物はしばしば明瞭

な形態定向配列をなす．

4. 2. 3 変成砂岩 (Rs+Bt) 

本帯の変成砂岩は変成泥岩中に層状及びレンズ状に挟

まる（第4.4図 ；第4.5図 ；第4.7図 ；第4.8図 ；第4.

9図 b,C)．変成泥岩の片理と変成砂岩の岩相境界は平行

な場合が多いが，変成砂岩レンズの境界は基質の変成泥

岩の片理と斜交する場合がある．斜交する場合は岩相境

界を片理が切っている．地質図で変成泥岩と塗色した場

所以外にも変成泥岩卓越屠中に厚さ数 mの変成泥岩層

が時折挟まる（第4.10図）．

本帯の変成砂岩は灰色から暗灰色を呈す片理の発達の

弱い砂質グラノフェルスである変成泥岩の薄層を挟む

場合は片理が発達し，砂質片岩となっている．
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□変成砂岩 □ 変成泥岩 □ 変成珪質岩
一 断層

断層の走向傾斜

ク弓っ
名乙 転石 :y 薄く挟在する地層
牡一89 片理の走向傾斜 43 —83 

第4.7図 領家変成コンプレックス黒雲母帯南部の変成珪質岩，変成泥岩及び変成砂岩のIレートマップ（岡

崎市中金町南部の乙女川下流域）

本帯の砂質グラノフェルスは，カリ長石，斜長石，黒

雲母を含む黒雲母カリ長石石英斜長石グラノフェスであ

る．泥質な薄層を挟み片理が発達して黒雲母カリ長石石

英斜長石片岩になっている部分もある試料により ，少

砧の白雲母を含む場合がある．

4. 3 カリ長石珪線石帯 (KS)

カリ長石＋珪線石の組合せが認められる変成泥岩の分

布領域をカリ長石珪線石帯とした．本帯の南北分布幅は

東部の岡崎市大代付近で約5km,西部の鉢地町付近で約

4kmである．

カリ長石珪線石帯の変成岩類は本図幅地域に分布する

領家変成コンプレックスの見かけの層序中部の砂岩卓越
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る珪質片麻岩では数 mmから数 cm間隔で形態定向配

列した黒雲母濃集層が繰り返す縞状構造が発達する．

m
 001 

ー

断層

断層

変成泥岩（変成珪質岩及び変成砂岩の

レンズを含む）

断層
成泥岩（変成砂岩のレンズを含む）

成砂岩

紅柱石斑状変晶変成泥岩

成泥岩（珪質泥岩起源）

第11.8図 領家変成コンプレックス黒雲母帯南部の変成珪質

岩，変成泥岩及び変成砂岩の柱状図（岡崎市中金町

南部の乙女川下流域）

柱状図を作成したルートは第4.8図に点線で図示し

た．

州にほぼ相当する．ただし，本帯と黒雲母常のJj紅界は本

図I|l闊地域西部へ向け見かけの）阿）ヤの上位へ移動し，岡崎

|li鉢地町周辺では見かけの）Fi ） i•；ヒ部の変成泥岩 l悼越）,;,•;中

にある 中部の変成砂岩卓越）戸iは四部から東部へ向かい

その）＇｝さを減ずるが ， カリ艮石珪線ィj帯に対応する）,,'•' i 準

の加さはほとんど変化しないカリ長石珪線石帯と後述

するざくろ石箪青イバ作の樟界の位置は見かけの層）乍中部

の砂店卓越層から故白 m下位の変成珪質岩卓越層中に

ある．本図幡地域東部でカリ長石珪線石帯の南北分布幅

が広くなるのは，その付近で地層の傾斜がゆるく なるこ

とと対応している．

4. 3. 1 変成珪質岩 (Re+KS) 

本図幅地域西部の鉢地川南方及び京ヶ峰付近に分布す

る灼さ 50Ill以下の小規模なレンズ状岩体及び西部の五

)1:1い地から東部の本宮山南斜面まで連続する変成珪質岩

ふ越恩の見かけ最上部がカリ 長石珪線石帯の変成珪質岩

になる．それぞれ本図幅地域の領家変成コンプレック ス

の見かけの層序中部の砂岩卓越層の上位と下位の層準に

相当する．

本帯の変成珪質岩のうち厚い変成砂岩層の上位に分布

するものは灰白色—暗灰色の珪質グラノフェルスである ．

変成珪質岩には数 mmから数 cm間隔で黒色の変成粘土

岩邸層が律動的に挟まり，見かけは黒雲母帯の変成珪質

岩とほぼ同 じである．一方，厚い変成砂岩層の見かけ下

位の変成珪質岩卓越層は粒度がより祖くなり ，肉眼で黒

雲母の形態定向配列が認めらる灰白色の珪質片麻岩とな

4. 3. 2 変成泥岩 (Rm+KS) 

カリ長石珪線石帯の変成泥岩は本図幅地域西部の鉢地

川から京ヶ峰を経て岡崎市下河原東方へ連続する厚い変

成砂岩卓越層の見かけ上位の層準に相当するものと，豊

川市と岡崎市の境界に位置する観音山周辺及び新城市本

宮山周辺に分布する厚い変成砂岩卓越層に挟ま る厚さ

100m以下のレンズ状の岩体，本図福地域西部の五井山

地周辺から東部の本宮山南斜面にかけ分布する変成珪質

岩卓越層の上部に相当する屈準に厚さ 100m以下のレン

ズ状の岩体として分布する

本帯の変成泥岩のうち厚い変成砂岩卓越層の見かけ上

位に分布するものは銀灰色―暗灰色の泥質片岩であり，

見かけは黒雲母帯の変成泥岩とほぼ同じである変成泥

岩中にレンズ状の変成砂岩を挟む（第4.12図 a)など，

本帯低温部の変成泥岩は原岩の構造をよく残している．

厚い変成砂岩卓越層に挟まるものは，全体に粒度が粗く

なり片理の発達が黒雲母帯のもに比べ弱い暗灰色の泥質

片麻岩となる．変成珪質岩卓越層中に挟まる変成泥岩も

暗灰色の泥質片麻岩であるが，後述するざくろ石菫青石

帯の泥質片麻岩と同様，花岡岩質の蒟層やポッドを挟み

全体としてミグマタイト質になるまた，長径1cmに

達する珪線石の政1状羹＇） 1＼を含むようになる（第4.12図

b). 

本楷の変）如叡：•はJ|：線ィ i カリ艮石斜長石石英黒雲母片

麻岩である．ただし， i．’以i・怜成鉱物の相対的量比は試料

により異なる．ざくろィ）を含みざくろ石含有珪線石カリ

長石斜長石石英黒雲I:J)-i麻］となっている部分もある．

黒雲母帯との境界に近いJ品所の似成泥岩では珪線石に取

り囲まれた紅柱石を含む場合がある．岡崎市京ヶ峰付近

の変成泥岩は紅柱石に包有された十字石を含み，紅柱石

はさらに珪線石に取り囲まれている．いずれの変成泥岩

も程度の差はあるが白雲母を含む．白雲母は珪線石の周

囲に生じている．

岩石記載

十字石ざくろ石珪線石含有紅柱石斜長石石英白雲母黒雲

母片岩（第4.14図a, 京ヶ峰の北北東約 1km) 

主要構成鉱物は石英，斜長右，黒雲母，紅柱石，白雲母：で，

少最の十字石，ざくろ石，珪線石，緑泥石，電気石，アパ

タイ ト，ジルコン，不透明鉱物を伴う．黒雲母と白雲母の

形態定向配列による片理が発逹する．紅柱石は径数 111111の

斑状変晶をなし，内部に無色―淡黄金色の多色性を示す＋

字石を包有する．紅柱石の周囲には針状の珪線石（フィプ

ロライト）が生じている．ざくろ石は径200~ 300,1111の
丸みを帯びた結晶としてごく少招含まれる．紅柱石，珪線

石の周囲には微細な白雲母が多鈷に生じている．黒雲母の
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第4.9図 領家変成コンプレックス黒雲母梢の変成泥岩の露頭写真

(a)変成泥岩中に層状に挟まる変成珪質岩．ch：変成珪質岩， 111d:変成泥岩．スケールの長さはl111. （岡崎市中金町南部の

林道沿しヽ ）

(b)変成泥岩中にレンズ状及び居状に挟まる変成砂岩．111d:変成泥岩， ss:変成砂岩．スケールの長さは 1111. （岡崎市中金

町南部の林道沿い）

(c)変成泥岩中の変成砂岩レンズと恩状に挟まる変成珪質岩．ch:変成珪質岩，111d:変成泥岩， ss:変成砂岩．（岡崎市中

金町南部の林道沿い）

(ct)細かな砂質の菜理が発逹する変成泥岩．（岡崎市中金町南部の林道沿い）

(e)片理が発達する変成泥岩．（岡崎市片寄町付近）

(f)紅柱石の斑状変晶を含む変成泥岩．and:紅柱石．（岡崎市中金町南部の乙女川沿い）
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第4.10図 領家変成コンプレックス黒雲程JAi'，•の変成砂岩の露頭写真（岡崎市中金町南部の林道・沿い）

rnd:変成泥岩， ss:変成砂店

，ふ←、9

第4.ll図 領家変成コンプレックス黒雲母帯の変成珪質岩及
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び変成泥岩の薄片写真

(a)変成珪質岩（ざくろ石白雲母黒雲母含有石英

グラノフェルス） ．（岡崎市桜井寺町）

(b)変成泥岩（斜長石石英白雲母黒雲母片岩）

B1: 黒雲母（岡崎市明見Ill•「)

(c)変成泥岩（紅柱石斜長石石英白雲母：黒雲母片

岩） ．bt:黒雲母， and:紅柱石．（岡崎市中金

町の乙女川沿い）



第4.12図 領家変成コンプレックスカリ長石珪線石帯及びカリ長石珪線石帯とざくろ石菫青石帯の境界付近の変成泥岩の露頭写真

(a)カリ長石珪線石帯の変成泥岩中の変成砂岩レンズ．111d:変成泥岩， ss:変成砂岩．（岡崎市下河原西南西約 lkm) 

(b)カリ長石珪線石帯とざくろ石箪青石帯の境界付近の変成泥岩中の珪線石斑状変晶．sil:珪線石．（宝飯郡音羽町長沢

南方）

第4.13図 領家変成コンプレックスカリ長石珪線石常の変成砂岩の露頭写真

(a)変成砂岩．（本宮山西南西約2kmの林道沿い）

(b)塊状粗粒な変成砂岩．（本宮山西南西約2kmの林道沿い）

一部は緑泥石に置換される

珪線石カリ長石斜長石石英黒雲母片岩（第4.14図 b,

柚峠の北西約 lkm) 

主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，珪線石で，

少量の白雲母，不透明鉱物 ・アパタイト ・電気石 ・ジルコ

ンを伴う ．珪線石及び黒雲母の形態定向配列による片理が

発達する．一部に珪線石を包有して白雲母が生じている

ざくろ石珪線石斜長石カリ長石黒雲母石英片麻岩（第

4. 14図 c，柚峠の南西約250m)

主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，珪線石，

ざくろ石で，少昆の白雲母，不透明鉱物，電気石，ジルコ

ンを伴う ．珪線石及び黒雲母の形態定向配列による片理が

発達する．珪線石の一部は白雲母に包有される．ざくろ石

は径200~ 300runの丸みを帯びた結晶である

4. 3. 3 変成砂岩 (Rs+KS) 

カリ長石珪線石帯の大部分は厚い砂岩卓越層から構成

される．この厚い砂岩卓越層は本図幅地域西部の五井山

地から東部の本宮山周辺かけて分布するその層厚は東

部で約 1,800m,西へ向かい厚さを減じ五井山地周辺で

約600Illとなる．

本帯の変成砂岩は塊状で灰色から暗灰色を呈す砂質グ

ラノフェルス（第4.13図）あるいは黒雲母の量比の違

いによる弱い縞状構造と片理が発達する砂質片麻岩とな

っている．

本帯の変成砂岩は記載岩石学的には黒雲母カリ長石石
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第4.14図 領家変成コンプレックスカリ L文イ＿i珪線石術の変成泥店及び変成砂府の蒟片写真

(a)変成i)蒻岩（十字石ざくろィi珪線石含有紅柱石斜奴イiイ,火|‘1本/:J、1集は1そJ)|店).st:I・字ィi,and:紅柱石，bt：黒雲母ー（京ヶ

蜂の北北東約lkm) 

(b)変成泥岩（珪線石カリ L←小斜長石石英黒雲母片岩） •bt : ！，悲山 /:J:, sil: I士線ィ1. （4叫lドの北西約1km) 

(c)変成泥岩（ざくろ石J士線ィi斜長石カリ長石黒雲母石英片麻A':-).grt:ざくろィ,,sil: fl：線イi, bt:黒雲母ー（柚峠の南西

約250111) 

(d)変成砂岩（黒雲母カリ長右石英斜長石グラノフェルス）・bt:黒雲母．（本宮山西I斗i西約 1.5km) 

火斜長石グラノフェルスあるいは黒雲母カリ長石石英斜

長小片麻岩である．

岩石記載

患，雲母カリ長石石英斜長石グラノフェルス（第4.14図b,

木宮山西南西約1.5km) 

主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ長石，黒雲母で，少巌

の不透明鉱物，アパタイト，ジルコンを伴う．顕著な片理

の発達は認められない石英，斜長石，カリ長石は径0.5

~ 1.0111111の他形である．

4. 4 ざくろ石華青石帯 (GC)

ざくろ石＋輩青石の組合せが認められる変成泥岩の分

布領域をざくろ石輩青石帯としたざくろ石蔀青石帯は

西部の五井山地から東部の本宮山南斜面にかけて分布す

る．南縁は豊橋平野の第四系に籾われる．

ざくろ石董青石帯の変成岩類は本図幅地域の領家変成

コンプレックスの見かけの層序中部の変成珪質岩卓越層

と見かけの層序下部の変成砂岩卓越層に相当する．ただ

し，変成珪質岩卓越層の最上部は前述のカリ長石珪線石

帯に相当する変成珪質岩卓越層の層厚は本図幅地域東

から西へ薄くなり，東部の本宮山南斜面で1,800111以上，

西部の五井山地で450111である．カリ長石珪線石帯とざ

くろ石菰青石帯と の境界は東部でも西部でも変成珪質岩

卓越層とその上位の厚い変成砂岩との境界から約100111

下位の変成珪質岩卓越層の内部にある．

4. 4. 1 変成珪質岩 (Re+GC) 

ざくろ石菫青石帯の変成珪質岩は本図幅地域西部の五

井山地から東部の本宮山南斜面にかけて分布する．新城

市川田西方の境川周辺にも小規模ながら本帯の変成珪質
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岩が分布している．この小規模な変成珪質岩は東北東ー

西南西走向の高角断層により他の領家変成コンプレック

スと接するため，本図幅地域に分布する領家変成コ ンプ

レックス全体の層序のどの部分に対比できるか不明であ

る．この珪質変成岩は片麻状構造の発達する天竜峡花描

岩を伴っている．本図幅の南西に位置する「蒲郡」図幅

内では，天竜峡花岡岩は同じく片麻状構造が発達する神

原トーナル岩と伴って分布している．本図幅地域及び南

隣の「豊橋」図福地域では，片麻状構造が発達する神原

トーナル岩は領家変成コンプレックスの見かけの層序の

最下部に貫入している．従って， 上述の変成珪質岩は見

かけの層序の最下部の層準に対比できる可能性が高い．

本帯の変成珪質岩は粗粒な石英粒子の集合体かなる灰

白色—暗灰色の層に数 mm から数 cm 間隔で黒雲母に富

む黒色の薄層が挟まる縞状構造の発達と黒雲母の形態

定向配列による片理が認められる珪質片麻岩である（第

4. 15図a,b)．原岩は層状チャートと推定される．本帯

の珪質片麻岩にはしばしば小規模な苦鉄質岩が貫入する

（第4.15図 a)．上側の貫入面は変成珪質岩の片理に平

行であるが，下側の貫入面は変成珪質岩の片理を切って

いる．苦鉄質貫入岩は斜長石，角閃石，黒雲母からなり，

貫入境界付近では構成鉱物の粒度が細かくなり ，黒雲母

が濃集している．濃集した黒雲母には弱い形態定向配列

が認められる．

本図幅地域の変成珪質岩には本帯に限らず軸面が片理

あるいは層理に平行な閉じた摺曲が発達するが，本帯の

珪質片麻岩にはこれらの摺曲に加え，軸面が湾曲した複

雑な形態をした摺曲が認められる（第4.15図 b)．本帯

の珪質片麻岩には優白質の花岡岩脈が貫入しミグマタイ

卜質になっている部分も存在する．

本帯の珪質片麻岩は黒雲母含有石英片麻岩である．

を亨―こ、～

岩石記載

黒雲母含有石英片麻岩（第4.19図 a，れl」峠の南東約

2 km) 

主要構成鉱物は石英で，少鼠の黒雲母，斜長石，不透明鉱

物，アパタイト，ジルコンを伴う．黒雲母は全体に少是散

在して分布する以外に，黒雲母が濃集した厚さ数111111の屈

が数 cm間隊で繰り返す．いずれの黒雲母も形態定向配列

をなす．石英は径l~ 2111111他形で不規則な外形をなす

4. 4. 2 変成泥岩 (Rm+GC) 

ざくろ石菫青石帯の変成泥岩は本図福地域南西部の五

井山地から東部の本宮山にかけて分布する変成珪質岩

卓越層中に層厚500111以下のレンズ状の岩体として挟ま

る．これらのうち比較的層厚の厚いものは，本図幅地域

南西部の宮路山南斜面の変成泥質岩で約400m, 南部の
ちぎり

豊川市千両町南方の変成泥岩で約500111である．ただし，

これら2箇所の変成泥岩は層厚100111以下の変成珪質岩

及び変成砂岩のレンズ状のあるいは層状の岩体を挟む．

地質図で変成泥岩に塗色した部分以外にも，変成珪質岩

に塗色した部分に厚さ数十 m以下の変成泥岩薄層が挟

まる（第4.16図；第4.17図）．

本帯の変成泥岩は暗灰色ー黒色を呈する泥質片麻岩で

ある．泥質片麻岩には花岡岩質の脈や層が発達し，ミグ

マタイ トとなっている（第4.18図a,b, c, d)． ミグマタ

イ トの泥質片麻岩部には径1111111程の赤褐色をしたざく

ろ石と濃青緑色をした堕青石が含まれている（第4.18 

図 a). ミグマタイトの花岡岩質部の形態と量は場所に

より異なり，泥質片麻岩部と花向岩質部の境界が不明瞭

なもの（第4.18図 b)から，優白質花岡岩脈が泥質片

麻岩中に貫入し伴にや習曲しているもの（第4.18図c),

更に花向岩質部の量比が泥質片麻岩部より多いもの（第

4. 18図 c)などがある．

第4.15図 領家変成コンプレックスざくろ石菫青石帯の変成珪質岩の霰頭写真

(a)変成珪質岩に買入する苦鉄質岩 ch:変成珪質岩， mf:苦鉄質岩．（柚峠の南東約2k.m)

(b)変成珪質岩のネ習曲．（柚峠の南東約2.5km)
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701~ 断層の走向傾斜
第4.16図 領家変成コンプレックスざくろ石革青石帯の変成珪質岩及び変成泥岩のルートマップ（柚峠の南東約2kmの地点を

中心とした領域）

断刑

ミグマタイ ト（泥質部＜花衛岩質部）

100 m 

_
 

泥質ミグマタイ ト（泥質部＞花岡岩質部）

苦鉄質貫入岩

花岡岩

苦鉄質貰入岩

変成珪質岩

変成砂岩

断／屈i
第4.17図 領家変成コンプレックス ざくろ石笙青石梢の変成珪

質岩及び変成泥岩の柱状図（柚峠の南東約2kmの林

道沿しヽ）

柱状図を作成したルートは第4.16図に点線で示した
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第4.l8図 領家変成コンプレックスざくろ石菫青石帯の変成泥岩の諏頭写真

(a)ざくろ石と葉青石の斑状変晶を含む泥質片麻岩．花尚岩質のドメインが存在し， ミグマタイト質になっている．Grt.

ざくろ石， crd：蛮青石 （柚峠の南東約2km)

(b)泥質片麻岩．花閾岩質な部分と泥質片麻岩質な部分が混在し，全体としては泥質ミグマタイト．II音色部は黒雲母の砿

が多い片麻岩質な部分．白色部は花固岩質な部分．灰色音11は両者の中間的な部分．（柚峠の南東約2km)

(c)泥質片麻岩（ミグマタイト）．花岡岩質な部分と泥質片麻岩が混在し，全体としては泥質ミグマタイト．白色部は花

桐岩質な部分．暗色部は泥質片麻岩．（豊川市駒場調整池南西）

(d)泥質片麻岩．全体としてはミグマタイトだが，花岡岩質な部分が多く，泥質片麻岩の部分が少ない．白色部は花廊岩

質な部分暗色部は泥質片麻岩．（柚峠の南東約2.5km)

本帯の泥質片麻岩はざくろ石輩青石カリ長石斜長石石

英黒雲母片麻岩である．ただし，カリ長石，斜長石，石英，

黒雲母といった主要構成鉱物の相対的な緻比は試料によ

り異なり，ざくろ石と菫青石の片方もしくは両方を含ま

ない泥質片麻岩も存在する．菫青石は多くの場合， ピナ

イト化しているまた，珪線石を含む泥質片麻岩も量的

には少ないが存在する．これらの泥質片麻岩は少量の白

雲母を含んでいる場合が多く ，その一部は珪線石や菫青

石を交代している．

岩石記載

ざくろ石菫青石カ リ長石斜長石石英黒雲母片麻岩（第

4. 19図 b，柚峠の南約1km)

主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ 長石，黒雲母，革青石，

ざくろ石で，少鼠の白雲母，不透明鉱物，ジルコンを伴

う．珪線石及び黒雲母の形態定向配列による片理が発達す

る．珪線石の一部は笙冑石に包有される．箪青石は多くの

場合ヒ ナ゚イト化している．ざくろ石は丸みを帯びた径0.5

~ l.0111111の他形結晶である

4. 4. 3 変成砂岩 (Rs+GC) 

ざくろ石華青石帯の変成砂岩は変成珪質岩卓越層にレ

ンズ状に挟まる．本図幅地域南西部の五井山山頂と豊川

市御油町西方，南部の千両町周辺，南東部の上長山町北

西などでは層厚100m程の変成砂岩レンズ状岩体が変成

珪質岩に挟まる．本図幅地域領家変成コンプレックスの
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第4.19図 領家変成コンプレックスざくろ石韮青石梢の変成珪質岩及び変成泥岩の婚片写呉

(a)変成珪質岩（黒雲／fJ:含有石英片麻岩）．（柚峠の南東約2km)

(b)変成泥岩（ざくろ石笙青石カリ長布斜長石石英黒雲母片麻岩）．grt:ざくろ石， crd:笙青石，sil・珪線ィi,

bl：黒雲母 （中山峠の削約1km) 

兄かけの層序下部の砂岩卓越層も本帯に属し，千両町

南西部には層厚400111以上の変成砂岩が分布するこの

他にも，東北東—西南西走向の 2 本の応’i 角断層に挟まれ
'・I:さ．． ）， 

祈城市盟栄から豊川市上長山町付近まで分布する変成砂

岩，北側を北東―南西走向の高角推込'|lJi)iりで境され南佃l

を灼低平野の第四系に不整合に投われる閃川市千両町南

西の変成砂岩も本帯に）開する．

本恐の変成砂岩は，灰色から11rr・1火色を情し，焦雲ド）の

凧比の追しヽによる叫ヽ縞状柚辿と），1」川が梵達する、リ晶に同

カリ L、•石石英斜長イ［片麻岩及び片J:用が発逹しなし、！島¥ I :J•

カリ灰・イi石 英斜艮ィ1グラノフェルスである．これら砂質・

片11砂：•及びグラノ フェルスは場所により花閾岩領脈が発

述し ミグマタイト となっているこ とがある．

4. 5 カ リ長石菫青石帯 (KC) （領家深成岩によ

る接触変成域）

本図幅地域の領家変成コンプレックスには領家深成岩

が貫人している．このうち，東部で賞入する新城トーナ

Iレ店と北部で貫入する武節花糊岩の周囲の領家変成コン

プレック スの変成泥岩にはカリ長石＋珀青石の鉱物組合

せが生じている．カリ 長石珪線石帯商温部やざく ろ石菫

胄石帯の変成泥岩にもざくろ石や珪線石を含まないカリ

長石＋鎗青石の組合せが出現するが，その出現頻度は非

常に低い．本報告では，新城トーナル岩と武節花岡岩を

取り巻くように分布するカ リ長石＋菫青石の組合せが認

められる変成泥岩の分布領域をカリ長石菫青石帯とし

た本帯はその分布形態から領家深成岩新城トーナル岩

及び武節花桐岩の接触変成域と考えられる．

カリ長石菫青石帯の分布幅は新城 トーナル岩の周囲と
ぜ KIレ

武節花聞岩の周囲では異なる．本宮山から岡崎市千万町

にかけての新城トーナル岩周囲で本帯は2~ 3kmの幅

を持ち， 千万町から切越町にかけての武節花蘭岩周囲で

本帯の幅は約500mである．本帯の分布は領家変成コン

プレックスの屈理や片理と明らかに斜交しており ，本図

幅地域飢求変成コンプレックスの見かけの層序の上部か

ら 1、部の変成岩｝直がカリ長石箪青石帯の接触変成作用を

被っている．

4. 5. 1 変成珪質岩 (Re+KC) 

カリ艮ィl',1[:||［イバi}の変成」寸質］のうち，岡崎市千万町

から石原を経て4咋,;I I I北側のIi・fI人り渓谷下流に分布する変

成珪質岩は本図II肌地城の紺琢変成コンプレックスの見か

けの層序上部に相‘りする．4立＇』；山南東斜面に分布する見

かけの層序中部の変成l十質店 lド越屈も本帯の接触変成作

用を被っている．本図II肘地域北東部では，彦坊山周辺に

層厚700111以上の比軟的厚い変成珪質岩が分布し，御岳

山周辺にも数百 m以下のレンズ状の形態をした変成珪

質岩が分布するこれらは新城トーナル岩の貫入により

分布が孤立しており，本図幅地域の領家変成コンプレッ

クスの見かけの層序との対比が困難であるただし，本

帯北東部の変成珪質岩は変成泥質岩中に層状ないしレン

ズ状の形態で挟まることから，見かけの層序上部に対比

できるものと推定される．一方，武節花向岩の接触変成
ばになし

域である千両町から切越町かけてと，岡崎市秦梨町西に

分布する変成珪質岩は見かけの尼序上部に相当する．

北東部の新城トーナル岩の貰入により孤立して分布す

るものを除くと，本帯の変成珪質岩は黒雲母帯から連続

するものとカリ長石珪線石帯及びざくろ石華青石帯から

連続するものがある．黒雲母帯から連続するものは本帯

に入ると石英の粒度が粗くなる．特に，新城トーナル岩

の貰入面近くでは石英の粒径は数 llllllに達するまた，

軸面が湾曲した複雑な摺曲が見られるようになる（第

4.20図a).一方，カリ長石珪線石帯高温部及びざくろ
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第4.20図 領家深成岩の接触変成域カリ長石笙青石惜の変成珪質岩，変成泥岩及び変成砂岩の露頭写呉

（a)変成珪質岩の摺曲．（本宮山北北西約3km)

(b)変成泥岩に貰人する新城トーナル岩の岩脈．md:変成泥岩， gd:新城トーナル岩の花1#.ilXI緑岩．（彦坊山南西約2km) 
(c)変成泥岩のゼノリスを多く含む祈城トーナル岩の花i森i1父l緑岩．md:変成泥岩， gd:新城トーナル岩の花糊閃緑岩．（巴
山の南約2km)

(d)変成泥岩のゼノリスを包行する新城ト ーナル岩の花I森i|父I緑岩とこれを員く細粒但白質花i対岩．Md:変成泥岩， gd:新
城トーナル岩の花尚閃緑岩， gr:細粒優白質花蘭岩．（巴山の北北西約2.3km)

(e) 変成砂岩に貰人する新城トーナル岩の花岡閃緑岩岩脈．ss:変成砂岩，gd:新城トーナル岩の花岡閃緑岩．（御岳山の

北約l.7km) 

(f)変成泥岩に買入する武節花i萄岩．md:変成泥岩，gr:武節花i裔i岩．（岡崎市下呂町．）
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石菫青石帯から連続するものでは岩相の目立った変化は

なし‘・

本帯の変成珪質岩は黒雲母帯との境界付近では数 cm

間隔で黒雲母に富む変成粘土岩の薄層を挟む珪質グラノ

フェルスであり，他の部分では黒雲母の形態定向配列が

認められる珪質片麻岩となっている場合と，黒雲母の形

態定向配列が顕著でない珪質グラノフェルスとなってい

る場合とがある．

本帯の変成珪質岩は少量の黒雲母を含む黒雲・母含有石

英グラノフェルスないし石英片麻岩である．

4. 5. 2 変成泥岩 （RJn+ KC) 

本帯の変成泥岩のうち岡崎市千万町から石原をへて閤

苅渓谷下流部付近に分布するものは，本図幅地域の領

家変成コンプレックスの見かけの層序上部に相当する．

千万町から石原北東にかけて分布する変成泥岩には新城

トーナル岩の小規模な岩体が貫入し，新城トーナル岩に

は変成泥岩のゼノリスが多く含まれる（第4,20図c),

新城市巴山北西の新城トーナル岩中にも変成泥岩のゼノ

リスを含むものがあり，変成泥岩ゼノリスと新城トーナ

ル岩の花岡閃緑岩を切って優白質の細粒花岡岩が質入す

るのが観察される（第4,20図ct)．この幽頭のすぐ北に

は武節花聞岩が貰入しており，優白質の細粒花1甜岩は武

節花岡岩の細脈の可能性もある．閤刈渓谷 I・・流部から本

宮山にかけての見かけの恩序中部の）厚い砂岩）団にも変成

泥岩のレンズ状の沿体が存在し，地質図に示していない

茄い変成泥岩の挟みとともに本帯の接触変成作用を被っ

ている．本宮山南東斜面の見かけの層序中部の変成珪質

岩卓越層中の変成泥岩のレンズ状の挟みも本帯に含まれ

る．本図幅地域北東部に分布する変成泥岩は同地域に分

布する変成珪質岩と同様，本図幅地域の領家変成コンプ

レックスの見かけの層序上部に対比可能である．この付

近の変成泥岩には新城トーナル岩の小規模な岩体が貫入

する（第4.20図a)．この付近の新城トーナル岩にも変

成泥岩のゼノリスを多量に含むものがある．武節花廊岩

の接触変成域である千万町から切越町かけてと，岡崎市
llたなし

秦梨町西に分布する変成泥岩は見かけの層序上部に相当

する．本図幅地域北部の岡繭市桜形町南方及び北方にも

周囲を武節花岡岩に囲まれて変成泥岩が分布する．桜形

北方では変成泥岩の片理を切って武節花間岩が貫入し

ている（第4.20図f)．変成泥岩を主体とする ことから，

これらも見かけの層序上部に相当する可能性が高い

新城トーナル岩及び武節花向岩の貫入により分布が孤

立しているものを除くと，本帯の変成泥岩は黒雲母帯，

カリ長石珪線石帯及びざくろ石菫青石帯から連続する．

黒雲母帯とカリ長石珪線石帯低温部の変成泥岩は本帯に

入ると粒度が粗くなる．一方，カリ長石珪線石帯高湿部

とざくろ石菫青石帯の変成泥岩は本帯に入っても目立っ

た岩相の変化は認められない．

本帯の変成泥岩は暗灰色の泥質グラノフェルス，片麻

岩ないし片岩である黒雲母帯の変成泥岩のように片理

の発達した泥質片岩は本帯と黒雲母帯の境界付近を除い

てあまり発達しない泥質片麻弄はカリ長石珪線石帯高

温部とざくろ石菫青石帯から連続する変成泥岩あるいは

これに相当する層準の変成泥岩に多く見られる．

本帯の泥質グラノフェルス，片麻岩ないし片岩は菫青

石カリ長石斜長石黒雲母グラノフェルス，片麻岩ないし

片岩である主要構成鉱物は試料によりその量比が変化

する新城トーナル岩周辺の本帯の変成泥岩には珪線石

が含まれるまた，黒雲母帯から連続する変成泥岩には

紅柱石を生じている場合がある．紅柱石の周囲には珪線

石が生じている．カリ 長石珪線石帯及びざくろ石菫青石

帯から連続する変成泥岩あるいはこれらに相当する層準

の変成泥岩には，珪線石を包有する蘇青石が生じている

ものがある．

岩石記載

菫青石カ リ長石斜長石石英黒雲母片岩（第4.21固 a,

御岳山山頂付近）

主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ長石，黒雲母， 羹青石

で，少砧の白雲丹，不透明鉱物，アパタイト，電気石，ジ

ルコンを伴う ．県雲舟の形態定向配列による弱い片理が発

逹する．芯討石の一部は場介ヒ ナ゚イト化している

革青石カリ長イi},1誌に/:J:斜長イ，i石英グラノ フェルス（第

4. 21区Ia, 1lll岳・|-1 1 |-1 1、It辟J2.Skm)

主要構成鉱物はイ 1炎，斜l、• イ i, カリ長石，黒雲母，茸青石

で，少試の白裳I寸，が透明鉱物，嘔気石，ジルコンを伴う．

顕著な片理の発逹は認められない菰青石の一部はピナイ

ト化してし るヽ．

4. 5. 3 変成砂岩 (Rs+KC) 

本帯の変成砂岩のうち地質図に示せる大きさのもの

は，閤苅渓谷上流部から本宮山にかけて分布する本図幅

地域の領家変成コンプレックスの見かけの層序中部の厚

い変成砂岩層，本図幅地域北東部の新城市塩瀬付近，御

岳山周辺，北部の岡崎市桜形北方に分布する変成砂岩が

ある．塩瀬及び御岳山周辺に分布する変成砂岩には新城

トーナル岩の小規模な岩脈が貫入している．変成砂岩に

貫入する新城 トーナル岩岩脈は枝分かれしてネットワー

ク状になっている（第4.20図e)．これら以外にも地質

因に示せない薄い変成砂岩の挟みが本帯の変成泥岩中に

認められる．

変成砂岩のうち黒雲母帯及びカリ長石珪線石帯低湿部

から連続するものあるいはその恩準に相当するものは，

本帯に入ると粒度が粗くなり，片理の発達も不明瞭にな

る 一方，カリ長石珪線石帯高湿部及びざくろ石菫青石

帯から連続するものあるいはその層準に相当するもは，

本帯に入っても目立った岩相の変化は見られない
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. -・" ぷ一.＇“ ― 第4.2l図 領家深成岩の接触変成域カリ長石蔀青石帯の変成泥岩の池片写真

(a)変成泥岩（葉青石カリ長石斜長石石英黒雲母片岩）．crct:菰青石，bt:黒雲母．（御岳山山頂付近）

(b)変成泥岩（菜青石カリ長石黒雲母斜長石石英グラノ フェルス）．crd:菫青石， bt:黒雲母．（御岳山山北約2.8km)

本帯の変成砂岩は灰色から暗灰色を呈する砂質グラノ

フェルスないし片麻岩である．砂質グラノフェルスない

し片麻岩の多くは，黒雲母カリ長石石英斜長石グラノフ

ェルスないし片麻岩である．ただし，主要構成鉱物の量

比は試料により変化する．

4. 6
 
地質構造と変成作用

本図福地域の領家変成コンプレックスのうち三河西部

山地に分布する変成岩類の片理は東北東走向で50~ 70° 
北傾斜が卓越するただし，岡崎市千万町付近には東北

東走向の軸面を持つシンフォームが存在する．岡崎市秦

梨東方には東北東走向の軸面を持つアンチフォームが存

在するアンチフォーム南側の変成岩類の片理は南傾斜

である蓬生町付近の北傾斜の変成岩類との間には切越

蝶から西南西に伸びる武節花糊岩が貫入している 三河

西部山地東部で新城トーナル岩が貫入する付近では，変

成岩類の片理が東北東走向から新城トーナル岩の岩体の

伸びの方向である西北西走向に近くなる

観音山地から本宮山地にかけて分布する領家変成コン

プレックスの変成岩類の片理も東北東走向であるが，傾

斜は南南東へ向かい次第に緩くなる．男川南岸では三河

西部山地と同様の50~ 60゚北傾斜が卓越するが，本宮
山から音羽町にかけての地域では20~ 45゚北傾斜が卓
越する．岡崎市大代付近では北東走向の軸面を持つ一対

のアンチフォーム・シンフォームが存在する．本宮山南

斜面から豊川市駒場調整池西方にかけては変成岩類の片

理の傾斜は更に緩くなり ，10~ 20゚北傾斜が多く見られ
るようになる．豊川市上長山北方では北東走向の軸面を

持つ一対のアンチフォーム ・、ンンフォームが存在する

本宮山地東部でも，新城トーナル岩体に近づくにつれ片

理の走向が東北東から岩体の伸びの方向である西北西に

変化する

三河東部山地の領家変成コンプレックスの変成岩類に

は彦坊山から作手高里にかけてほぼ束西走向の軸面を持

つシンフォームが発達する．シンフォーム南側の変成

岩類の片理はほぼ東北東走向で50~ 80゚北傾斜である．
彦坊山北側のシンフォーム北認の変成岩類の片理は東北

東走向で50~ 80゚南傾斜である．作手閾里西方には上
述のシンフォーム北翼の変成岩類が分布する．

五井山地でも変成岩類の地質構造が北から南へ変化す

五井山地北部の岡崎市山綱町から鉢地町南方へかけ

ての変成岩類の片理は東北東から東西走向で40~ 70° 
北傾斜である．更に南方の宝飯郡音羽町長沢にかけて

は変成岩類の片理の傾斜は 10~ 30゚北傾斜と緩くなる．
五井山から宮路山にかけては東西走向の軸面を持つアン

チフォーム ・シンフォームが発達する．五井山と宮路山

を結ぶ線より南側の変成岩類の片理は西北西走向で30

~ 70゚北傾斜が卓越する
本図幅地域の領家変成コンプレックスに発達する断層

としては北西—南東走向の高角断層 ， 北東—南西走向の高

角断層，東北東ー西南西走向の商角断屈がある．岡崎市

山綱町から豊川市駒場まで延びる北西ー南東走向の高角

断屈（御油断層）で観音山地と五井山地の変成岩類が境

されるこの断層により五井山地側の厚い変成砂岩層と

その上位の変成泥岩卓越層の境界の位置は観音山地側の

境界の位置に比べ北西へ約500111ずれており，黒雲母帯

とカリ長石珪線石帯の境界であるカリ長石珪線石アイソ

グラッドも五井山地側が相対的に北西へ約 lkmずれて

いる．本宮山南西にも北西ー南東走向の高角断層が存在

する．この断層により厚い変成砂岩層とその見かけ下位

の変成珪質岩卓越層の境界の位置は北東側が相対的に北

西へ約 Lkmずれている．本宮山北東から新城市豊栄に

かけての北西—南東走向の高角断恩により厚い変成砂岩

る
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そt

層が新城トーナル岩と接する．柚坂峠の南東から豊川市

駒場にかけて雁行状に発達する複数の北東―南西走向の

高角断層は，厚い変成砂岩層とその下位の変成珪質岩卓

越層の境界の位置を北西側が相対的に南西へずれるよう

に変位させている ． 本宮山地南縁には 2 つの東北東—西

南西走向の高角断層が存在する．2本の断層のうち北側

の断層は，豊川市八幡町東方の東北東—西南西走向の推

定高角断層につながるものと考えられる

本図幅地域の領家変成コンプレックスの変成泥岩は紅

柱石，カ リ長石＋菫青石＋ざくろ石の出現で特徴づけら

れる高温低圧型の変成作用を受けている．変成泥岩の鉱

物組合せを用いた変成分帯では，黒雲母帯，カリ長石珪

線石帯，ざくろ石董青石帯に分帯できる．黒雲母帯とカ

リ長石珪線石帯の間には白雲母＋石英＝カリ長石＋珪

線石＋水の脱水反応が，カリ長石珪線石帯とざくろ石

葉青石帯の間には黒雲母＋珪線石＋石英＝カリ長石＋ざ

くろ石＋苑青石＋ 水の脱水反応が定義できる．黒雲母帯

とカ リ長石珪線石帯の境界の湿度圧力条件は，上述の反

応と両帯の境界付近で紅柱石が安定であることより，＇就

崎 (1999)及び宮崎ほか (1992) の結果を使うと ，T=

600℃前後，P= 3.5-4 kbar前後と推定される．カリ艮ぷ

珪線石帯では変成泥岩にカリ長石＋董青石の鉱物糾合せ

がほとんど見られず，カリ 長石＋珪線石の鉱物糾合せ

が広く見られることより，宮崎 (1999)及び宮崎ほか

(1992)の結果を使うと，変成条件は T=600-700℃であ

れば， P=3-4kbarより叫＼圧と推定される．同帯の変成

泥岩の鉱物組合せは中 1―「| J也）］柳） 1••周辺の領家変成コンプ

レックス珪線石カリ長イr楷 (Ikeda,2004)と同じである．
その温度圧力条件 として P=5-6kbar,T=700-750℃ 

(Ikeda, 2004) が推定されている本図幅地域南部に広

く分布するざくろ石箪冑石帯の形成湿度は上述のカリ長

石珪線石帯よりも高温であると推定される変成相とし

ては角閃岩相高温部に達している．同様の鉱物組合せを

持つ帯は，中国地方周辺の領家変成コ ンプレックスざく

ろ石菫青石帯 (Ikeda, 2004)，九州中部肥後変成コンプ

レックスざくろ石菫青石帯 (Miyazaki,2004)からも報

告されている．それぞれのざくろ石蕗青石帯の温度圧力

条件はP= 4-6 kbar, T = 800-850℃ (Ikeda, 2004), P = 

3.4-6.3kbar, T= 700-850℃ (Miyazaki, 2004)である．

領家深成岩の接触変成域であるカリ長石笙青石帯の変

成泥岩には，高温低圧型の変成作用を特徴づける紅柱石，

カリ長石＋蔀青石といった変成鉱物及び鉱物組合せが生

じている．黒雲母帯とカリ長石菫青石伯との間には，白

雲母＋黒雲母＋石英 ＝カリ長石＋菫青石＋水の脱水反応

が，カリ長石珪線石帯とカリ長石菫青石帯との間には黒

雲母＋珪線石＋石英＝カリ長石＋箪青石＋水の脱水反応

が定義できる後者の反応は脱水反応であるが圧力依存

性の高い反応で，右辺側が低圧で安定である．カリ長石

葉青石帯はカリ長石珪線石帯と同様に黒雲母帯よりも嵩

湿の帯であるが，同帯の変成圧力はカリ長石珪線石帯よ

り低圧である．同じカリ長石菫青石帯であっても，新城

トーナル岩を取り巻くカリ 長石菫青石帯と武節花岡岩を

取り巻くカリ長石菫青石帯では鉱物共生に若干の違いが

認められる．新城トーナル岩のカリ長石黄青石帯では黒

雲母帯との境界付近の変成泥約にカリ長石＋珪線石の出

現頻度が高く，式節化1対i店のカリ艮石菫青石帯では黒雲

図帯との悦界付近の変成泥店にカ リ長石＋葉青石の出現

頻度が高いこの近いは桜触変成1l寺の変成圧力の違いを

反映していると考えられ，八節花I萄岩の接触変成作用は

新城トーナル岩の接触変成作）—1-1 にくらべより低圧の条件

下で進行したと推定される（宮崎ほか， 2007).
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第 5章領家深成岩

5. 1 研究史

三河地方の領家深成岩については，古くは 1920年代

後半に地費調査所から 7万5千分の l地質図幅がいくつ

か出版されているその中で本図揺地域については，石

井 (l928) が「豊橋」図幅を公表してお り，花閤岩類を

「両雲母花商岩J（本地例図福の武節花胴岩に主に相当）

及び「片状閃雲花岡岩」（新城トーナル岩に主に相当）

に区分し，岩石記載を行っている．また，規模は小さい

ものの花岡岩類に伴う苦鉄質岩をすでに識別しており，

木図幅内新城市作手に分布する小岩体を「英雲閃緑岩

biotite quartz diorite」として塗色している．第2次世界大

戦後，小出 (1949) は，北設楽郡設楽町段戸山周辺に分

布する深成岩類及び変成岩類についての岩石学的な研

究をまとめ，特に深成岩類については「olderintrusives」

の・］胄崎花糊閃緑岩，澄川花闇閃緑岩，武節花岡岩と，

「youngerintrusives」の三都橋花刷閃緑岩を識別したこ

れらの時代関係はその後見直されるものの，後の三河地

域領家深成岩の岩体区分の出発点となった．

その後，三河地方各地の領家深成岩の調査が行われる

中，榊原 (1967) は長野県下伊那郡天竜村付近に分布す

る「片麻状の流理構造を持つ花胴岩類」を「神原花闇岩類」

と呼んだ（本地質図幅のネ申原トーナル岩に相当）．そし
J言どし t

て，長野県の天竜川中流付近に分布する「門島花岡岩類」

（小出， 1942) も含めて土成分化学組成を示し，産状も

考廊して「神原花蘭岩類」及び「門島花岡岩類Jは他の

領家深成岩とは異なり ，それらより古い深成岩であると

結論付けた 一方，三河地域の深成岩について総括的な

調査研究を行った仲井 (1970) は， Tomita(1954) が

示した貫入時期の異なる花岡岩類を区別するためにジル

コンの群色を用いる方法を取り入れて，本図幅の神原ト
たや

ーナル岩と同様な岩相をもつ深成岩を 括して三谷岩体

と呼んだ．なお，本図福の新城トーナル岩は三都橋岩体

及び清崎岩体の一部としている．そして，領家研究グル

ープ (l972) は，愛知県三河地方を含む中部地方全域に

分布する深成岩について，これまで個別に行われてきた

研究を総括し，岩体名などを整理し，花固岩類の活動を

9の時階に区分したこの中では，本図幅地域の神原ト
ひじ

ーナル岩は最初の第1時階である「神原一非持石英閃緑

岩」に属するまたこの論文は，新城トーナル岩を最初

に識別したものであり ，「新城石英閃緑岩」と して第3

時階に位置づけており ，武節花岡岩は第7時階であると

している．そしてその成果を引用して，山田ほか (1972)

（西岡芳晴）

は20万分の l地質図幅 「豊橋」をまとめた更に，山田

ほか (l97 4) は，これらの地域を含む中部地方領家帯全

体の総括的な20万分の 1地質図「中郎地方領家帯地質固」

を発表した．この広域地質図は，それ以降，中部地方の

領家深成岩研究のよりどころとなった

方，浅見ほか (1982) は，本図幅地域内の豊川市本

宮から南西隣「蒲郡」図福地域内幡豆にかけての領家変

成岩類において，十字石の安定性と形成条件を議論した

が，その中で，本図幅地域南端の神原トーナル岩につい

ても地質図を示し，簡単な記載を行っている．そこで

は，本図幅地域内の深成岩は，「Gneissosebiotite granite」

や「Gneissosebiotite-hornblende quartz diorite」として記

述されているまた，原山ほか (1985) は，中部地方の

白亜紀―古第三紀火成活動を総括し，それまで岩相の類

似性や，猿飛流紋岩との前後関係のみに重きを置いてい

た岩体区分を見直したそして，可能な限り Rb-Sr法

や K-Ar法などの放射年代値を聰重して再検討し，火成

活動を5つのステージに分けた本固幅地域に分布する

深成岩では，神原トーナル岩及び天竜峡花岡岩がステー

ジI（領家変成作用に直接関係したと考えられる深成岩

類が活動した時期）に，新城トーナル岩及び武節花糊岩

がステージII （領家変成作用終息時から中部地方の北部

地域にマグネタイト系火成岩類が出現する時期まで）に

相当する．

新城トーナル岩に関しては，大友 (1985) が地質学的

岩石学的な研究を行った．これまで三都橋岩体の一部と

考えられていた新城市巴山周辺の深成岩は，新城トーナ

ル岩の「周縁岩相」であり ，典型的な新城トーナル岩で

ある「中心岩相」と累帯構造をなすと指摘した．そして，

土成分化学組成等を検討し，両岩相が分化により生じた

という成因モデルを示している

内湘ほか (1990)は新城 トーナル岩の K-Ar法による

鉱物年代値 (73.3土 2.9Ma,68.0土 2.1Ma)を報告して

いる．その後，三河地方領家帯のモナズ石の CHIME法

(the chemical Th-U-total Pb isochron method; ; Suzuki and 

Adachi, 1991)による年代測定が精力的に行われ，神原

トーナル岩については長野県下伊那郡天竜村周辺の試

料の年代値 (94.9土4.9Ma,94.5士3.1Ma)がNakaiand 

Suwki (1996)により得られている新城トーナル岩に

ついては，85.2~ 86.0Ma (Morishita and Szuki, 1995) 
が，武節花岡岩については77.6土 3.7Maなど （鈴木ほか，

l 994 ; Naki and Suzuki, 2003) が報告されている．

神原ト ーナル岩の化学組成に関しては，Kutsukake
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(2002) による三河及び近畿地域の領家帯深成岩類の総

括的な議論の中で示されている．そこでは，古期及び新

期領家深成岩は地球化学的に類似して火山弧花岡岩類の

特徴を持つこと，Iタイプ領家深成岩が，角閃岩の脱水

融解かまたはソレアイト質玄武岩の高圧下の水に富む融

解によって生じた可能性が嵩いことが指摘されている．

1990年代以降の新しい知見及び沓掛 (1988) による岩

体対比の見直しの成果を盛り込んで，牧本ほか (2004)

は20万分の 1地質図幅「豊橋及び伊良湖岬」を出版した

この地質図幅では，本図幅の神原トーナル岩および天竜

峡花岡岩は，それぞれ「古期領家花岡岩類」に属する「神

原・非持トーナル岩」及び「天竜峡花閾岩」に，新城卜

ーナル岩及び武節花岡岩は，「新期領家花岡岩類」中の「新

城トーナル岩」及び「武節花蘭岩及び門島花岡岩」に区

分されている．なお，この地質図幅では，巴山地域の深

成岩は本図幅と同様に大友 (1985) に従って「新城トー

ナル岩Jに含められている．

領家帯の花尚岩類に伴 う苦鉄質岩は，これまで領家深

成岩の活動ステージの中で最も古いものと解釈されるこ

とが多かった（山田ほか， J974など） ．この位置づけは，

最近出版された20万分の1地質図隔「豊橋および伊良副

1l1ljり（牧本ほか， 2004）においても踏製されており，苦

鉄質岩は変苦鉄賀岩類と）久Iれい岩類に区分されている．

しかし2000年代にはいる袖後から，花岡岩類と共存す

る苦鉄質岩の研究が進み，，’り欽吸岩の多くが伴う花楠i

岩類と同時性であることがわかってきた（吉倉 ・熱田，

2000など）．更に Nakajimaet al. (2004) は，本図幅地

域内新城市作手に分布する小岩休を含む，中部地方から

瀬戸内地域にいたる領家帯及び山協帯の苦鉄質岩につい

て，ジルコンの SHRIMP （高粘炭高分解能イオンマイク

ロプロープ）によるウラン一鉛年代として71-86Maを

報告したこれにより，苦鉄質岩はいずれも白亜紀後期

の領家花商岩類とほぼ同じ程度の年代であり，領家深成

岩の活動ステージの中ではそれほど古い時代のものでな

いことが明らかになった．また，これら苦鉄質岩の最近

の研究成果から，変苦鉄質岩類および斑れい岩類の区分

や呼称も今後再検討されるべきものである ことから，本

柑告ではこれらを一括して苦鉄質岩と呼ぶ．

なお，本報告で用いる深成岩類の名称は JUGSによる

分類 (LeMaitre, 2002) に従い，和名は標準仕様書TSA 

0019（日本規格協会， 2006) によった．また，細粒と中

粒の境界は 1mm程度とした岩石名に「含有一」を関

する場合のしきい値はおおむね1％としている．なお，

本報告では「片麻状」という語は，単に面構造を有する

こと意味し，その成因によらずに用いるものとする．

5. 2 神原トーナル岩 (Kt)

命名 榊原 (1967) が長野県下伊那郡天竜村神原付近に

分布する深成岩を「神原花糊岩類」と呼んだことに由来

する．
れば

分布 北端の天竜村神原から，長野県下伊那郡根羽村，

愛知県北設楽郡豊根村，東栄町，設楽町二都橋，豊田市

下山，蒲郡市，幡豆郡幡豆町，知多郡南知多町などに点

在する（第5.1図）．御油図幅地域内では，北端部やや

西よりの岡崎市桜形北方に，北隣の足助図幅地域から連

続する形で東西約500Ill, 南北20111の範囲にごくわずか

に分布するまた，本図幅地域西南端部の蒲郡市五井

町周辺において，南隣の豊橋図幅地域から連続する形で

東西約500m,南北約200Illの範囲にわずかに分布する．

更に，本図福地域部東端部の新城市石田にごくわずかに

分布する．

岩相及び産状 桜形北方に分布する本岩は，本図幅地域

内には露頭はないが，直径約3111程度の転石が見られ，

その岩質は中粒片麻状角閃石黒雲母花樹閃緑岩である

（第5.2図）．五井町に分布する本岩は露頭状態が良好で

はなく，詳細は不明であるが，南隣の豊橋図幅地域内で

は中粒片麻状黒雲母角閃石トーナル岩ないし花蘭閃緑岩

である．新城市石田に分布する本岩は強いマイロナイト

化及びカタクラサイト化を受けてお り，原岩は角閃石を

含有した片麻状トーナル岩と推定できるが，詳細は不明

である．

岩石記載

中粒片麻状角閃石黒雲 I:｝花1荊閃緑岩 (GSJR87394 / 

GYI 19, 岡崎市桜形北 1.7km,第5.3A, 5. 4A図）

l．成分鉱物：斜長ィi(47.6%），イ1炎 (24.3%），カリ長石

(7. I%), 黒雲母 (111.2%), '，＼（i辿角閃石 (6.7%)

副成分鉱物 ：燐灰不 (0.I%），スフェーン，ジルコン， 不

乎t

豊田

浜住1口 神原トーナル岩

zv-f-10km 

第5.I図 三河地域における神原トーナル岩の分布
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＊ 

Kfs 

Qtz 

M゚G 

武節花岡岩 ◎ Bgm：白雲母黒雲母花固岩相
△ Bgf極細粒相 Mf 

O Bgb：主岩相
新城トーナル岩● Stl：細粒花閾岩相

● Stf：細粒相
▲ Stb：黒雲母トーナル岩相
■Sth：主岩相
* Sts：中粒花固岩相

天竜峡花商岩十 Tg
神原トーナル岩 X Kt 

Pl Pl Qtz+Kfs 

第5.2区［ 御油図幅地域の深成岩のモード組成

Qtz:石英， Kfs:アルカリ長石， Pl：斜長石， Mf:有色鉱物， MG:モンゾ花岡岩， GD:花棉i［欠l緑岩， TO: トーナル岩
Qtz-Kfs-Pl図には 1UGSに従った岩石名 (LeMaitre, 2002) を示す

第5.3図 神原トーナル岩及び天竜峡花尚岩の研磨面

A)神原トーナル岩（岡崎市桜形北，GSJR87394/GYll9), B)天竜峡花岡岩（新城市勝川北西， GSJR87395/GY153) 

疇

第5.4図 神原 トーナル岩及び天竜峡花1荊岩の顕微鏡写真

A)神原トーナル岩（岡崎市桜形北，GSJR87394/GY119), B)天竜峡花岡岩（新城市勝川北西， GSJR87395 /GY 153) 

qtz:石英， kfs:カリ長石， pl:斜長石，bt：黒雲母，hbl:普通角閃石，opq:不透明鉱物
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透明鉱物

完晶質等粒状で，有色鉱物の定向配列による片麻状構造

を示す．平均粒径は2111111程度で，色指数は20.9である．

斜長石は長径3111111以下で，半自形であり，顕著な累帯

構造を示し，集片双晶の発達も顕著である．石英は長径

2.5111111以下で他形であるカリ長石は長径2111111以下で他

形であり，他の結晶粒子の粒間に産するものが多い黒雲

母は長径2111111以下で，半自形であり，軸色は Y=Z＝褐色

である．普通角閃石は長径l.8111111以下で他形ー半自形で

あり， z軸色は緑褐色である

放射年代 Rb-Sr鉱物年代値としては，西隣「蒲郡」図

幅地域幡豆郡幡豆町宮崎悔岸の本岩中のペグマタイト

について 114Ma（カリ長石）及び80Ma（白雲母）が得

られている（早瀬 ・石坂， 1966)．本図幅地域外の長野

県下伊那郡天竜村周辺の試料について，CHIMEモナズ

石年代と して94.9土4.9Ma及び94.5土 3.lMaが得られ

ている (Nakaiand Suzuki, 1996) 

化学結成 榊原 (1967)により 7試料， Nakai(1976) 

により 2試料の主成分元素分析値が，Kutsukake(2002) 

により 1試料の主成分元素，微拡成分元素，希土類元素

の分析値が公表されている．

5. 3 天竜峡花岡岩

命名 小出 (1942)が長野県下伊那郡泰阜村及び飯田市

),',]辺の天竜峡付近に分布する花閥岩を「天竜峡花憫岩」

と呼んだことに由来する．

分布 主に長野県下伊那郡泰阜村 ・飯田市付近，愛知県

幡',i郡吉良町 ・幡豆町に分布し，その他中央構造線沿い

の小店休として分布する．御油図幅地域内では，南東部

の既川市勝川北西において，約1km X 300 m の北東—南

西力向に伸びた形に分布する．

岩相及び産状 主に中粒片麻状黒雲母優白質モンゾ花脱

好からなり，白雲母及びざくろ石を含むことがある．片

麻状構造はフィルム状に連なった黒雲母及び白雲母によ

るもので，その走向傾斜は N74°W, 66° SWである

岩石記載

中粒片麻状黒雲母優白質モンゾ花閑岩 (GSJR87395/ 

GY153, 豊川市勝川北西300111, 第5.3B, 5. 4B図）

主成分鉱物 ：カリ長石，石英，斜長石，黒雲母

副成分鉱物 ：ジルコン，不透明鉱物

完晶質で平均粒径は2111111程度であるが，弱い斑状組織を

示し，石基は粒径0.1111111程度である．色指数は3程度で

ある．カリ長石は長径5.6111111以下で他形であり，弱いパ

ーサイ ト組織が認められる．石英は長径2111111以下で，他

形であり，弱い波動消光を示す．斜長石は長径4.8111111以

下で，半自形―他形であり，媒片双晶の発達が顕著で，累

帯構造は明瞭ではないカリ長石との接触部におけるミル

メカイトの発達が顕著である．一部の斜長石は著しく変質

している ． 黒雲母は長径 1 .2 mm 以下で，自形—他形である

軸色はY=Z＝濃褐色で， 大部分が変質して緑泥石化してい

る．フィルム状につなっがた黒雲母による面構造が認めら

れる

放射年代 Rb-Sr全岩アイソクロンによる年代がい

くつか報告されているが (Kagami, 1973 ;山名ほか，

1983)，いずれも分散が大きく，信頼できる年代値は得

られていない．CHIMEモナズ石年代と しては，静岡県

浜松市佐久間ダム周辺において89.7土7.7Ma及び91.2

土3.5 Ma (Nakai and Suzuki, 1996)，愛知県幡豆町にお

いて92.2土6.0Ma(Suzuki and Adachi, 1998) が得られ

ている．その他， K-Ar法による年代値63.9~ 64.4（黒
雲母），66.2士4.3Ma（普通角閃石）も報告されている（柴

田ほか， 1979)

化学組成 Kutsukake (2002)により， 1試料の主成分元素，

微罹成分元素，希土類元素の分析値が公表されている．

5. 4 新城 トーナル岩

命名 領家研究グループ (1972)が新城市北方に分布す

る深成店を「新城石英閃緑岩」と呼んだことに由来す

る．新城トーナル岩の岩体名をはじめて用いたのは大友

(1985)である．

分布 新城市似jl|」周辺から東隣の三河大野図幅地域内横

川にかけて東西約 16km,南北約8kmに分布する．御油

図幅地域には，その東部を除く全体の3/4程度が，新城

市高里周辺から上半）中にかけて，東西約 11km, 南北約

8.5畑 の範囲に分布する．

岩相区分 岩相は主に黒雲母角閃石トーナル岩からな

る．本図幅地域に分布する新城 トーナル岩を， 主成分鉱

物の鉱物組合わせと容量比，及び粒度に基づき，中粒花

蘭岩相，主岩相，黒雲母トーナル岩相，細粒相，細粒花

糊岩相の5つの岩相に区分したすなわち，最も広く分

布する普通角閃石を含む岩相をを主岩相とし，その主岩

相に対し ， 普通角閃石を含まず中粒 ト ーナル岩—花蘭閃

緑岩質の岩相を黒雲母 トーナル岩相，細粒トーナル岩質

の岩相を細粒相，中粒優白質モンゾ花岡岩質の岩相を中

粒花岡岩相，細粒モンゾ花岡岩質の岩相を細粒花糊岩相

とした

放射年代 本図幅の主岩相につて， K-Ar法により 73.3

土 2.9Ma（普通角閃石）及び68.0土 2.1Ma（黒雲母）

が得られている（内海ほか， 1990)．また，Morishita

and Suzuki (1995) は本図幅の黒雲母トーナル岩相及

び細粒相について，モナズ石の CHIME年代値として，

86.0土4.7Ma,85.2土 3.3Ma,85.5土 5.5Maを得ており，

K-Ar法による年代値は冷去［）年代を示すと解釈している．
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化学組成 主成分元素の全岩化学組成値が Nakai(1976) 

により公表されているそのほか，大友 (1985) には組

成変化図が示されているが，分析値は掲載されていない．

5. 4. 1 主岩相 (Sth)

分布 新城トーナル岩の大部分を占め，新城市鴨ケ谷か

ら上平井にかけて東西約8km, 南北8.5kmの範囲に広

く分布する．

岩相及び産状 中粒の黒雲母角閃石トーナル岩及び角閃

石黒雲母トーナル岩からなる．普通角閃石の柱状の自形

結晶が大きいことが特徴で，長径10mmを越えること

ががある．しばしば有色鉱物の定向配列による面構造を

示す．またレンズ状の暗色包有岩を普遍的に含み，その

長軸方向は面構造に平行になることが多い（第5.5A図）

岩石記載

叫堕角閃石黒雲母トーナル岩 (GSJR87397 /GY131,新

城市臼子北西0.9km,第5.68, 5. 7B囮）

主成分鉱物 ：斜長石 (52.I%），石英 (30.2%），カリ長石

(0.5%），黒雲母 (13.2%），普通角閃石 (39%) 

副成分鉱物：不透明鉱物（02%),燐灰石 (0.1%），ジル

コン，スフェーン

肉眼では平均粒径3111111程度で，自形性のよい柱状の普通

角閃石及び黒雲母の定向配列による面構造が明瞭である．

また有色鉱物はしばしばクロットをなす．鏡下では完晶質

等拉状で，色指数は 17 . 0 である ． 斜長石は自形—半自形で，

長径4.4111111以下であり，累帯構造が顕著である．石英は

長径4.6111111以下で他形，自形の斜長石を包有することが

ある．カリ長石は斜長石や石英等の粒間に産する．黒雲母

は他形ー半自形で，長径2.8111111以下であり，軸色は Y=Z=

褐色である．一部緑泥石化している．普通角閃石は自形ー

半自形で柱状，長径8111111以下である．Z軸色は緑偲色で

あり ，緑辺部が緑色を帯びる累帯構造を示す

5. 4. 2 細粒相 (Stf)

分布 新城市東高松北東方や塩瀬南方に分布するほか，

巴山周辺にまとまって分布する．

岩相及び産状 主に細粒ざくろ石臼雲母含有黒雲母 トー

ナル岩からなる． ざくろ石を欠くこともある．巴山周辺

に分布するものはかなり組成が変化し，黒雲母トーナル

岩相や細粒花問岩相に類似した岩相も認められるが，い

ずれも局所的に分布しており，地質図では区別していな

い．優白質相を伴い，かなり組成が変化する．本岩相は

見かけ上，武節花糊岩に大変類似するが，カリ長石が少

なくトーナル岩質である．輪郭のはっきりしないゴース

ト状の変成岩ゼノリスを含むことがある（第5.5c図）．

塩瀬南方においては，本岩は領家変成コンプレックスを

岩脈状に貫き，付近の領家変成コンプレックス中には，

厚さ数 cm～数十 cmで本岩由来と見られる岩脈が見ら

れる（第5.50図） ．

岩石記載

細粒ざくろ石含有白雲母黒雲母ト ー ナル岩 (GSJ

R87399 /GY140, 新城市東高松北東0.7km,第5.6D, 

5. 7D図）

主成分鉱物 ：斜長石 (48.2%），石英 (37.4%），カリ長石

(0.7%)，黒雲母 (11.2%），白雲母 (22%) 

副成分鉱物 ：不透明鉱物 (0.5%），モナズ石，ジルコン

完晶質等粒状で，平均粒径l111111程度，色指数は11.2であ

る．斜長石は長径4.4111111以下で自形ー半自形， しばしば顕

著な累帯構造を示す．石英は長径4.0111111以下で他形，波

動消光を示す．カリ長石は長径0.4mm以下で他形であり，

斜長石や石英等の結晶の粒間に産したり，斜長石結晶中に

認められる黒雲母は長径2.4111m以下で自形ー半自形， i|哺

色は Y=Z＝褐色であり， 一部緑泥石化する．白雲母は長径

0.8111111以下で自形ー半自形である

5. 4. 3 黒雲母トーナル岩相 (Stb)

分布 主に，新城市岩波，鴨ケ谷東方，杉平の3箇所に

分布するこのほか，新城市巴山周辺にも同様の岩相が

見られるが，分布が小規模なため地質図には示していな

し‘・

岩相及び産状 主に中粒黒雲母トーナル岩及び花閾閃緑

岩からなり，白雲母を含むことがある．巴山ではざくろ

石を含むものも見られる．領家変成コンプレックスの変

成岩類を密接に伴うことが多く， しばしば変成岩ゼノリ

スを含む（第5.5 B図）

岩石記載

中拉白雲母含有黒雲母トーナル岩 (GSJR87398 /GY167, 

新城市杉平北0.7畑n，第5.6C, 5. 7C図）

主成分鉱物 ：石英 (38.7%），斜長石 (37.2%），カリ長石

(3.0%），黒雲母 (19.6%）， 白雲母： （0.9%) 

副成分鉱物：不透明鉱物 (02%），ジルコン (0.1%），燐

灰石，モナズ石

完晶質等粒状で平均粒径2111111程度，色指数は19.6である

石英は長径3111111以下で他形である．斜長石は長径3.6111111

以下であるカリ長石は長径3111111以下で他形であり，自

形―他形の斜長石や他の結晶粒を包有することがある．黒

雲母は長径4.8111111以下であり，自形性が良く ，軸色は

Y=Z＝赤褐色である．白雲母は長径0.6111111以下である

5. 4. 4 中粒花尚岩相 (Stg)

分布 新城市大和田北西約0.9kmの林道沿い 1箇所に分

布するのみである．

岩相及び産状 中粒黒雲母優白質モンゾ花岡岩からな

る．領家変成コンプレックスを貫く厚さ約80111の岩脈

として産出する．領家変成コンプレックスとの境界は岩
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A)主岩相中の而構造とそれにほぼ平行なレンズ状暗色包有店（新城Ihl,1了西北西500111)

B)黒雲母トーナル岩相中の亥成岩ゼノリス（新城市杉平北 400111)

C)細粒相中のゴースト状変成岩ゼノリス（新城市東高松北東700111)

D)領家変成コンプレックス中の細粒相相当の岩脈（新城市大和田南南西600111)

脈東側で確認でき，走向傾斜は N60°E, 80° Nであり，

境界部では優白質な岩相となっている．また，岩脈内で

若干岩相変化を示し，やや優黒質な岩相も含む．

本岩相は新城トーナル岩の他の岩相に比べてカリ長石

が多く閃長花岡岩に近い．また後述の岩石記載にあると

おり，黒雲母の Z軸色が緑褐色である点も異なる．更

に貫入の方向も主岩相や優白質花閾岩祖のそれとは大き

く異なるが，近傍に対比できる他の深成岩体がないた

め，本図幅では便宜的に新城トーナル岩の 1岩相と解釈

した．

岩石記載

中粒黒雲母優白質花岡岩 (GSJR87396/GY088, 新城市

大和田北西約0.9k.Jn, 第5.6A, 5. 7 A図）

主成分鉱物 ：カリ 長石 (37.1%），石英 (34.2%），斜長石

(26.0%)，黒雲母 (2.7%) 

副成分鉱物 ：ジルコン，燐灰右

カリ長石は長径10111111以下で他形であり，パーサイ ト組織

が顕著である．一部にマイクロクリン組織が見られる自

形 — 他形の斜長石粒子を包有する ． 石英は長径 6 111111 以下

で他形であり，波動消光をほとんど示さない．斜長石は長

径2111111 以下で自形—半自形であり，累帯構造は顕著ではな

いまた双晶の発達も顕著ではない．カリ長石との接触部

にはミルメカイトが発逢する．黒雲母は長径1.4111111以下

で自形—半自形であり，軸色は Y=Z＝ 緑褐色である ．

5. 4. 5 細粒花閾岩相 (St!)

分布 新城市大和田，白鳥，高松，田代，赤羽根，見代

の各地において， 主岩相中に岩脈状に分布するほか，新

城市塩瀬の御岳山北方において領家変成コンプレックス

中に分布する．なお，新城市巴山周辺の細粒相分布域内

にも本岩相と類似の岩相が見られるが，分布が小規模で
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第5.6 I図 新城トーナル岩及び苦鉄質岩の研磨面

スケールは各図共通

A)中粒花糊岩相（新城市大和田北西，GSJR87396/GY088), B)主岩相（新城市臼子北西，GSJR87397/GY131),C)黒雲母トー

ナル岩相（新城市杉平北， GSJR87398/GYl67), D)細粒相（新城市東高松北東，GSJR87399 /GY 140), E)細粒花岡岩相（新

城市杉平西， GSJR87400/GYL38), F)苦鉄骰岩 (GSJR8740 I /GY023, 新城市岩波南lkm) 
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第5.7図 新城トーナル岩及び茜鉄質岩の顕微鏡写真

A)中粒花岡岩相（新城市大和田北西， GSJR87396/GY088), B)主岩相（新城市臼子北西， GSJR87397 /GY131), C)黒雲丹トー

ナル岩相（新城市杉平北， GSJR87398/GY167), D)糸Ill粒相（新城市東高松北東， GSJR87399/GYJLIO), E)細粒花岡岩相（新

城市杉平西， GSJR87400/GY138), F)苦鉄質岩 (GSJR87LJQ] /GY023, 新城市岩波南Ik111) 

qtz:石英，kfs:カリ 長石，pl:斜長石，bt:黒雲母， mus:白雲母， hbl:普通角閃石， opq:不透明鉱物，zrn ジルコン
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周囲の細粒相と区別がつきにくいため地質図には示して

v ヽなし‘ •

岩相及び産状 細粒の白雲母含有黒雲母優白質モンゾ花

楠i岩及び花糊閃緑岩かなり，ざくろ石を含むこと が多

い．土岩相中に分布するものは，露出の規模が最大でも

300 Ill程度であり ，岩脈状に産していると思われる新

城市見代では主岩相との貰入面が確認でき， N55 W 42 

NEであり ，チルドマージンは見られないこの向きは，

新城トーナル岩主岩相の大局的な分布方向と調和的であ

る．このことを重視して，地質図では，これらの向きや

周囲のトーナル岩のフォリエーションと調和的な岩脈と

して図示している．

本岩相は 1つの露頭内でも不均質性を示し，岩相を変

化させることがある．

この岩相は武節花岡岩主岩相中の優白質な部分と大変

良く似ており，記載岩石学的に区別することはできない．

本図幅では新城トーナル岩中に産するもの及び新城トー

ナル岩と密接に伴うものを新城トーナル岩の 1岩相であ

る本岩相と解釈している．

岩石記載

細粒ざくろ石白雲母含有製 白質モンゾ花岡岩 (GSJ

R87400 /GY138, 杉平西方0.8km, 第5.6E, 5. 7E図）

主成分鉱物 ：カリ長石，斜長右，右英，黒雲母，白雲母

副成分鉱物 ：ざくろ石，燐灰石，ジルコン

完品質等粒状で，平均粒径0.5111111程度，色指数は3程度

である．カリ長石は長径3.2111111以下で，他形であり，パ

ーサイト構造を示ず他形の石炎や半自形の斜長石を包有

する斜長石は長径2.8111111以ドで半自形ー他形であり，累

9:[4•II’i造が発達する ． 石英は長径 2 . 8 111111 以下で他形であり，

波動消光をほとんど示さない．患塞母は最大粒径1.2111111

以下で， 自形ー半自形であり，！柚色は Y=Z＝ネ約色である・

白雲母は少晶含まれ，長径0.8111111以下で，自形―他形であ

る．ざくろ石は長径0.3111111以 Fである．

5. 5 苦鉄質岩 (Mf)

分布 本岩は，主に本固幅北東部の新城市岩波周辺に

おいて，新城トーナル岩に伴って，東西約4km,南北

約］kmの岩体及び周辺の小岩体として分布するまた，

図幅北西部の岡崎市須淵町南の武節花岡岩中にも，東西

約 lkm,南北約300111の小岩体として分布する．なお，

図幅南西部の豊川市御津町金野周辺などの領家変成コン

プレックス中に分布する同様の岩体も本岩に含めた．

岩相及び産状 新城トーナル岩に伴う本岩の中で，最も

広い面禎をしめるのものは細粒のトーナル岩（一部花糊

閃緑岩を含む）である．これらは新城市東田原東方，岩

波南方，大和田などに分布する．これらに密接に伴って，

または独立した岩体として中粒ー細粒の黒雲母角 閃石石

英閃緑岩が分布する．色指数は40程度である．更にそ

れらの岩相に伴って岩波，大和田北西，大和田東の3箇

所の極限られた範囲に中粒黒雲母角閃石斑れい岩が分布

する． トーナル岩は本来茜鉄質岩には含まれないが， 石

英閃緑岩及び斑れい岩に密接に伴う細粒のトーナル岩は

本岩に含めた細粒トーナル岩質な本岩には，楕円形の

暗色包有岩が含まれることがある（第5.8図） ．本岩は

新城トーナル岩の中でも特に黒雲母トーナル岩相に伴っ

て分布する．境界付近においては， しばしば厚さ数 cm-

数十 cmの岩脈状の本岩が新城トーナル岩黒雲母トーナ

ル岩相を貫く ．

武節花岡岩中の本岩は，斜方輝石を含む中粒の斑れい

岩であるが，露頭状況が悪く ，詳細は確認できなかった．

領家変成コンプレックス中の本岩は主に細粒ー中粒の

黒雲母角閃石斑れい岩ートーナル岩からなり， 色指数は

20 ~ 60であるものが多いが，角閃石を欠くこともあり
さまざまな岩相を含む

岩石記載

細粒黒雲母角閃石斑れい岩 (GS.IR87401 /GY023, 新城

市岩波南1km,第5.6F, 5. 7F図）

主成分鉱物 ：斜長石，石英，カリ長石，普通角閃石，黒雲

舟

副成分鉱物 ：不透明鉱物，スフェーン

完晶質等粒状で平均粒径1mm程度であり，色指数は40程

度の岩石である．斜長石は長径2.2mm以下で半自形ー自

形であり， リムが明瞭な累帯構造を示し，また集片双晶の

発達も顕著である．石英は長径0.8mm以下で他形であり，

波動消光はほとんど示さないカリ長石は長径0.1mm以

下で， ごくわずかに含まれ，他の結晶の粒間に産する．盤

通角閃石は長径2.4mm以下で他形であり， z軸色は淡褐

色である自形の斜長石を含むことがある．黒雲母は長径

2.4mm以下で他形であり，緑泥石化している

放射年代 Nakajima el al. (2004) は，新城市作手の本

岩である中粒角閃石斑れい岩において72.4土 l.2Maの

SHRIMPジルコン U-Pb年代を報告している．

5. 6 武節花問岩

武節花糊岩は岡崎市から豊田市武節町，長野県下伊那

郡根羽村にかけての地域に広く分布し，主に細粒ー中粒

の白雲母黒雲母モンゾ花岡岩からなる（仲井， 1970).

岩体の名称は小出 (1949) が， 愛知県段戸山地北部の細

粒花蘭岩を「武節花岡岩Jと呼んだことに由来する．御

油図漏地域では，その南端部が分布し，図幅地域西端の

岡崎市岩中町から北中部の新城市中河内にかけての東西

約 l6知1, 南北約7k.Jnの範固に分布する．本図幅では，

武節花糊岩を，本分布域の大部分を占める主岩相 (8gb),
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第5.8図 苦鉄質岩中の暗色包有岩

苦鉄質岩に）属する細粒黒雲母角閃イ了トーナル岩は弱い面構造 (N60°W, 70° S)を示

し，それとほぼ平行に仲張した柘円形の暗色包有岩を含む．写真の長辺は約 ]111 （新

城市大和田北東200111, 巴川左岸）

肉眼的に白雲母の含有が明瞭である白雲母黒雲母花岡岩

相 (Bgm)，主岩相よりも更に細粒である細粒相 (Bgf)

の3つの岩相に区分した．

放射年代 武節花岡岩の放射年代値は，最近のものでは

岡崎市北東地域におけるモナズ石の CHJME法によって

77.6士3.7Maなどが得られている（鈴木ほか，1994; 

Nakai and Suzuki, 2003)．このほか，これまでにさまざ

まな手法により放射年代値が求められている（河野・植

田，1966; Shibata and Ishihara, 1979 ;仲井ほか，1985; 

Ishihara et al., 2002). CHIME法以外によるものを第5.

l表にまとめた．

化学組成 主成分全岩化学組成に関して，仲井ほか

(1985) ではそれまでに公表されていた18の湿式法によ

る分析値がコンパイルされているほか，XRF法による

28試料の新たな分析値が公表されている．

5. 6. 1 主岩相 (Bgb)

分布 御油図幅地域では，西端部の岡崎市秦梨町から北

中部の新城市作手中河内にかけての東西約16km,南北

約6kmの範囲に分布し，武節花岡岩の分布地域の大部

分を占める．

岩相及び産状 主に細粒白雲母含有黒雲母モンゾ花岡岩

ないし花怖i閃緑岩からなり ，ざくろ石を含むことがある．

ごくまれに トーナル岩質となるほとんどの場合，肉眼

では確認できない程度の白雲母を含む．鏡下でも白雲母

が確認できない試料も1試料採取された（岡崎市中伊）

が，周囲の主岩相と肉眼的に大きな相違はなく，本岩相

に含めた．

また，本岩相中には， しばしば色指数5未満の優白質

な岩相（第5.9B, 5. lOB図）が認められる．岩質はざ

くろ石を含む細粒白雲母含有ー白雲母黒雲母優白質モン

ゾ花岡岩である．ほとんどが細粒であるが，まれに極細

拉な岩相も見られる．これらは，主岩相分布域の西部に

点在して分布しする（岡崎市オ栗町，秦梨町，古部町）．

いずれも岩相の連続性が悪く ，地質図には図示していな

し‘・

なお，本岩相は通常領家変成コンプレックスに貰入関

係で接するが，岡崎市桜形付近において，断層で接する

露頭が確認できた（第5.11図）

岩石記載

細粒白雲母含有黒雲母花商閃緑岩 (GSJR87404/GY124, 

岡崎市須淵町南東0.6km, 第5.9A, 5. lOA図）

主成分鉱物 ：斜長石 (43.l%），石英 (37.3%），カリ長石
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第 5.1表 武節花岡岩の放射年代値

手法 年代値 文献 備考
黒雲母K-Ar年代 73Ma 河野・植田， 1966 再計算値

Rb-Sr年代 全岩アイソクロン
82.5土3.9Ma Shibata and Ishihara, 1979 SrI=0.7096士0.0002

74.9士8.0Ma Nakai, 1982;仲井ほか．， 1985Srf=0.7095士0.0006
K-Ar年代 白雲母 68.2士3.4,66.0土3.3MaNakai, 1982 

Re-Os年代 モリプデナイト 76.4士0.3 Ishihara et al., 2002 ペグマタイト

CHIME モナズ石 77.6士0.6Ma 本文参照

CHIME法を除く

第5.9図 武節花岡岩の研磨面

A)主岩相（岡崎市須淵町南東， GSJR87404/GY124), B)俊白質な主岩相（岡崎市オ栗町， GSJR87405/GY122), 
C)細粒相 （岡崎市オ栗町南， GSJR87402/GY190), D)白雲母黒雲母花糊岩相（岡崎市桜形東南， GSJR87403/GY185) 
スケールは各図共通

(7.8%），黒雲母 (11.4%)，白霙母 (0.3%)

副成分鉱物 ：ジルコン，燐灰石，不透明鉱物

完晶質等粒状で平均粒径 1111111程度，色指数は 11.4であ

る．斜長石は長径2.8mm以下で半自形ー他形短柱状であ

る．累帯構造の顕著なものも見られるカリ長石との接触

部でまれにミルメカイト が生じている石英は長径4111111

以下で他形であり ，弱い波動消光を示す．カリ長石は長径

4.4 111111以下で他形であり ，自形の黒雲母，半自形ー自形の

斜長石，他形の石英を包有する．黒雲母は長径2.4111111以

下で自形性が良く，軸色は Y=Z＝褐色で，しばしばクロッ

トを形成する．白雲母は小 さいもの（長径0.2111111以下）

が少砿含まれる

細粒ざ くろ石 白雲母含有黒雲母優白質花岡岩 (GSJ

R87 405 /GY 122, 岡崎市オ栗 町 南約0.5k, 第5.9 B, 

5. 10B図）

主成分鉱物 ：石英 (35.3%），カリ長石 (30.1%），斜長石

(29.2%），黒雲母 (3.l%）， 白雲母 (2.2%)

副成分鉱物 ：ざくろ石，ジルコン，燐灰石， 不透明鉱物

完晶質等粒状で平均粒径0.7mm程度，色指数は3.1であ

る．石英は長径2.4mm以下で他形である．カリ 長石は長

径 l.Srnm以下で他形である．斜長石は長径3.2mm以下で，

自形性がよ く累帯構造は顕著ではないカリ長石との接触
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第5.10図武節花i;Kih'｝の副微鏡写哀

A) -Jー：岩1'11 ([i1¥・J1l1(,]'市須淵IIIl|＇：＇1束， GSJR87404 /GY 124), B)｛虻白質な i.i':・+1|（|ililll{,11|iオ栄町， GSJR87405/GY122), 

C) 糸Ill小'l_4•I_1 （岡崎市オ栗町1-}j, GS.I R87LJ02 /GYl 90), D) 白雲 l :J 、'.I. じ」、• / :)化 l,r,i:r'}相（岡 1|か |i桜形東南， GSJ R87LJ03/GY185) 

qlz：石炎，KLぷカリ長石， pl:斜長石， bt:黒雲母， mus:白雲/+J:.

部にミルメカイトを生じている．黒雲母は長径1mm以下

で，i|咄色は Y=Z＝褐色である．白雲母は長径lmm以下で

ある．さくろ石は長径0.6mm以下で少量含まれる

5. 6. 2 細粒相 (Bgf)

分布 岡崎市オ栗町周辺（露出幅は最大で約600111)及

び蓬生町周辺（露出幅は最大で約500111)の2箇所に分

布し，いずれも分布は広くはない．

岩相及び産状 細粒黒雲母花廊閃緑岩を主と し， ざくろ

石や白雲母を含むことがあるまれに トーナル岩質とな

る．主岩相よりも細粒である（平均粒径0.5mm) こと

で区別する．ただし，主岩相のうち優白質な部分はまれ

に同程度に細拉な場合あるが，それらはこの岩相には含

まない．色指数は 10~ 15程度である．
才栗町周辺では主岩相と共存する露頭が観察できる．

この露頭では主岩相は優白質となり ，主として細粒ざく

ろ石白雲母含有黒雲母優白質花刷岩からなる．露頭全体

を通じてやや不均質であり ，主岩相と本岩相との関係は

不明瞭である．

また，蓬生町周辺では，領家変成コンプレックスを伴

って現れ，地質図には示していないが， 50~ 100m程
度のオーダーの互層状に分布するものと思われる．

岩石記載

細粒白雲母ざ くろ石含有黒雲母花岡閃緑岩 (GSJ

R87402/GY190, 岡崎市オ栗町南200111, 第5.9C, 

5. lOC図）

主成分鉱物 ：斜長石 (46.4%），石英 (37.7%），カリ長石

(4.6%），黒雲母 (11.2%），白雲母

副成分鉱物 ：ざくろ石，ジルコン，不透明鉱物，燐灰石，

モナズ石

完晶質等粒状で平均粒径0.5111111程度，色指数は］1.2であ

る．斜長石は長径2.0111111以下で，半自形ー自形短柱状であ

る．累帯構造は顕著ではない．石英は長径2.4111111以下の
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第5.11図 武節花揺i岩と頷家変成コンプレックスとの断摺境界

写真左側（北側）が領家変成コンプレックス，右側（南側）が武節花i萄岩．写

真内には平行な3本の断層があり，中央のものは粘士を伴う ．断層の走向傾斜

はN42゚E,64゚NW（岡崎市桜形西900111)

他形であり，弱い波動消光を示す．カリ長石は長径 l.8111m

以下で他形であり， 自形の黒雲母や自形ー他形の斜長石を

包有するような大き目の結晶として産するほか，他の結晶

の粒間に産する．黒雲母は長径1.2 llllll以下で自形性が良

く，軸色は Y=Z＝褐色である．白雲母は小さいもの（長径

0.2mm以下）が極少最含まれる．ざくろ石は0.5 llllll以下

で極少品含まれる

5. 6. 3 白雲母黒雲母花両岩相 (Bgm)

分布 図幅北西部の岡崎市新居町から須淵町にかけての

地域（東西約3km,南北約 10km) と，岡崎市桜形の地

域（東西約6km,南北約2km)にまとまって分布する

そのほか，主岩相中に局所的に分布するが地質図には示

していない．

岩相及び産状 細粒白雲母黒雲母モンゾ花岡岩及び花商

閃緑岩を主とし， ざくろ石を含むことがある．ごくま

れにトーナル岩質となる．色指数は5~ 11程度である．
白雲母が肉眼的に確認できることにより，主岩相と区別

したただし，極細粒（平均粒径0.5mm程度以下）で

優白質な岩相は肉眼で白雲母を含む場合でも主岩相とし

て扱う ．本岩相の白雲母の量は少ないもので0.5％程度

である．本岩相と主岩相の境界付近では，白雲母量及び

その大きさが漸移的に変化することが多く ，おおむね漸

移関係を示すが，仲井 (1985)は，一部では貰入関係が

認められ，叫痘白雲母花醐岩（本岩相に相当）が中拉黒

雲母花向岩（本報告の主岩相に相当）を貫くとしている．

岩石記載

細粒白雲母含有黒雲母モンゾ花岡閃緑岩 (GSJR87403/ 

GY185, 岡崎市桜形東南約1.2 lun,第5.9D,5.10D図）

主成分鉱物 斜長石 (39.0%），石英 (33.2%），カリ長石

(16. 1%），黒雲母 (88%），白雲固 (2.8%)

副成分鉱物 ：不透明鉱物，燐灰石，ジルコン

完晶質等粒状で平均粒径 lmm程度，色指数は8.8である

斜長石は長径2.8111111以下で累帯構造は明瞭であり，双晶

の発達は顕著ではない．カリ長石との接触部にミルメカ

イトを生じている石英は長径2.4111111以下で他形である

カリ長石は長径2.1111111以下で自形の黒雲母を包有するこ

とがある．黒雲母は長径1111111程度のものが多いが，まれ

に4mmに達するものもみられる．黒雲母の軸色は Y=Z=

褐色である．白雲母は長径1111111程度のものが多く含まれ

る．
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第6章新第三 系

6. 1 研究史及び概要
りゅうせんじ もとじゅく

「御油」地域に分布する新第三系は，竜泉寺層，本宿層，
つくで

作手層，流紋岩岩脈，砕屑岩脈に区分される（第6.1図

第6.2図）．

竜泉寺層及び本宿層 岡崎市市街地及びその東部に分布

する礫岩主体層は， 三浦 (1889) によって洪積層の一部

として認識され， 7万5千分の1豊橋図幅（石井， 1928)

で中部中新世ー中部更新世（当時は中部洪積世と表記）

と扱われていたその後，三浦 (1967MS)に基づき，林・

三浦 (1973)は馬頭南部を模式地とした地層を海成中新

統岡崎層として命名した同じ年，岡崎市の地質をまと

めた岡崎地質調査研究会編 (1973)は，岡崎市（旧岡綺

市東部から額田町西部）に分布する本層を下部の本宿層

と上部の竜泉寺層に区分し，両者を合わせて岡崎層群と

呼んだ竜泉寺層は林 ・三油 (1973) の岡崎層に相当す

る．その後，新編岡崎市史（仲）卜ほか， 1985)でも，岡

齢i地質調査研究会編 (1973)の罰序区分は踏製され，よ

り，［i;細な岩相記載が行われたほかに，未公表であるが

野沢 (1978MS,1979MS)，河野 (1992MS)でも両恩の

研究が行われてきた

閻崎地質調査研究会紬i(1973)以降，岡崎層群は下部

の本宿層と上部の造泉訴尼から構成されると定義され，

イ中井ほか (1985) は，直接関係を示す露頭はないが，池

金町の本宿層（角礫相）の上位に竜泉寺層の円礫岩層の

円礫が認められ両者の層位関係が示唆されるとした．こ

れに対して森山・船木 (1989)は，両者の堆積面の違いと，

本花i)囲の上位に竜泉寺層が発見されていないこと，風化

と堆積面の開析の程度から，本宿層は前期更新世の終わ

りから中期にかけての堆積物としている．

今回の調査の結果，仲井ほか (1985) で両者の関係が

認められるとされた池金町の函頭には，森山・船木(l989) 

の指摘と同じく変成珪質岩しか分布 しなかった． また，

本図幅地域の竜泉寺層は西北西へゆる ＜傾動した丘陵ー

山地平坦面に円摩度の裔い珪質岩（珪質片岩， チャー

ト）などからなる巨礫層が簿く （層厚5m以下） 分布す

るのに対し，本宿層は巨礫岩層からなるが円摩度の高い

珪質岩の巨礫の産出は限られ，その基底面は竜泉寺層の

つくる平坦な堆稜基底面を大きく削って分布する（第6.

3図）．また，本宿層は，少なくとも 2方向からの谷を埋

めた分布形態を示し，かつ層厚も 90111に達するが，イ中

井ほか (1985)，森山 ・船木 (1989) などで本宿層の南

限を限るとされた牧平町か ら本宿町へ至る北東—南西方

（尾崎正紀 ・西岡芳晴）

向の断層は存在せず， 断層角盆地の礫岩層ではないこと

が明らかとなった更に本宿層の礫種は， 周辺の東海層

群とは礫種が異なる．以上のことから，本宿層は，竜泉

寺層の堆積後かつ東海層群の堆積前の堆積物で， また断

層を伴わない巨礫岩層で後背地の急激な隆起が推定され

ることから，中期中新世初め頃の西南日本弧で起こった

急激な広域隆起の時代の堆稼物に位置づけた．

竜泉寺層は下部と上部に細分されており （仲井ほか，

1985)，そのうち本図幅地域には竜泉寺居下部のみが図

幅地域の西端部に分布する．竜泉寺層下部は基底部の巨

礫岩層とその上位の斜交層理の発達する礫岩 ・砂岩層に

区分され，竜泉寺層上部はその礫種の違いから領家変成

コンプレックス上の礫岩層は牛乗山相，花刷岩類上の礫

岩層は小豆坂相と区分されている．本図幅地域では牛乗

山相のみが認められる．竜泉寺層下部は基底部の巨礫岩

から礫店砂岩互層，砂岩層へと上方へ細粒化する，斜交

陀虞がよく発達する浅海性堆積物である．一方，竜泉寺

）屁iIこ部は泥岩 • 砂岩の角礫（偽礫）を多く含む不洵汰な

礫岩，砂料からなり，級化成層，スランプ構造を示し，

洵底斜面や深洵底の環境での乱泥流堆積物主体層からな

ると椎定されている（岡崎地笠調査研究会編， 1973;仲

井ほか，1985). 屯泉寺w,:l.:.;¥11には植物化石や洵棲動物
化石が多く産する（林 ・ニ/il'i, 1973;岡崎地質調査研究

会，1973;仲井ほか， ］985).

作手層 作手団体研究グループ (1991) によって詳細に

調査され，作手礫岩陀と命名されているが，命名ガイド

で地層の基本単位は層 (Formation)とされているため

(Salvador ed., 1994)，本報告では作手層と した本層は，

ほかに［東三河大地のなりたち」の書籍（菅谷， 1984)

でも記述されている．作手層は谷を埋めた分布形態を示

す巨礫岩層で，堆積年代も不明であるが，その類似性か

ら本宿層と同様，中期中新世に起こった急激な隆起に伴

う巨礫岩層に位置づけられる．

珪長質岩脈 珪長質岩脈は主に流紋岩からなり，御油図

幅地域より東方に分布する新第三紀中新世に活動した設

楽火成複合岩体（設楽火山岩団体研究グループ， 1979; 

高田亮 1987) に属するものと考えられる

砕屑岩脈 砕屑岩脈は岡崎市桜井寺町の三河珪石閻の採

石場に分布 し， 礫岩ー礫混じり砂質シル ト岩からなる．

仲井ほか (1985)，森山 ・船木 (1989) のほか，野沢

(1978MS, 1979MS)，河野 (1992MS)でも報告されて
つくで

いる．なお，現在は露頭が確認できないが，新城市作手
t-rm 
由原（北接5万分の1足助図幡内）でも礫岩脈が分布す
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第6.I図 「御油」及び周辺地域の新第三系の分布

等高線（数字は標高）は接峰而図で，岡山 (1988) を節略化

る（川嶋， 1980MS ;吉村， 1995)．何れも含まれる砕

屑物は礫種などから後期中新世末ー鮮新世頃の東海層群

に対比されており ，後述のように桜井寺町の砕屑岩脈中

の礫と基質について実施した花粉化石分析結果とも矛盾

しなVヽ．

6. 2
 

り；l>うせんじ

竜泉寺層 (Ry)

地層名 岡崎地質調査研究会編 ([973) が命名．

浦 (1973) の岡崎層に相当

模式地 岡崎市竜泉寺町竜美池北方100111付近．

林 ・三
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第6.2図 「御油」及び周辺地域の新第三系の層序及び地史

陸域の地）囲・岩体を定義した文献は省略．東海恩群（陶土層は省略）は牧野内 (2001),J;ii;浪）図訓及び師崎層群は入月 (2003),

蜂屋屈は野村 (1992)，北設楽屑群と設楽火成複合岩体は星 (2006)の年代論に基づく ．．i)茫文半烏沖の音靱層序区分は荒井

ほか (2006)による地質年代の区分年代数値は， Berggrenet al. (1995)に基づく

分布 本図幅地域内では岡崎市池金町の丘陵性山地の頂

部に博く分布 し， 竜泉寺層分布域の東端にあたる．本図

幅地域の竜泉寺層の堆積韮底面の標高は200~165111と

定高性があり ，西北西方向へ緩く傾く （第6.3図）

層序関係 本図幅地域では領家変成コンプレックスを不

整合で覆う ．

層厚 本図幅地域内の池金町付近では1~ 5111. 

岩相 竜泉寺層は下部と上部に細分されており（岡崎地

質調査研究会編， 1973)，そのうち本図幅地域には下部

のみが分布する．竜泉寺層下部は更に下部の巨礫岩層と

上部の砂岩 ・礫岩の互層に区分され，本図輻地域の竜泉

寺層はその下部の巨礫岩層のみが分布する（第6.4図）．

本図幅内では露頭条件が悪く，礫が散乱する露頭しか確

認できなかった．それらの礫は最大径2~ 3111の円礫も

多く含む変成珪質岩の巨礫（亜円礫主体）と，大礫ー中

礫サイズの変成珪質岩の円礫及び苦鉄質岩の亜円礫から

なるが，まれに細粒花固岩の大礫ー中礫サイズの円礫も

認められる．なお，竜泉寺層全体の岩相については，岡

崎地質調査研究会編 (1973)，仲井ほか (1985) で詳細

に報告されているので，ここでは省略する．

化石・対比 動物化石（軟体動物化石， 生痕化石など）

や植物化石が産出する（林・ ニ浦， 1973;岡崎地質調査

研究会編， 1973;仲井ほか，1985)．露頭条件が悪く本

図福地域内では大型化石は確認できなかった．貝化石は
あけよ

瑞浪層群明世層の特徴種と 60％が一致 しており，植物

化石も明世層と同じく台島型を示すことから，前期中新

世後半の明世層に対比されている（林・ 三叫 1973;岡

崎地質調査研究会， 1973;仲井ほか， 1985).
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第6.3図 「御油」地域における竜泉寺屈，本宿屈及び砕屑岩脈の分布

基図は国士地理院2万5千分の l地形図「三河宮崎」「御油」「岡崎」「幸田」の一部に基づき作成した埋谷面図（幅250111の

谷を埋積）．第四系は省略．数字は標裔で，等高線の太線は50111間隔，点線は10111間隔を示す
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(0. 53) ｝加訊幅西縁部（池金町）
に分布する竜泉寺層の層準

第6.4図 竜泉寺屈の模式柱状図

竜泉寺陪模式地の柱状図（岡崎地質調奇研究会編，

1973)に，本図幅地城（岡崎市池金町）に分布する

層準を加筆したもの．（）内の数字は珪質片麻岩（本

報告での変成珪質岩）の円礫度

もどじ ．bく

6. 3 本宿層 (Mo)

地層名 岡崎地質調査研究会編 (1973).

模式地 岡崎市本宿町と上衣文町の町界付近，衣文観音

参道東の崖（岡崎地質研究会編，1973).

分布・形態 岡崎市の中部の丘陵性山地一帯に分布する

（第6.3固）．南大須町から夏山町，樫山町へ至る分布域

と，蓮生町方面から桜井寺町，下衣文町へ至る分布域が

大幡町付近で合流し，更に上衣文町，本宿町（グリーン

ごゆ

ランド）に至り ， 分布の西縁は北西—南東走向の御油断
層によって限られている（第6.3図）．

仲井ほか (1985) などで指摘されているように，本宿

層の基底面や礫種から，礫は少なくとも北方の2つの大

きな谷から供給され，大幡町付近で合流する谷埋堆積物

と推定される（第6.3図）．なお， 下衣文町西方や桜井

寺町西方に分布する本宿層の堆積の中心は，基底面の標

高分布から現在の本宿層の分布域よりやや東よりの現在

の谷付近であったと推定される．また，2つの谷とは別

に，現在，本宿屠は分布していないものの，細光町の東

方から砕屑物が供給された可能性もある．

南大須町から夏山町に至る（特に夏山断層以北）の花

岡岩類（武節花閾岩）の分布する地域の本宿層は南北方

向で幅400~ 500111の谷を埋めたような分布を示すが，
本宿層は武節花蘭岩より浸食に強いため，周辺の武節花

岡岩より 20~ 30111の地形的な高まりを形成して分布す
る（第6.3図）．一方，本宿層より浸食に強いと考えら

れる領家変成コンプレックの変成珪質岩上に本宿層が分

布する夏山町や下衣文では，尾恨沿いに簿く分布する．

更に東北東—西南西方向の構造を持つ領家変成コンプレ

ックの変成泥岩が卓越する牧平町，樫山町から上衣文町，

本宿町へ至る地域では，団の地形を呈して本宿層が厚く

分布する．

なお，仲井ほか (1985) では，御油断層沿いにグリー

ンランド付近以外にも本宿層の角篠相が分布するとして

いるが，これらの角礫は綬支持礫岩でない斜面堆禎物と

した方がよく，池令1111，鹿勝川町などの角礫相と共に本

宿層に含めなかった．

地形面 本宿屠の分布域の最仇標高は，本宿町から夏山

町の南部にかけては160~ 200111と比較的安定している
ものの，北側の夏山町柿平では230111,夏山町寺野南部

では280111,南大須町小屋沢西方では410111など急激に

高まる（第6.3図）．これらの標高はある程度まで堆積

面を反映しているとも思われるが，上述のように本宿

層基底面の変化や基盤の変化による分布形態の変化から

見る限り現在の分布はかなり削剥された状態を示してお

り，堆積面の標高そのものではない

層序関係 領家変成コンプレックス，武節花岡岩を不整

合に覆い，竜泉寺層の堆積基底面を大きく削剥する．

層厚 40 ~ 90111. 
岩相 不洵汰な角礫ー円礫の礫支持巨礫岩からなり，大

幡町以南では基底部以外で大礫岩，中礫岩，砂礫岩層主

体層も部分的に認められる．礫種は武節花岡岩，領家変

成コンプレックス（変成珪質岩，変成泥岩，変成砂岩，

変成泥岩砂岩互層（泥質片岩，砂質片岩主体）），苦鉄質

岩（トーナル岩，はんれい岩，花1甜閃緑岩など）を含む．

走向傾斜は露頭範囲では水平的である．

礫は主に少なくとも 2つの大きな谷，すなわち南大須

町夏山付近と桜井下衣文町付近谷沿いから供給されて
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おり，その周辺の基盤を反映して2つの谷で礫種が異な

る．

黒雲母中粒花岡岩を基盤とする南大須町から夏山町北

部に分布する本宿層の礫種は面積比70-80％が花蘭岩礫

からなり，ほかは変成珪質岩 ・変成砂岩 ・変成泥岩砂岩

互隠からなり，面積比5％以下で苦鉄質岩（トーナル岩・

石英閃緑岩など）の礫も含む（第6.6図A-B)．大礫ー

巨礫は花岡岩礫 （主に亜円礫）が多いが，変成珪質岩 ・

苦鉄質岩などの礫（主に亜角礫）も多く含む．中礫は変

成珪質岩 ・苦鉄質岩の亜角礫から円礫が主体で，花岡岩

礫は少なくなる基質は花蘭岩質の粗粒砂岩からなる．

夏山町南端の鬼沢，樫山町， 大幡町付近に分布する本

宿層は，夏山町北部付近と比較すると花蘭岩類の礫は面

禎比70-40％とやや少なく ，亜円礫ー円礫も増える（第

6. 6区IC)．一方で，領家変成コンプレックスの礫は面

積比30~ 50％と増え，その礫も角礫から円礫まで幅広
く，変成泥岩が変成珪質岩より多く認められる．

下衣文町及びその西方に分布する本宿層は，花岡岩類

（両雲母花岡岩 ・黒雲母花商岩），変成珪質岩（変成チャ

ート主体），苦鉄質岩からなり，変成砂岩 ・泥岩砂岩互

層も認められる．南大須町 ・夏山町付近の本宿層 と比較

し，苦鉄質岩（面積比20~ 40%）が多く含まれる特徴
を持つ．特に，北西ほど苦鉄質岩（閃緑岩など）が増え

る傾向にある地質図では省略されているが，岡崎市オ

栗町や秦梨町などには，小さな苦鉄質岩体が頷家変成コ

ンプレックスに貫入し，かつ武節花岡岩にも取り込まれ

ている．下衣文町及びその西方に分布する本宿層に含ま

第6.5図 竜泉寺居基底部の礫

岡崎市池金町北部（第6.3図地点1)

(A):亜円礫からなる変成珪質岩の巨礫．

れる多くの苦鉄質岩礫は，この付近から供給されたもの

と考えられる花向岩類は亜角礫～亜円礫の巨礫ー大礫

を主体として，径1~2111の巨礫を多く含む．変成珪質

岩はときに径lm程度の巨礫も含むが，多くは数十 Clll

の硬質のやや黄色みを帯びた乳白色の角礫からなる．苦

鉄質岩は径 lm程度の巨礫も含むが，多くは径数十 cm

の巨礫ないし大礫からなる．亀甲状の黄褐色等の風化殻

を持つ礫からなり ，表面は軟弱であるが，内部はハンマ

ーで割るのに苦労するほど硬質である．

本宿町付近の本宿層は，基底部は巨礫岩も認められる

が，中上部は中ー大礫岩主体恩かなり，礫質砂岩 • 砂岩

屈も認められる ようになる．礫種は花糊岩類（面積比

40 ~ 60%），領家変成コンプレックス (30~ 50%）， 苦
鉄質岩 (5~ 10%）からなる．上部は中ー大礫岩主体層
でも亜角礫の礫も多い露頭もあり（第6.6図D)，遠方

及び近接する基盤からの礫の供給が推定される．

化石 報告なし．

つくで

6. 4 作手層 (Ts)

地層名 命名は作手団体研究グループ (1991)．な

お，命名ガイド (Salvadored., 1994) により，本報告

では作手団体研究グループ (1991) の作手礫岩層を層

(Formation)とした

模式地 新城市作手高松ー作手白鳥間の赤羽根峠（作手

団体研究グループ，1991)．ほかに作手白鳥ー作手鴨ヶ谷

間や作手田原の長ノ山付近に比較的良好な露頭がある．

(Bl :苦鉄質岩の巨礫．径は l111以下と変成珪質岩よりも小さく，かつ多くが亀甲状に割れ，それが球状に分離

して径 10~ 30cmの礫として散乱しているこ とが多い．
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:J＇； 6. 6 |文| 4¥fi,，J羽i(/）A,:-111 
(A) - (B) 此節花1出i店(「Gs) を不整合に毅っ

て分布する此節花i;{，i店礫を多く 含む礫支持の

篠ビ見号）茫，： （tr¥ 6. 31火IJ也，点2).

この函頭では人―—巨礫岩はほぼ臼雲母．黒雲母細

粒花閥岩の亜角礫ー亜円礫からなり（A),花

岡岩の巨礫ー大礫の間を埋める中礫の多くは変

成珪質岩，変成砂岩，変成泥岩，苦鉄質岩（トー

ナル岩，石英閃緑岩など）の亜角礫ー円礫から

なる（8).この露頭は不整合直上のため武節

花岡岩礫の大礫から巨礫が卓越するが，上位

になるにつれて変成珪竹岩，苦鉄質岩の大ー巨

礫も認められるようになる．

(C) JI|底に臨出する礫支持の巨礫層（第6.3図

地点3)

細粒花棉i岩の円礫ー亜円礫からなる巨礫（最大

径2mを越える）を主体とし，他に変成珪質岩，

変成泥岩，苦鉄質岩からなる角礫ー円礫の巨礫

—中礫が認められる ．

(D)大ー中礫主体の礫支持礫尼（第6.3図地点4)

大ー巨礫（径30~'10cm以下） 主体礫岩恩の

比較的糾粒な部分．円磨度は円礫から角礫な

で幅広く，亜角礫 ・角礫も含む．礫種は細粒

花岡岩 ・変成珪質岩 ・変成泥岩 ・変成砂岩か

らな り， 苦鉄質岩は少ない



分布 新城町の作手黒瀬（北接5万分の 1「足助」図幅

地域内），作手田原，作手高里，作手鴨ヶ谷，作手白鳥

付近にかけて，旧作手村の中央部をほぼ南北に細長く分

布する（第6.7図）．

分布・形態 作手田原の東部の幅約 1.5kmとやや幅広

に分布する地域と，作手田原から作手白鳥へかけて幅

約500111で南北に細長く船底状に分布する地域に分れ

る（第6.7図）．なお，作手田原の東部の東方は崖にな

っており，作手層がより東方に更に分布していた可能性

がある．また，推定される作手恩基底面の等深線図をみ

ると，作手田原から作手白鳥では現在の分布より幅広の

約 1kmの谷地形に堆積していた可能性が高い作手層

は作手白鳥ー作手鴨ヶ谷間の作手席より相対的に浸食に

弱い新城トーナル岩を基盤とするとき周辺より地形的

に30Illほど高まりを作って分布するが，他の浸食に弥

い茜鉄夜岩や領家変成コンプレックスの分布域では逆に

20 ~ 30111ほど凹状の地形をなして分布し，本宿層と同
じ分布形態を示す・

地形面 作手層の堆積離水面はかなり削剥されており地

形面は保存されていないが，分布商度にやや定高性があ

り，ある程度まで反映している可能性がある作手白鳥

西方で標高660~ 670111,作手鴨ヶ谷西方から作手高里
東方で630m,作手田原東方で600~ 570mと，基底面
の等商線と同じように，南方ほど標高は高くなっている

後述のように，少なくとも作手田原ー作手白鳥間の作手

胴の礫の移動は北から南が推定されること，また作手高

里で巴川の谷中分水界が発達することからも伺えるよう

に，この北への分布標高の低下は，この地域の北西方向

への傾動運動を反映していると考えられる．

層厚 30 ~ 70111. 
岩相 径2mを越える巨礫を含む，巨礫土体の礫岩であ

る．淘汰の悪い礫支持岩で基質は花蘭岩質の粗粒砂岩か

らなる．基盤を反映して，作手田原以北と以南で礫種が

異なる．

田原東方付近に分布する作手恩は，武節花固岩起源と

思われる白雲母黒雲母花桐岩及び黒雲母花憫岩の礫（亜

円礫ー円礫主体）が7~9割を占める例えば作手田原

の長ノ山付近の露頭（第6.8図A,B)において径50cm

以上の巨礫 (122個）を調べた結果， 白雲母黒雲母花岡

岩及び黒雲母花固岩花閾岩が 8 1 % ， 花楠i 閃緑岩 • 石英

閃緑岩が8%，変成珪質岩 ・変成砂岩 ・変成泥岩（領家

変成コンプレックス）が7%，フォリエーションのある

片麻状トーナル岩が4％を占めた．一方，大礫ー中礫サ

イズでは花糊岩類と変成珪質岩 ・ 泥岩 • 砂岩の割合はそ

れぞれ45~ 50％でほぼ同じ割合をし，礫径が小さいほ
ど花商岩類の割合が減る傾向にある．なお，作手団体研

究グループ (1991)は砂岩相が閻査地域の北方（作手田

原以北？）で卓越するとしているが，今回の調査では，

風化によって巨礫の細粒花問岩が砂岩卓越層に見える露

頭は多くあるものの，砂岩相は確認できなかった

方，作手田原以南の南北に延びて分布する作手層の

礫は，基盤を反映して，新城トーナル岩起源と推定され

るトーナル岩類の巨礫（円礫ー角礫）や，苫鉄質岩起源

と推定される石英閃緑岩 ・はんれい岩などの礫（亜円礫

ー角礫），領家変成コンプレックスの変成珪質岩 ・変成

砂岩 ・変成泥岩からなる（円礫ー亜角礫）．例えば，作手

鴨ヶ谷南方の露頸（第6.8図C) で大礫以上（径6.4cm 

以上）の礫 (155個）を調査した結果では，個数として

は新城トーナル岩を含む花蘭岩類が40%，領家変成コ

ンプレックスが44%，変成苦鉄質岩が ll％であったが，

巨礫以上（径25.6cm以上）の礫 (38個）では，花岡岩

類が50%，領家変成コンプレックスが26%，変成茜鉄

質岩が24％を占めた．更に，径約50cm以上の巨礫 (8

個）では， 7個が花岡岩類， l個が変成苦鉄質岩であった．

なお，作手団体研究グループ (1991) は，作手田原以南

の作手層に関して，礫種として領家変成岩類（本報告の

領家変成コンプレックス）が多くて花糊岩類は少ないと

している．確かに中礫以下の礫を含めて個数で数えると

領家変成コンプレックスが卓越するが，面積比では圧倒

的に新城トーナル岩を含む花岡岩類が卓越するまた，

作手団体研究グループ (l99l）が極めてまれに流紋岩礫

が存在するとしていたが，今回の調査では確認できなか

った

供給源 上述のように圧倒的に武節花廊岩起源の細粒花

糊岩の礫が多いこと ，長ノ山の北方の黒瀬や善夫にも作

手恩が分布していることから，作手田原東部から長ノ山

周辺の礫は北西から供給されたと考えられる．一方，更

にどの方向へ礫が運搬されたかは長ノ山の東方や南方が

大きく削剥されているため推定できない．

一方，作手田原から作手白鳥にかけて南北に分布する

作手恩は，作手田原以北と比較し，新城トーナル岩起源

と推定される巨礫や苦鉄質岩の礫が極めて多い．また，

多く含む領家変成コンプレックスの礫（特に変成泥岩礫）

は高里以南では作手居分布の近接地域には分布していな

いことから，作手団体研究グループ (1991) と同様に，

作手田原ー作手白鳥間に分布する作手層の礫は北から南

へ運ばれたものと推定される．

作手田原以北と以南の作手恩は共に南方へ礫が供給さ

れたと推定され，また作手田原で分布が接しているが，

両者の分布形態や礫種から判断すると連続し分布してい

た礫岩層とは考えにくい同時代の可能性は極めて扁い

が，お互い異なる礫岩層の可能性もある

対比 作手団体研究グループ (199l) は岩相の類似から

明智礫岩層に対比できるとしたが，本層は濃飛流紋岩と

考えられる流紋岩円礫は基本的に含まない．一方，作手

田原の北 (5万分の l足助図幅内 ：現在露頭なし）で大

試に濃飛流紋岩と考えられる流紋岩円礫を含む地屠が砕

屑岩脈として認められること（川島，1980MS;吉村，
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第6.7図 「御油」地域における作手層の分布

基図は国土地理院2万5千分の］地形図「高里」「三河湖」の一部と，それらに基づき作成した幅

250111の谷を埋栢した埋谷面図数字は標高で，等高線の太線は50111間隠点線は10111間隔を示す

作手層の分布は第四系を省略したもの．地点］， 2は第6.8図の露頭位置

1995)や，本層の基底付近では基質が簡単には掘り出せ

ないほど固結していることから，東海層群（明智礫岩

層など）堆積以前の堆積物と考えられる．概ね南へ礫が

運ばれる谷埋めの分布形態を有する巨礫岩相であること

と，設楽地域の火山岩類を含まないことから，本宿層と

同様，本報告では作手層を 15Ma頃の西南日本弧が急激

に隆起した時代の堆積物と位置づけた．

化石 報告なし．

6. 5
 
珪長質岩脈 (d)

岩体名 特になし．

分布 図幅東端部付近において，ほぼ南北方向に配列し

て，北から新城市塩噸御岳山北方，御岳山南方，上平

井北方の4箇所に分布する．

岩相及び産状 領家変成コンプレックス及び新城トー

ナル岩を貫き，幅5111から数十 mの岩脈として産する．

貫入方向は御岳山南方で確認でき，南北方向で急傾斜

(N6°W, 80°W)であった．
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第6.8圏作手層の岩相

(A)ー（B):作手田原東方の作手恩（第6.7図地点1).

(A) 最上部は赤色化が著しく，礫もクサリ礫となっているものも多いが，下部は固結している．（B)は露頭から掘り

出された巨礫で，これら巨礫を調べると白雲栂黒雲母花岡岩と黒雲母花刷岩が8割程度を占め，他に花向閃緑岩・閃

緑岩，変成珪質岩 ・変成砂岩・変成泥岩（領家変成コンプレックス）などを含む．

(C)作手鴨ヶ谷南方の作手屈（第6.7図地点2)

新城トーナル岩の巨陸を多く含む巨礫岩層．ST 新城トーナル岩（中粒）， STf：新城トーナル岩（細粒）あるいは

武節花岡岩， Mf:苦鉄質岩， Re:変成珪質岩

岩質は流紋岩で，斑晶は10％程度からほとんど含ま

ないものまであり，斑晶鉱物は斜長石及びサニディンで

ある．石基は斜長石及び石英である．

上平井北方では， 1.5mm以下の晶漏が多数見られ，

トリディマイト及びクリストバライトを晶出している．

対比 珪長質岩脈は，岩相や分布の特徴から，「御油」

図幅地域より東方に分布する新第三紀中新世に活動し

た設楽火成複合岩体（設楽火山岩団体研究グループ，

1979 ;高田， 1987) に属するものと考えられる

6. 6 砕屑岩脈 (sd)

岩体名 なし．地域名を付けて「桜井寺礫岩脈」とも呼

称される（河野，1992MS).

研究報告 仲井ほか (1985)，森山・船木 (l989) のほか，

未公表資料であるが河野 (l992MS)の報告がある．

分布・母岩 岡崎市桜井寺町に珪石の二河珪石鉱山の採

石場（第6.3図）で認められ，母岩は領家変成コンプレ

ックスの変成珪質岩からなる

貫入方向 変成岩（主に珪質岩）内に発達する北東 — 南

西方向に発達する断裂に貫入（注入）している．概ね東

北東ー西南西走向で25~ 65゚南傾斜と，南北から東西
走向で西ないし北へ60~ 80゚傾斜した共役関係にある
と推定される断裂によって生じた空隙を埋めている．ジ

グザグに砕屑物は充填され， 一部に枝分かれも認められ

る（第6.9図）．
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岩脈幅 幅は数cm~50cmで， 20~ 40cmのものが多い．

全体と してより標高が低い位償の岩脈露頭で幅が狭くな

る傾向にあり ，10cm以下の露頭もしばしば認められる

ようになる岩脈の長さは露頭で確認できた範囲では水

平的には約200111,垂直的には最も高位地点から80m以

上の深さにまで及ぶ

岩相 礫岩及び礫混じり砂質シルト岩からなる（第

6. 10図，第6.11図）

第6.9図の露頭最上位から 30~ 40111付近 (Ll~ L6 

付近まで）までは， 主に大礫—中礫を含み，凝灰岩—凝灰

質シルト岩の基質を持つ礫質岩からなる．主に基質支持

で，部分的に礫支持礫岩も認められる．

礫が集中している部分は礫が割れ目の空間の途中で詰

まっているような分布を示し，枝分かれした部分では大

礫が認められない最大径25~ 30cmの巨礫も含むこ

ともあるが，概して下位ほど巨礫は少なくなり ，L8付

近以降，巨礫は認められなくなる．標高の高い部分から

20 ~ 30111付近 (L3~ 4付近まで）までは，風化して淡

い黄灰色を呈する極細粒凝灰岩（重鉱物をほとんど含ま

ない）が基質のように卓越する部分があるが，標高が下

位の磁頭では中礫サイズの偽礫 (L5では大礫， L9~ 11 

付近では中礫サイズの角礫—亜円礫）として認め られる

ことが多い．基質は不洵汰なシルト質砂岩から凝灰質シ

ルト店で，祖粒—極粗粒砂サイ ズの石英 ・ 長石 ・ 岩片 を

多く含む．一方，より下位 (L7~ 8より以下）は礫混
じり砂質シルト岩からなり，礫支持礫岩は認められなく

なる．礫もまれに径15~12crn程度の大礫も含まれるが，

中礫 l1本と全体に小さくなる．

礫杜は硬質礫である流紋岩凝灰岩，珪長質岩（チャー

ト・珪竹岩），泥質岩（泥質片岩 ・泥質グラノフェルス）

のほか，似めてまれに円礫岩 ・変成珪質岩 ・花i萄岩の礫

も認められる軟質礫では極細粒ー粗粒火山灰と泥が認

められる．

硬質礫は，ほぼ円礫岩からなる．極めてまれに角礫の

変成珪質岩が認められ，側壁から剥げ落ちたものと推定

される．流紋岩凝灰岩は礫種の中で最も多く認められる

礫で，大ー中礫主体で一部巨礫も含む円礫からなる．し7

付近まで最大径30cm, LlO以下で最大径15~ 13cm程

度の大礫が含まれ，偽礫以外の礫の中で，各露頭で最大

径を示すことが多いチャートは黒色，緑灰色を呈する

中礫の円礫からなり， 一部大礫も含む．L8より下位の

露頭では，礫は径1~2cmの円礫チャートが主体となる．

黒色泥岩はグラノフェルス主体で，中礫を主体とする円

礫からなる．

軟質礫の極細粒—粗粒火山灰と泥は中礫の偽礫状に亜

角礫ー角礫を主体とするが，亜円礫も含まれる．火山灰

は白色を呈するガラス質凝灰岩，デイ サイト—安山岩質

の凝灰岩からなる．泥は黒色を呈する粘土が主体である．

なお，砂は礫としては残り難いためか，認められない
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化石 砕屑岩脈の基質（細礫，砂を含む不洵汰な泥質岩）

と泥の礫を試料として花粉化石分析を行った（第6.1表，

第6.13図）．2試料の花粉化石の産出傾向は類似し，木

本類の割合が高く ，モ ミ属， トウヒ属，マツ属，コナラ

亜属，ニレ属ーケヤキ属を含むが，多くても 20％前後で，

際だって多い種類ではない．草本花粉の割合は低く，イ

ネ科やカャッリグサ科， ヨモギ属が検出される程度であ

る．

産出頻度は低いが，第三紀に繁栄したスギ科メタセコ

イア属タイプ， ペカン属フウ属がみられるまた，全

体として鮮新ー更新統東海層群の花粉化石群集（吉野，

1971 ;尾上ほか， 1986;阿久比町誌編集委員会， 1991)

や瀬戸内中新統の群集（山野井， 2007)とも類似してい

る．以上より，花粉化石は第三紀から第四紀初頭の堆積

期を示唆する可能性がある．しかし，花粉化石が二次化

石であることも否定できないため，明確な時代は特定で

きなし‘・

なお，河野 (J992MS)は米粒大の貝化石（同定され

ていない）や生痕化石状のパイプの産出を報告している．

基質に含まれる海棲と考えられる渦鞭毛藻類の化石は極

めて少なく （第6.13図），硫酸塩鉱物の析出など悔水を

含んだ証拠がないことから，これらの化石は礫に含まれ

ていた化イiと思われる．

形成場 1述のように，下位ほど礫の量が減り，かつ礫

径が小さくな り，岩相は概ね礫岩→礫質砂質泥岩→礫混

じりの砂質泥岩へと変化する．また，平行層理が認めら

れず，），＼II州の），1岩に発達する節理にそってジグザグに貫

入していることから， ヒ位から柔らかい堆積物が急激に

注入されたものと・11［定される．ジグザグに貰入するもの

の全体として北束ー南西）］向かつ垂直方向に発達してお

り，貫入面（壁面）の走向仙斜と割れ目の大きな空間か

ら判断すると ， 砕屑岩脈を生 じさせた割れ目は北西—南

東方向の引張場で形成されたと推定される（第6.12図）．

対比 砕屑岩脈ば農飛流紋岩由来と考えられる流紋岩の

円礫を多く含むことから，その砕屑物は東海層群に属す

る士岐砂礫層，あるいは明智礫層（木宮，1971)に対比

され，近接する竜泉寺層や本宿層由来は否定される（仲

井ほか，1985)．前述の砕屑岩脈中の花粉化石分析結果も，

東海層群由来を否定しない．以上のことから，周辺には

砕屑岩脈の砕屑物をもたらしたと推定できる地層は現在

分布していないが，知多半島南中南部など「御油」地域

に近い地域に東海層群が分布していた時代（後期中新世

末—前期鮮新世；牧野内， 200] ） ，本砕屑岩脈周辺にも土

岐砂礫層に類似した東而層群が分布していた可能性が高

し‘•



レベル

il
 

~
ー

12

胃
---‘ 砕屑岩脈

第6.9図砕屑岩脈の大露頭

撮影地点は岡崎市桜井寺町（株） 三河珪石の採石場（第6.3図地点5)．写真撮影日は2007年 LL月8日．なお，

レベル I~ 12は最上位の平坦面から下位に向かって付した便宜上の数字で，各々の邸さは7111前後
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第6.l01図 砕屑岩脈の岩相1

地点 ：レベル9 （第6.9図参照）

(A)変成珪質岩へ貫入する粋屑岩脈の様子

(B)円礫岩（基質支持一 部礫支持）の様子

Rh:流紋岩， md:泥， t:軟賓珪長質火山灰， D:軟質デイサイト火山灰， M:泥岩（グラノフェルス）， Re:変成珪質岩

(C)泥の偽礫と基質

Mt：礫岩中の基質部分， md：泥の偽礫（約5X 25cmの角礫）
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(B) 

---、9‘,‘9、、:'.、:::、：-9909-9--•‘, ---

り,..............--・・・・・・・・・・・ 

ー、■ 砕屑岩脈

第6.11図砕屑岩脈の岩相 2

地点 ：レベル l2（第6.9図参照）

(A)砕屑岩脈の貫入の様子

(B) (A)のスケッチ

(C)礫混じり基質岩の様子

礫混じり泥質岩で粗粒物質が減って，礫もチャートの円礫 (1cm程度）が目立ち，流紋岩礫（邸）は少なく，

かつ中礫サイズが主体となる
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s
 第6.12図 砕屑岩脈賀入面の方向のステレオ投影

砕屑岩脈の壁而を下半球ステレオ投影．0のみ破砕

部を伴う断圏．

草木花粉など

イ ；
サ

盃~ I I i 
科｝クコ 拿
スメヌマ コ ナ 節
ギタガ

シ 科セヤデラ 属 レ カウ
木草不ダ コ科サ 属 展ア属 ヌスヤナ、
本本明類 スイ 1 ワ Iハカハコカ I ニシマイ ツギ 渦
花花花胞 ト ギャヒ ペ グクアシバンナガケ シウシカナウミカ リツヨ鞭
粉粉粉子モ ツウマ汗l」汗l」ノカ ルルサバノノブラ シャ フ ラルキエノコズズイグカタモ毛

：：： ガヒツ土土キン ：：： ：：：ダ：：：キキナ亜亜キ ウ キシギデキギキラネサミデギ藻
● I 戸 属属属属~属属属扇属厩属属属属 属属属属属属科属属科科節厩属類

: ：：14l=r ： ：：：ル［・11・i: ： :••ごし·•.1.1. •.. [ ［° ° ° I. 
so 100% 

木本花粉

第6.13図 砕屑岩脈の花粉分析結果

分析 ：パリ ノ ・サーヴェイ株式会社

第6.1表の花粉化石群集から作成．出現率は，木本花粉は木本花粉化石総数，

より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した．●0は1％未満を示す．

照．

草木花粉・シダ類胞子は総数

試料については第6.1表を参
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第6.1表 砕屑岩脈の花粉化石群集

分析 ：パリノ ・サーヴェイ株式会社

G-D9-4はレベル9の砕屑岩脈中の泥の偽礫， G-D11-1はレベル11の砕屑岩脈の基質（不洵汰な砂質シルト）．

試料採取地点は第6.7図を参照

和名
-++-

木本ィヒ粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属

スギ科スギ型

スギ科メタセコイア型

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

ペカン属

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属ーアサダ属

ハシバミ属

カバノキ属

ハンノキ厩

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

ニレ属ーケヤキ属

フウ属

シラキ属

ウルシ属

ニシキギ属

カエデ属

シナノキ属

ウコギ科

ヌマミズキ属

学名

Arboreal Pollen 

Abies 

Tsuga 

Picea 

Pin.us 

Taxodiaceae Cryptomeria Type 

Taxodiaceae Metasequoia Type 

Taxaceae-Cephalotaxaceae-Cupressaceae 

Carya 

Pterocarya 

Jug/ans 

Carpinus -Ostrya 

Colylus 

Betula 

Alnus 

Fagus 

Quercus subgen. Lepidobalanus 

Quercus subgen. Cyclobalanopsis 

Ulmus-Zelkova 

liquidambar 

Sapium 

Rhus 

Euonymus 

Acer 

Tilia 

Araliaceae 

Nyssa 

lonicera 

1

)

8

8

3

4
7
4
5
0
5
3
3
1
3
9
7
2
0
2
3
2
2
0
 

一

ん

2

2

2

1

0

 

ー

（

D
 
G
 

4

)

2

7

2

3

1

0

8

5

5

3

6

6

1

3

2

9

2

1

 

0

1

 

り
‘，
 

D

(
 

G
 

2
 

2

2

 

草本花粉 Nonarboreal Pollen 

イネ科 Gramineae 

ヵャツリグサ科 Cyperaceae 

タデ属 Polygonum 

タデ属サナエタデ節ーウナギツカミ節 Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon 

ArtemlSla 

9

5

 

．
 

6
 

不明花粉 Unknown Pollen 

Unknown ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

Pteridophyta and Bryophyta Spores 

other Pteridophyta spores 

other microfossils 

Dinoflagellata 

TOTAL 

Arboreal Pollen 

Nonarboreal Pollen 

Unknown Pollen 

Pteridophyta and Bryophyta Spores 

Total Number of Pollen & Sp_ores 

2
 ，
 

シダ植物・コケ植物胞子

他のシダ植物胞子

その他の微化石

渦鞭毛藻類

合計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ植物・コケ植物胞子

総花粉・胞子

19 41 

3
 

141 

27 

2 

19 

189 

0

7

9

1

7

 

1

4

6

 

2

2
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第 7章第 四系

7. 1 研究史及び概要

研究史 「御油」図幅地域における第四系は， 7万5千分

の1地質図幅「豊橋」（石井，1928) によって，上位段

丘面堆積物が古期更新層，中位・低位段丘堆積物が新期

更新層，低地の堆積物が現世層と示されたのが最初の報

告であるその後，建設省計画局 ・愛知県 (1963)，糸

魚川 (1976)，井関 (1980a, b)，桑原 (1981)などに

よって，本図幅地域を含む東三河平野の第1!_I:l系が総括的

に研究された．豊川流域に発達する段丘堆積物の区分及

び対比については，町田 ・大倉 (1960)，岡田 (1976),

木村ほか (1981, 1982)，水野 (1984)，木村 (1988),

堀(1998)などが報告した建設省計画局・愛知県(1963),

桑原 (1981)，堀 (1998) はボーリング資料を検討する

ことで地下地質についても記載した特に堀 (1998)は，

小坂井層，豊川層，沖偵）罰について，地形と地下地質

を組み合わせて解釈することで，海水準変動との関連

から最終間氷期（約 12万5丁・イト前 ：MarineIsotope Stage 

(MIS) 5e)以降の形成史を議諭したその他に，本図

幅内の各自治体によって各地域の地質について報告され

ている（岡崎市 ：新編岡崎市史編集委員会編， 1985;額

田町史編集委員会編， 1986,新城市 ・新城市誌編集委員

会編， 1980;作手村誌編纂委員会編， ]982,豊川市 ：池

田， 1973；新編豊川市史編集委員会編， 1998;一宮町編

纂委員会編， 1976；御津町 ：池田， 1990；音羽町 ：荒巻，

2001). 

本図幅内の第四系の年代については，後述する地層以

外からの年代決定可能なテフラなどの明確なデータが得

られておらず，地形面の対比などによる中期更新世以降

の相対的な時代しか推定されていない．新城市作手地域

における後背湿地堆積物の地下に分布する湿原堆積物と

段丘堆積物からは，姶良 Tn,ホーキ，オドリ ，鬼界ア

カホヤ，天城カワゴ平，富士大沢スコリアという更新世

末期から完新世に至るテフラが報告され，同様の年代を

示す放射性炭素年代が得られている（大野原湿原研究会

編，1989, 1991, 1993, 1995)，また，豊川市豊津町に

おける豊川河床の豊）1|層から得られた Crassostreagigas 

（マガキ） 化石を用い，約3万年前という放射性炭素年

代が得られている（中尾ほか， 1991)．ただし，豊川層

は最終間氷期に堆積した可能性も指摘されており（堀，

1998 ;中島ほか，2008)，得られた放射性炭素年代につ

いては精査が必要である．

（中島礼）

概要 本図幅地域における第四系は，平野部（豊川，音

羽）II及び御津川流域蒲郡台地）とそれ以外の山間部地

域に区分して記載する．

平野部における中—上部更新統は， 下位より矢部層，

小野田層，旧期扇状地堆積物，豊）1|層，小坂井層，新期

扇状地堆積物，石田層に区分される．ただし，旧期及び

新期扇状地堆積物については， ．堆積年代の幅が広く ，ほ

かの段丘堆積物と堆積年代が重複する可能性がある．上

部更新統—完新統は主に低地に分布する沖積層（後背湿

地及び谷底低地堆禎物，自然堤防堆積物，旧河道堆積物）

である．特に豊川流域では， 豊川本流性の段丘堆積物と

支流性の扇状地堆積物が発達し，豊川の両岸において豊

川右岸及び左岸台地を形成している（第7.1図 ；第7.2 

図）

山間部における第四系は，未区分上位段丘堆積物，末

区分下位段丘堆積物，沖積層（谷底低地堆稜物，後背湿

地址積物）に区分される．段丘堆精物には，扇状地性と

河川性の礫が混在して含まれる．

地表で観察できない地下地質については，既存ホーリ

ング資料を検討した．資料については，豊川市，小坂井

町で保箭されている ものに加え，桑原 (1981)，建設省

計画局 ・愛知県 (1963) による浅雇ボーリング資料，深

井戸資料（経済企画庁， l973 ;盟橋市地下水保全対策協

議会事務局編， 1986;国土）i,1988) も検討した．

7. 2 平野部（豊川， 音羽川，御津川流域と蒲郡

台地）の第四系

7. 2. 1 矢部層 (Yb)

命名・定義 木村ほか (1981)によって初出し，木村

ほか (1982) で記載された矢部礫層を矢部層と改めた．

豊川上流の右岸においてみられる河成の上位段丘面群

の一つである矢部面を構成する地層である（木村ほか，

1981, 1982)．木村ほか (1981, 1982) は，上位段丘面

群として矢部面と信玄面を認め，それらの構成層として

矢部礫層と信玄礫層を定義した．しかし，木村ほか(1981,

1982) による矢部礫層と信玄礫層は，層相や風化の程度

などから両者の区別は困難と考え，本報告では両者をま

とめて矢部層とした．堀 (1998)は本層の地形面を最高

位面とした．
やつかほ きよし、だ

模式地 新城市八束穂の清井田（木村ほか，1982;西隣

「三河大野」図幅内）．

層序関係 地形面としてみられる新城市杉山周辺では，
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凡例

□埋立地 ［二］崖錐堆積物 口□豊川層
ロ後背湿地・谷底低地堆積物［口］ 低位段丘堆積物 [il]旧期扇状地堆積物
こ□浜堤堆積物 巳二］ 新期扇状地堆積物 冒□小野田層
ロニ 旧河道堆積物 ［口〗 小坂井層 二 矢部層

□□ 自然堤防堆積物 ［口］ 福江層 二ジュラ～白亜系

第7.1図 盟川流域における第四系の分布概略図

太線は第7.2図に示した断面図の測線．
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第7.2図 股川流域における第四系の地質断面図

断面図の測線は第7.1図を参照．太い縦線ば側線に近接するボーリング地点



本層は新城トーナル岩を不整合で毅い，小坂井層及び沖

稜層の堆積面によって開析される．それより豊川の下
とうじ t-) 

流域では地形面は認められず，豊川市東上町周辺では，

旧期あるいは新期扇状地面によって開析される．木村ほ

か (1982) によれば層厚は20m以内とされるが，本図

幅内では8m以内の層厚が観察される．

分布 豊川右岸台地における新城市信玄周辺から豊JII市

東上町周辺まで分布する．

層相 2 ~ 30cmの中ー巨礫サイズの亜円一円及び亜角礫
からなる洵汰の悪い砂礫層から主になる（第7.3図，第

7. 4図 B)．礫種は領家深成岩や変成岩類，設楽火山岩

類が多く，クサリ礫になっていることが多い．偏平な形

態の礫が多いまた，風化の程度によっては礫がマサ状

になり ，基質との区別がつかないことも多い．基質表

面は全体的に赤―橙色化している．上位には1~ 4111の
赤色土壌（マンセル色表示で2.5YRの色相）が菫なる．

豊川市東上町周辺では，砂礫層の下位に泥層， 砂質泥層，

中礫や炭化物が点在する中—祖粒砂層が観察される（第

7. 4図 B)．また，この泥層には層厚約7cmのベージュ

色のテフラが挟在される（第7.4区IC)．このテフラは

粘土化しており ，鉱物は検出されなかった．

対比 木村ほか (1981, 1982) は，本層と豊川左岸台地

の小野田層を対比したが，小野田層には本層に挟在され

る泥層やテフラがみられないため，対比できるかどうか

は明らかでないまた，本層の砂礫が小野田層の砂礫よ

りもより風化を受けているため，本層は小野田層よりも

旧期の堆積物である可能性がある．

7. 2. 2 小野田層 (On)

命名・定義 木村ほか (1981)に初出し，木村ほか (1982)

で記載された小野田礫層を小野田層と改めた（中島ほか，

2008)．本層は，豊川上流の左岸においてみられる河成

の上位段丘面群の一つである小野田面を構成する地層で

ある（木村ほか，1981, 1982). 

模式地 豊橋市石巻小野田町（南隣「豊橋及び田原」図

幅内）．

層序関係 模式地周辺では約9111,本図幅内では約5m

の層厚が確認できたが， 基底部が確認できないため， 全

体の層厚については明らかでない木村ほか (1982) に

よれば恩厚は約20mに達する．豊川市金沢町や新城市
ひとくわだ

鍬田では，本層が地形面としてみられるが，豊橋市石

巻西川町周辺では，上位に新期扇状地性堆積物が重なる．

分布 豊川左岸台地における新城市一鍬田，豊橋市石巻

西川町，豊川市金沢町周辺に分布する．

層相 2 ~ 20cmの中ー大礫サイズの亜円一円礫からなる
洵汰の悪い砂礫層である．くさり礫が多く含まれる．細

砂ー細礫が礫層の基質を構成する．上部は赤褐色化（マ

ンセル色表示で5YRの色相） している．砂 ・泥層が挟

在する場合がある新城市一鍬田においては，シルトー

粗粒砂が基質の亜円—亜角礫が挟在する場合もある（第

7. 5図A)．豊川市金沢町における本層上部には円磨度

の低い設楽火山岩類の中ー大礫が挟在する（第7.5図 B).

第7.3図 模式地周辺における矢部暦の砂礫J門

新城市杉山における中ー大礫サイズの亜円礫｝翌ツルハシの長さは45cm
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第7.4図 豊川市東上町における矢部層 ・IEI期扇状地堆積物の柱状図

A:矢部層の砂泥層と旧期扇状地堆積物の亜角礫恩の境界部

土化 したテフラ（矢印） ．

B
 
矢部層の亜円礫層．C 矢部層の泥層に挟在する粘
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第7.5図 小野田層の砂礫尼

A: 新城市—i秋田における露頭中ー大礫サイズの亜円礫と亜角礫が混在する ． ツルハシの長 さは 45 cm . B・豊川市金

沢町における露頭．設楽火山岩類の偏平な礫が目立つ．ツルハシの長さは45cm

対比 木村ほか (1981)は新城市の北東に分布する高位

段丘面の構成層（本図幅の矢部屈に相当）と本層を対比

しているが，新城市の堆積物は全体的に赤色化し，マサ

土の基質が特徴であるため，本層とは特徴が類似しない．

また，矢部層に含まれる礫は，小野田層のものよりも風

化の程度が激しいため，矢部層は小野田層よりも古い堆

稼物である可能性がある ． 新城市―•鍬田における層相は，

豊川本流性の河川性の礫だけでなく ，支流性の旧期扇状

地堆稼物も同時に混在している可能性がある．

7. 2. 3 旧期扇状地堆積物 (fo)

定義 嵩位段丘堆積物に対応する，中ー後期更新世にお

ける上位の扇状地面を構成する地層である．木村ほか

(1981) は，豊川右岸と左岸における支流性の旧期扇状

地面を構成する地層をそれぞれ足山田礫層と平野礫層と

したが，本扇状地堆積物は上記の礫暦を含む

層序関係 山麓部では基盤と接している様子が観察でき

る場合があるが，ほとんどの場合，下限は不明である

豊川右岸台地においては約30111の居厚が報告されてい

る（木村ほか， 1981)．本堆積物の堆積面は，新期扇状

地堆栢物や石田層，沖栢層の堆積面に開析される．

分布 豊川右岸台地においては，新城市を流れる野田川

以西，豊川市大崎町以東に広く分布する．豊川左岸台地

においては，間川流域である豊橋市石巻西川町，石巻萩

平町，新城市富岡に分布する．音羽川台地においては音

羽川，西古瀬川，山陰川流域に分布する．蒲郡台地にも

分布する．

層相 豊川両岸の台地における本堆積物は，洵汰の悪

い中ー巨礫サイズの亜角一角礫から主になる（第7.6図）．

基質は泥ー細礫からなり ，橙色―赤褐色化している．本

層の上位には茶褐ー赤褐色土（マンセル色表示で5YR,

2.5YRの色相）が重なる．礫種は，それぞれ隣接する

山地から供給され，内帯側は領家変成コンプレックスや

領家深成岩などの岩石，外帯側は三波川変成コンプレッ

クスの岩石からなる．クサリ礫となっていることが多い．

礫質砂 ・泥層が挟在する．

対比 本堆積物には堆積年代を示すテフラなどの証拠が

なく，風化の程度も場所によって異なるため，それぞれ

の分布域の本堆積物が同一の時期に堆積したとは限らな

し‘

7. 2. 4 豊川層 (To)

命名・定義 本層は，小坂井面を構成する礫層の小坂井

層の下位に分布 し，下位より砂礫層，砂層，泥層から

なる（中島ほか，2008)．本層は従来，小坂井泥層（土，

1960など），小坂井基底礫層（堀，1998) などと呼ばれ

ていた地層である．
やわた

模式地 豊川市八幡町の地下，標高ーL0~2mの層準（中

島ほか，2008)

層序関係 本層は渥美階群相当層を不整合で覆い，小坂

井恩に不整合で覆われる．「豊橋及び田原」屈幅内では，

下位より約5~ 8mの砂礫層， 2~ 5mの砂層，そして3

~7mの泥層から主に構成されることが地下地質から推

定されている（中島ほか，2008)．本図幅内では豊川河

床に約50mの連続露頭が観察されるだけで， 上下層と

の境界はみられず，現河床礫によって覆われる．露出し

ている地層の層厚は1~ 2m程度である（中尾， 1991,

松岡ほか，1997).

分布 南隣「豊橋及び田原」図幅内の地下における分布

が主で，豊川右岸台地の豊川市と小坂井町の標高約ー20

~5mに分布する．渥美湾沿岸域の御津低地や渥美湾海

底面下においても連続して分布する．本図幅内において

は，豊川市豊津町における豊川にかかる金沢橋より上流

の右岸河床に露出する．
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層相・化石 本図幅内における本層は洵汰の良い泥層か

らなり ，貝や植物のほか，昆虫，フジッボ，有孔虫，魚

などの化石の産出が知られている（第7.7図 ；荒巻 ・池

田， 1986;中尾，1991;松岡ほか， 1997)．貝類につい

ては， Crassostreagigas（マガキ）を主体とするカキ礁

が観察され，カキ礁からは T!-apeziumlira/um, Patelloida 

pygmaea lampanicola, Fluviocingula elegantula, Clithon 

sowerbianus, Cerithideopsilla djadjariensisなどが，カキ礁

周辺の泥層から Tegil/arcagranosa, Macoma incongruaな

どの汽水域の河口や干潟に生息する種が報告された（松

岡ほか，1997)．植物化石は Pinus parviflora, Abies firma 

など針菓樹3属3種，広葉樹3属3種が報告され，花粉化

石は Fogus,Pinus, Quercus, Sciadopiり／sが優位に産出した

（松岡ほか，1997).

対比・年代 本図幅において，豊川層 とした豊川河床の

露頭は，上位及び下位層との関係が明確でない．また，「豊

橋及び田原」図幅内の豊川層の泥層の北限（上限標高約

2m)は，豊川河床の露頭（標高約 10m)より約5km南

西にあり，距離と標高の不連続性から両者の対比は困難

である．しかし，本区l幅周辺において海生化石が多産す

る海成泥層は豊川層か沖積層しかないこと，海成層であ

る豊川層は，河成層である小坂井層によって上部を削剥

第7.6図 旧期扇状地堆籾物の中ー1,:礫サイズの亜角礫層
豊川市東上Ill.「の露頭．中央の白いスケールは 1111.

第7.7図 機川市盟副Il-「における盟川河床に露出した盟川庖

A:カキ礁の化石．B:植物の艇化石．
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されていること（中島ほか，2008)，小坂井層は河床露

頭周辺にまで分布している ことから，かつて豊川層は豊

川河床の露頭周辺にまで分布していた可能性がある．上

述の理由より本報告では，豊川河床の泥屈を豊川屈の泥

層と して扱った

堀 (1998) は「豊橋及び田原」図幅内における懺川層

と沖積層の湘成泥層が同程度に内陸に分布し，それら

の恩序関係から，豊）1|層を最終問氷期 MIS5eの堆栢物

であるとした 一方，中尾ほか (1991)は，豊川河床

の露頭から採集した Crassostreagigasを用し‘て29,690土

350yrBPという放射性炭素年代を報告したこの値は，

これまでに「盟橋及び田原」図幅内の豊川阿から報告さ

れた貝化石の放射性炭素年代（約26,000~ 34,000yrBP: 
池田， 1974;池田 ・松井， 1976;池田， 1990) と調和的

である．しかし，これらの年代値は，報告当時の測定法

の限界に近い3万年前後の値である ことや，その時代が

縄文海進と同程度の洵成層を形成するほどの高海面であ

ったことは疑わしい（堀， 1998)．したがって，上記の

放射性炭素年代値についてはさらなる検討の余地がある

と思われる．

堆積環境 中尾 (l99l)，松岡ほか (1997)，松岡 (1998),

中尾 (1998) は，標閥 l7 ~ 20mを豊川庖堆栢時の海岸
線と仮定し，古地理図を作成した（第7.8図）．豊川河

第7.8図 盟川陪iHi私時の古地理図

床の豊川阿の貝化石群集は河口付近の干混群集， 小坂井

町から豊川市の地下に分布する豊川層の貝化石群集は内

湾砂 ・泥底群集に相当し，それらの分布と古地理因に

おける地理的分布は調和することがわかる（松岡ほか，

1997)．また，第7.8図の海域と「豊橋及び田原」図幅

に広く分布する福江l曹の分布は類似しており ，中島ほか

(2008) の指摘のように福江層と豊川層は対比される可

能性が高い

7. 2. 5 小坂井層 (Kz)

命名・定義 豊川右岸の小坂井面（土， l960)と左岸の

盟橋面（土， 1960)，豊川両岸の中位段丘下位面 (Mil)（木

村ほか， 1981, 1982) を構成する河川性の段丘堆核物で

ある．いわゆる“小坂井礫層”あるいは“豊橋礫屈”と

呼ばれる堆栢物であるが，中島ほか (2008) によって小

坂井層と定義された．木村ほか (1982)による新城礫層，

賀茂礫層，石巻礫暦も本層に含まれる．

模式地 南隣「豊橋及び田原」図幅内の小坂井町小坂井

の五社稲荷神社で観察される露頭（中島ほか， 2008).

層序関係 本層は，新期扇状地堆積物によって毅われ，

段丘面は沖積層及び石田層の堆積面によって開析され

る．豊川両岸の陸上では約 lOmの層厚の本層が観察で

きるが（第7.9図A)，ボーリング資料では 10~ 20m 

゜

仁コ海域
巨 l・ii.l!ff集
Eコl)、li窃砂． ilt'.li(群集
● 化石発地

ヒ~ ヒー-
~ Okm 

松岡ほか (1997)による．湘岸線は椋高20111の等向線に基づく ．本図幅の臨川層の貝
化石Pは地は，古盟）1|の河口部に位置する，
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に達する．

分布 豊橋右岸台地においては豊川市から小坂井町にか
やなし 、

けて，豊川左岸台地では豊桶市賀茂町，新城市八名井，

一鍬田に広く分布する．音羽）II台地では豊川市国府町か

ら赤坂にかけて分布する．

層相 本層は洵汰の悪い中礫サイズの亜円礫を含む砂礫

層から主になる．中礫サイズの亜角礫や大ー巨礫サイズ

の亜円礫も含まれる場合がある．偏平な亜円礫も多い

クサリ礫をわずかに含む．礫種は設楽火山岩類が多く，

豊川本流系の礫といえる（木村ほか，1982)．層厚20~ 
30cmの中粒砂 ・泥層を挟在する場合もある最上部に

は黒ボク土壌—褐色土壌が重なる（第 7 . 9図B).

対比 本層は本図幅地域において，下位層との関係は明

瞭ではないが，南隣「豊橋及び田原」図幅では，豊川

層と福江層を覆い，段丘面は沖積面に開析される．豊

川層（または福江層）の堆萩年代は明らかではないが，

海成泥層の分布などから MIS5eと推定されている（堀，

1998 ;中島ほか，2008)．したがって，本層の堆積年代

はMIS5~ 2（約12万5千年前―約2万年前）の範囲と推
定される．

7. 2. 6 新期扇状地堆積物 (fy)

定義 後期更新世における中位の支流性扇状地面を柚成

する地層である．木村ほか (1981,1982) は，豊川右）『

と左岸における新期扇状地面を構成する地層をそれぞれ

上長山礫層と牛川礫恩としたが，本堆萩物はこれらを含

む．

層序関係 本層による扇状地面は旧期扇状地面を開折

し，また本層は中位段丘面の柚成尼である小坂井層を閉

う．沖積面によって開析される．本堆粕物の層厚は明確

ではないが， 5111程度である

第7.9図 新城市一鍬田における小坂井層の砂礫屈

分布 豊川右岸台地に広く分布し，豊川左岸台地におい

ては，間川流域である豊橋市石巻西川町，石巻萩平町，

新城市富岡に分布する．そのほかに音羽川や山陰川流域，

蒲郡台地にも分布する．

層相 本層は中ー大礫サイズの亜角礫から主になる．洵

汰が悪く，基質は茶褐―橙色を呈する．クサリ礫はほと

んどみられない層厚lm程度の礫質砂 ・泥層が挟在す

る場合がある．上位には黒ボクや黒褐―橙色の士壌が重
さんぞうご

なる．豊川市三蔵子町周辺などでは，層厚2~ 3111程度
の泥炭層植物片を含む泥層砂層がみられる場合があ

るこれらの地域は新期扇状地の扇端付近に位置したた

め，細粒な堆積物が堆積したためと推定される．

対比 本堆積物には堆積年代を示すテフラなどの証拠が

なく，礫や基質の風化度合いも場所によって異なるため，

それぞれの台地における扇状地堆粘物が同一の堆積年代

であるとはいえない本層は中位段丘面を橙い，本層の

作る面は低位段丘や沖精面に開折されていることから，

MIS5 ~ 2の間に堆積したことがいえる．

7. 2. 7 石田層 (ls)

命名・定義 中位段丘である小坂井面や旧期あるいは新

期扇状地を閣析し，沖積面によって開析される低位段丘

の構成層木村ほか (198], 1982) による豊川右岸台地

の石田礫層豊川左岸台地の庭野礫層，間川礫層は本層

に含まれる．

模式地 新城市野田の中市場面方（木村ほか， 1982).

層序関係 本）轡は豊川右片において小坂井面や新期扇状

地面を開折し，盟川左）『において小野田面，小坂井面，

新期扇状地面を開折する．），し底部は函出 していないが，

新城市石田における本）『｝の）f’91:）り！は約8mである．

分布 豊川流域においては，既橋右岸及び左岸台地にお

A:中ー巨礫サイズの亜円礫層．露頭の高さは約9111.B:露頭最上部に重なる黒ボク土壌．下部の白いスケールは

l 111. 
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ける新城市域に分布する豊橋市賀茂町の間川流域にも

小規模に分布する．

層相 本層は，中礫ー巨礫サイズの亜円ー円礫からなる砂

礫屈である（第7.10図）．円磨度が低い中ー大礫が目立つ．

本尼の上面は黒ボク —黒褐色土壊に毅われる ．

対比 本層には堆積年代を示すテフラなどがほとんどみ

られないため，本層の対比や堆梢年代の決定は困難であ

る．堀 (1998) によれば，盟川流域の沖積層の基底礫層

の縦断面を上流に延長すると，石田層の縦断面に滑らか

につながる（第7.11図）．したがって，本層は沖栢層基

底礫屈に対比され，最終氷期後半の下位面最大低下期頃

に形成されたと考えられる（堀， 1998).

7. 2. 8 後背湿地及び谷底低地堆積物 (bm)・自然堤

防堆積物 (nl)・旧河道堆積物 (ac)・崩積堆

積物及び沖積錐堆積物 (c)

これらの堆積物は， 最終氷期最盛期（約 2 万年前）—完

新世にかけて形成された低地に分布する河川性の堆積物

である．豊川低地においては，後背湿地堆積物（腐植質

な泥層 ・砂質泥層），自然堤防堆禎物 (3m程度の砂層 ・

泥質砂層 ・砂礫層），旧河道堆租物 (3m程度の泥層 ・

砂質泥層）が分布する．池田 (1973)や木村ほか (1982)

は豊川右岸の豊川市豊津町において下位段丘面を認め，

木村ほか (1982) は牧野礫層を定義した．しかし，周辺

の豊川の自然堤防堆積物との分布や層相に違いがみられ

ないため，本図幅では牧野礫層を自然堤防堆積物に含め

た．豊川及び音羽川低地の地下には，約10~ 20mの砂

ふr-`iぶ謬濯I■なら9

礫層からなる河川性の沖積庖が分布する．

7. 3 山間部の第四系

7. 3. l 未区分上位段丘堆積物 (tu)
Iiっち おと おととも入

山間部の鉢地川，青木川，男川，乙川，巴川流域に分

布する上位段丘面の構成思である．中づ又礫サイズの亜

円ー亜角礫層からなるため，河川性と扇状地性の礫が混

在していると推定される．礫種は後背地の岩石がほと

んどで，巴川流域では深成岩類が，その他では変成岩類

が多い．基質が赤褐ー茶褐色に風化していることが多く ，

クサリ礫も目立つ．段丘面は未区分下位段丘面と 沖積面

に測折される．堆積年代を示すデータがないため，それ

ぞれの河川流域における対比も困難であるため，未区分

の上位段丘堆積物としたただし，風化の程度や後述す

る未区分下位段丘との層序関係などから，本堆積物の堆

積年代は中ー後期更新世と推定される．

7. 3. 2 未区分下位段丘堆積物 (ti)

未区分上位段丘面を開析し，沖積面に開折される下位

段丘面を構成する砂礫層である．分布や礫の特徴は上

位段丘堆租物のものと同様である．空中写真等に基づ

き，地形面が認められるが，露頭として観察できる場合

は少ない作手団体研究グループ (1991)によれば，新
つくでき tおか

城市作手清岳における本堆租物は中礫サイズの亜円—亜
角礫層からなり，上面には黒ボク土壊が重なる．また，

層厚約8cmの始良 Tnテフラが見つけられている（作手

第7.LO図 新城市石田における石田｝円の砂礫屈

円磨度の低い礫が目立つ．ツJレノ、、ンの長さは45Clll. 
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「豊橋及び田原」 固幅範囲 「御油」図幅範囲
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第7.11図 戯川流域の段応(1i1-.而，埋没面及び現河床の縦断耕：高投影図

堀 (1998) を・;{|i改．HTT:最高位段 l"i:而（本図1111,,；(/）矢；’f|＼而に相当），HT:高位段 1予而（木図幅には相

当する段11面 はない）， KBG:小坂井）i'.'i)，し）J'i:礫｝t,1 （本図I|lhiの盟川庖基底礫阿に相当），KM:小坂井居中

部泥｝r'i（本図1111,¥(/）！!¥，:JI|}曽の泥層に41l‘'i)，MT:1|1位段斤： （本図幅の小坂井恩に相当），ABGand LT :沖

積｝iりと低｛立段11.（本図ll間の石田陀に相‘'D,MM:沖積｝1・’1中部泥居．

第7.12図 岡障市鉢地III-［における末区分上位段丘堆栢物の砂礫）阿，：

大—巨礫サイズの亜角礫が目立つ ． ツ Jレハシの長さは 45 cm
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団体研究グループほか，1989;作手団体研究グループ，

1991). このテフラを挟在する地点以外の本堆積物には

年代を示すデータがほとんどなく，各流域における堆積

物の対比も困難であるため，未区分の下位段丘堆積物と

した．未区分上位段丘面と沖積面との関係などから，本

堆積物は上部更新統と推定される．

7. 3. 3 後背湿地及び谷底低地堆積物 (bm)

山間部の河川流域に分布する低地の沖積層を谷底低地

堆積物とした地下地質の資料がほとんどないが，主に

河川性の砂礫層や氾濫原の泥質層から構成される ことが

推定される．新城市作手地域における巴川低地の地下地

質については，ボーリング調森が行われ，テフラや花粉，

堆積物の化学分析に基づき， 層厚4111程度の主に泥炭か

らなる更新世末期から完新世にかけて存在した湿原堆積

物であることが明らかとなった（大野原湿原研究会編，

1989, 1991, 1993, 1995)．この湿原は古大野原湿原と
なが C) や t

呼ばれるまた，同地域の長ノ山堀原においてもボーリ

ング調査が行われ，地下地質が研究されている（大野原

湿原研究グループ， 1993)．古大野原湿原堆積物からは，

更新世末期のテフラである姶良Tn(AT)，ホーキ，オドリ，

完新世のテフラである鬼界アカホヤ (K-Ah)，天城カワ

ゴ平 (Kg)，富士大沢スコリア (F-0s)が報告され，ま

た，炭化物を用いることで，同様な更新世末期ー完新世

の放射性炭素年代が得られている（大野原湿原研究会編，

1989, 1991, 1993, 1995)．一方，長ノ山湿原の泥炭堆

積物（層厚162cm:沢井，1993) からは，更新世末期の

テフラは産出せず，完新世の K-AhとKgが産出してい

るため，古大野原湿原よりも長ノ山湿原がより新期の湿

原堆積物であることが報告された（沢井， 1993).

7. 4 人工堆積物

谷／池埋立地 （r) 岡崎市牧平町や豊川市赤坂台では，

緩斜面の谷地形を埋め立てて工業用地や団地が造成され

ている．

盛土 (am) 豊川用水事業によって造成された新城市富

岡の大原調整池と豊川市平尾町の駒場調整池において，

地質図に表現できる程度の盛土がみられる．その他に，

豊川右岸台地の段丘及び扇状地上の農業用水などに使用

するため池の堰堤に小規模な盛土がみられる．
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第 8章 地質構遮及び重力

8. 1 断 層

ここでは，地質調査の結果を踏まえて，主に中新世以

降に発達した地質構造について述べる（第8.1図）．なお，
ふこうず

周辺地域には伊勢湾断層，高浜断層，深溝断層などの逆

断層群や，水窪断層などの横ずれ断層が活断層として周

辺地域で多く認められるが，「御油」図幅地域内で活断

層と確認された断層はない（岡田，2001).

1)中央構造線

関東から九小卜1に至る西南日本弧の外帯と内帯とを分け

る大断層である．「御油」地域を含む三河地域では，豊

川沿いに発達し，東は赤石山地西縁へ，西は三河湾南岸

へと連なる（第8.1図）．

中央構造線は新城市以東では露頭調査からは20~ 80 
度の北傾斜が認められており（家田 ・松岡， 1996)，地

質断届としては領家帯と三波川帯が4妥する北傾斜の断層

と考えられている．なお，新城市の西方では中央構造線

は分岐し（岡田，2001など），設楽地域に分布する中新

統を切る

「御油」及び周辺地域の中央構造線は，ボーリング調
1,,,,_,¥',¥ 

査によって渥美半島西端の伊良湖l岬と立馬綺の間（山田

ほか， 1984) と，新城市の市街地以東の露顕調査（家田・

松岡， 1996など）で位置が確認されているものの，そ

の間については第四系が広く覆うため正確な位協は分か

っていない

例えば20万分の1地質図「豊橋J（山田ほか， 1972)

及び「豊橋及び伊良湖岬」（牧本ほか， 2004) では，中

央構造線を松沢ほか (1963) に従い小坂井町南部付近に

通し，渥美半島西端と新城市以東の間を連続させている

が，重力異常のデータからみる限り豊橋平野で大きな食

い違いが認められる（沢井ほか， 1994；池田， 1998など）．

例えば，第8.2図の重力異常図では，見かけ上約3幻11

以上の左横ずれが推定される地震探査による豊橋平野

'の地下構造調査（愛知県， 2003, 2004 a, b)では山田ほ

か (1972) の位置に基づいて中央構造線の位置が想定さ

れ検討されたが，その位置は特定できなかった．第8.2 

図の重力異常から推定される中央構造線の位置は，愛知

県 (2003) の地震探査南北断面ではD層と E層との境

界が最も深い位置にある部分にあたり，再解釈の必要が

あると思われる．

沢井ほか (1994) は，豊橋平野における中央構造線の

食い違いの理由を豊橋東側のブロックが左回転をしなが

ら北上した結果と説明している．本報告では，中央構造

（尾崎正紀）

線の左横ずれ変位と共に豊橋平野地下のすり鉢の凹構造

を説明するため，後述のように豊橋平野東縁沿いに中央

構造線を切る南北方向の断屠（豊橋断層）を推定した（第

8. 1図及び第8・ 2図）・

中央構造線及び後述の北縁に発達する中央構造線に平

行な後述の断層群からは，第四紀後半の段丘面などに変

位を与えている証拠は得られていない（岡田， 2001).

松沢ほか (1963)は小坂井町南部付近に中央構造線が存

在するとしたが，豊橋平野の南北方向の地下構造調査

（愛知県， 2003 ) でも，後期中新世末—鮮新世以降の地層

（東悔層群及びそれより若い時代の地層）と推定される

A-C層に変位を及ぼす断層は確認されていないまた，

三河湾でも中央構造線の沖積層への変位は確認されてい

ぇ［し、 (;Jヽ）ii（まカ', 1991). 

2) 中央構造線北縁に発達する東北東ー西南西方向の断層
し J かヽ

新城市腔染から一宮町上長山， 豊川市八幡町に，少な

く とも 2 つの東北東—西南西方向の断層が中央構造線に

並行して領家変成コンプレックス中に発達する．これら

の断屈は妙橋平野の北縁に発達し，長さは15k.J11以上に

及び，新城市盟栄の東方へも連続する可能性が高い．

本図幅地域内では断層露頭を確認できないが，岩相分

布や直線的な組織地形の発達から， 断層の傾斜は垂直に

近いと推定される 三河高原南東縁の比衛500~ 600111 
にも及ぶ急斜面の形成を担った断層の一部と考えられ，

本宮山断層崖と も呼ばれ （辻村， 1924, 1932)，想定さ

れる断層がリニアメント で示されたが （岡田， 1976),

具体的にこれらの断層が上部更新統以降の地層に変位を

及ぼした証拠はない（岡田， 2001)．なお，岡田 (1976)

の第3図と第4図で示されたリニアメントの一部は，後

述の御油断層や領家変成コンプレックスの岩相境界に一

致する（地質図参照）．

上記の 2 つの断層は本宮山の 1.8 いn 西方の北北西—南

南東方向の断層（後述の豊橋断層）に切られ，見かけ上

100 ~ 200111左横ずれの変位を受けている．また，本宮
山東方にある西北西ー東南東走向の断層にも切られ，見

かけ上，右横ずれの変位を受けている．

以上の2つの断層のほかに，中央構造線に沿う断層と
ざし 、か

して，豊川市北部の千両町 ・財賀町から平尾町 ・八幡町

に至る地域に，北東—南西方向に直線的に走る直線的の

4つの断層が2.5~ 8kmあるいはそれ以上の長さで存在
する．見かけ上，左横ずれの変位を伴う断層で，縦ずれ

変位を想定すると領家変成コンプレックスの構造から北

西側落ちの断層変位が推定される． 一部は後述の御油断
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層を切ると思われる．上述の2つの断層との関係や形成

時代は不明である．

3)豊橋断層 （仮称 ：一部推定断腔）

豊橋断恩は，中央構造線を見かけ左横ずれに数 km以

上変位させ，すり鉢状の地下構造の豊橋平野を作ったと

推定される北北西ー南南東方向の断屈である．断層は豊

橋平野東縁を通り，その北は「御油」図幅地域内の豊橋

市加茂町から豊川市松原町を通り ，更に北の本宮山の西

沿いを岡崎市河原町に達すると考えられる．なお，地質

区lでは変位が確かめられる本宮山の西側のみを地質断層

として描いたが，上長山町以南は第四系に覆われて正確

な位置が分からないため，地質区1に位置は示さず，地質

図に添えた地質概略図に示した．

上記の豊橋平野の地下構造調査（愛知県，2003,

2004) によると，豊橋平野の地下は P波，S波速度

構造から A-E居に区分される．A-C層は P波速度

l. 6 -2. 2 km/ sec の東海層群—完新統， その下位の D 層

は P波速度3.9~ 4.3 (S波速度 l.6~ l.9) で，基盤と

解釈される E層の上位にあり，明確な反射面が認めら

れない堆積層とされている（中新統にしては大きな速度

を示し，時代も未詳である）．A-C層は東西反射面 (Hl4

調査イ則線）でみると，層厚は約200~ 250111で， ほぼ水

平であるが西にやや厚く，東の平野東縁で薄くなる傾向

にあり， A-C層を見る限り推定される豊橋断屠は変位

を及ぼしていない 一方， D層は最大深度1,400111にま

で分布し，その分布は重力異常のデータとも調和的であ

る（第8.2図）．豊橋平野の地下構造調査では，断層の

存在は示されていないが，本報告では，上記の構造のう

ち，Hl4調査側線の D層と E層の西傾斜の境界部分を

断尼と考え，1,400111以上の垂直変位がある正断層と推

定した

一方，その北但ll延長部の本宮山の西沿いの断層沿い

に分布するする領家変成コンプレックスの地質構造（片

理構造が約30゚北傾斜）からは，豊橋断層は見かけ上約

1kmの右横ずれ，あるいは500~ 600111東落ちの変位が

推定される．また，地形的にも，断屈を挟んで東側の稜

線が西側のそれに比較し100~ 200111ほど嵩くなってい

る．

以上のように，中央構造線の左横ずれ変位と豊橋平野

のすり鉢状構造を説明するために，西落ち正断層として

豊橋断層の存在を推定したが，現状では確実なものとは

いえない今後，中央構造線の正確な位置の把掘，豊橋

平野のすり鉢状構造形成メカニズムの解明のため，周辺

の地質学的検討も加えた豊橋平野の地下構造調査データ

の再解釈及びボーリング調査が望まれる．

4)御油断層及び音羽川断層

五井山地と観音山地の間の北西ー南東方向の谷沿いに

発達する長さ 15kmほどの断思である．これまで，井関

(1969)，岡崎地質研究会編 (1973)，糸魚川 (1976)，岡

田 (L979)，仲井ほか (1985)，池田 (1998)，岡田 (2001),

原瀬 (2005) などで報告されている．なお，井関 (1969)

が音羽川断層または御油断園と呼んだため，両方の名前

が上記の文献でも混在し，かつ断恩の位置も異なって

いたこのため，本報告では，岡崎市山綱町から鉢地
こt

町 ・豊川市長沢町 ・赤坂町を通り，南で豊川市平尾町駒
んば

場に至る北西—南東方向に延びる地質断層を御油断屈と

呼び，赤坂町で御油断層から分岐し音羽川沿いの沖積層

の分布する谷に延びて豊川市国府町に至る断層（池田，

1998)を音羽川断層と呼んで区別した（第8.1図）．なお，

音羽川断層は伏在かつ推定断層のため地質図には表現し

ていないが，地質図に燃えた地質概略図に位置を示した．

御油断層 本宿町付近の御油断層の露頭は現在確認でき

ないが，本宿町のグリーンランド造成時にグリ ーンラン

ドと西側の山地と の境界で露頭が出現し，破砕帯が70

~85mほど確認された（岡崎地質研究会編，1973)．そ

のうち2個所で断層と本宿層との関係が認められた．ー・

つは走向傾斜N50°W90゚の断層に幅20cmで本宿層の礫

岩恩がはさみ込まれた露頭，もう 一つは本宿層が珪質片

麻岩（本報告の変成珪質岩）と N51°W90゚の断層で接し

ている露頭である．何れも北西ー南東方向の垂直断層で

ある．

なお，グリーンランド北西約 l.5 kinの山中小学校南

東の露頭 (5万分の 1「岡崎」図幅内）でも， N45-60°

W,南落ちの断層によって粘土層を挟む本宿層が引きず

られている露頭が記載されている（岡崎地質研究会編，

L973)．この断層の延長部として本宿町グリーンランド

の北沿いに断層が引かれ， 前述の南側の北落ちの断層と

あわせて2つの正断層が発達し，その間を本宿層が分布

していると推定されていた（岡崎地質研究会編， 1973).

森山ほか (1989) も，その北側の断層について，宝蔵寺

裏山と県立岡崎養護学校の上の平頂尾根を本宿礫暦（本

報告の本宿層）の堆租面と仮定した場合，この断層は約

50mの垂直変位が認められるとしていた．しかし，宝

蔵寺裏山に礫岩磨はなく，むしろ裏山は削剥された基底

面を示すと考えられ，御油断層の北側の断層として推定

される断層両側の本宿層の分布から判断して，そこに断

陪が存在する とは必ずしも言えない．また，領家変成コ

ンプレックスの調査でも断思の存在は確認できなった．

以上の理由から，本宿町付近の御油断層は1本の断層と

して地質図に示した．

御油断層は，今回の調査結果に基づく領家変成コンプ

レックスの岩相から判断すると ，見かけ上，豊川市長沢

町付近で約500m, 同市赤坂町付近で2.5k.Jnの右ずれ変

位が見稼もられる（地質図参照）．岩相分布を規制する

片理構造が長沢町関屋付近で北傾斜30~ 50度，赤坂町

付近で北傾斜10~ 30度であるため，例えば関屋付近で

約35゚傾斜だとすると 350~ 400m,赤坂町付近で約 15°

傾斜だとすると約700111の北落ちの垂直変位で，上記の

- 83 -



60 ゴt
 

-

〔

▽
`•応:：.1/9ーー／虐芯

ゃ

□

ふ・・
．．
 
忍
診

令・

委
．．
 f. 
i
 

/
[
 

患
禽
ヽ

勺

ヽ

山

，ヽ.`
•
井五

5

/
 

／
 

．
 

/
 

炉

J
菱

翁□口
炉

0
マ

`

t/，'， 
辺ュ

・／
三

孔

'‘

西
ベA

f

..• 
，
四

/ロ

ー戸
ド

マ
*

/

,

0
・
ぢ

17 
k
 
10
-

戸
ッ

y、

一゚＿

知
多
半
島
べ
、
[男

＼
て

．
 

\

/
代
＼
人
〗
》

．．
 
，令

/ 逆断／呂

／ 正断/['i
ト活構造

彦 板ずれ断／罰

メ 背斜構造

9‘ 

＇ 
9 推定地質断陪

＇ ・・・.. 地買断籾
．． ．．．． （見かけ上，垂直変I立役勢）.. 
ダ・ 地竹1/）『陪i.. ... /' （見かけ上，検ずれ変Iti.俊勢）
.;・'中央枯造腺
／ （一部，活断肘と重複）

三波）111ii：ー秩父帯度界

40 

/／三f）／、ジ□三／
／点

-(． 

o・'/  / .,-600, 

第8.］図 「御油」及び周辺地域の断層分布

等高線は国土地理院発行の20万分の］地勢図「豊橋J「伊良湖岬」と「名古屋」の一部を基図として， 2kmの谷を埋釉

し作成した埋谷而図（数字は標高：111).地質断層の分布は岡田ほか (2000, 2001)，牧本ほか (2004) に見づき，「御油」

地域のみ今回の調蒼結果による．活断層は産業技術総合研究所 (2007) に，悔域は荒井ほか (2006)に基づく ．
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第8.2図 「御油」及び周辺地域の上方接続残査重力図と活断庖

牧本ほか (2004)の第2図（上方接続残査直力図）の一部に，第8.l図の断居，地形名の一部を巫ね合わせたもの

上方接続残杏重力匝lはコンター lrngal（ミリガル）で，負値には影をつけてある．重力異常や）周辺地質から盟橋平

野東縁に断恩（盟橋断恩と仮称）を推定し，本宮山西緑沿いの断恩に連続させ，北條斜の中央構造線を切っている

と解釈している

右ずれ変位が説明できるなお，その延長部は，領家変

成コンプレックスの分布から推定すると，豊川市の平尾

町で北東ー南西方向の断層に切られるまた，その西方

延長郎は第四系に製われ不明である．

一方，中期中新世の本宿隠はその南限を御油断層に切

られているが，その南西方向の延長を宝飯山地中央部の
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北東—南西に延びる凹地に求めた場合，約 300m の垂直

変位を見積もることができる．また，地形学的には御油

断層を挟んでは，南西側の宝飯山地の方が北東側の観音

山地西部と比較して 100m前後高く（第8.1固），重力

異常でも御油断層を挟んで，断層の南西側が高重力域を

示す．

音羽川断層 音羽川断層は谷中分水界（豊川市長沢町関

屋の西）の存在や音羽川沿いの直線的な谷などから断層

線谷と考えられている（池田， 1998)．しかし，領家変

成コンプレックスの岩相分布からは特に大きな食い違い

は認められない．岡田 (1979)では，断層沿いの一部に

河谷や尾根筋のわずかな系統的食い違いが認められるこ

とから，左ずれの水平変位が予想されるとしているが，

岡田 (2001) では確実な左ずれの証拠ではないとしてお

り，活断層の可能性は極めて低いとしている．

5)夏山断層 （新称 ：推定断層）
ぉし、だし＇ら

岡崎市生平町から岡崎市の夏山町寺野，木下町，切
つくでなかごうち

山町，更に新城市の作手中河内へと連なる東北東—西南

西方向の推定断層である．断層露頭は確認できなかった

ので推定断層としたが，領家変成コンプレックスと武節

花岡岩との境界に位置するだけでなく，武節花岡岩の同

ー岩相内にも リニアメン トが明確に発達すること，南

大須町から夏山町に至る本宿層の基底面や分布の頂部の

椋高が寺野付近を梃に南側で約120m低く なっているこ

と，本来浸食に強い領家変成コンプレックス分布域が武

節花岡岩分布域より標高が50~ 70mほど低くなってい
ることから（第6.3図），南落ち変位を持つ実在断層の

可能性が高いなお，夏山断屈の一部は森山・船木(1989)

の額田断層に 致する．

活動時期は本宿層が堆積した中期中新世以降と推定さ

れるまた，本宿屈基底面の等高線を見ると，断層のす

ぐ北では急な南傾斜，その北方では緩やかな北傾斜，断

層の南側ではゆるい南傾斜を示すことから，北傾斜の逆

断層による変形も推定される．なお，第四系を切ってい

る露頭は，今回の調査では確認できなかった．

8. 2 地殻変動

三河高原や渥美半島及びその周辺では，北への傾動を

示す地殻変動が認められる．Hiroki(1996) は堆積シー

クエンス毎の海浜堆積物の変化から，渥美層群堆積時（酸

素同位体比ステージ11~ 9) は平均0.28m/kyrで沈降
していたが， 33万年前頃を境に平均0.17m/kyrの隆起

に転じたとしている．また，荒井ほか (2006)は浜松沖

の前弧斜面堆積物の調査から，渥美沖層群（上部鮮新統

～中部更新統）が堆積し外縁隆起帯の背斜構造が形成さ

れ，渥美沖層群堆積の後期に中央隆起帯が発達し始めた

こと， 85万年以降に南南東へ傾く傾動が生じ，小規模

な共役正断層が形成され，この小規模正断層の発達終了

後に浜松沖層群（中部更新統～）が堆積し渥美半島沖断

層系が形成し始めたことを明らかにしている（第8.1 

図）．更に， Yamajiel al. (2006)は掛川層群（後期鮮新

世～前期更新世）の小断層解析から，掛川層群に認めら

れる正断層は200万年前頃から発達したとしている．

6.6で述べたように「御油」地域において，現在は周

辺地域に分布しない東海層群起源と推定される堆積物が

岡崎市桜井町の砕屑岩脈中に認められることから， 三河

高原南部に鮮新世末以降，東悔層群が著し く削剥された

隆起（北ないし北西への傾動運動）があったことが推定

される．三河高原南部には北流及び南流する谷中分水界

を伴う巴川も認められ，上記の地殻変動を反映している

と考えられる．

上記のような第四紀以降の三河地域南部の北ないし北

西への傾励運動は，西南日本外縁撓曲（鈴木， 2004) を

形成する逆断層（遠ヽ州断層系など）構造が作る上盤側の

背斜構造の，より陸側の北傾斜部分の運動を見ていると

考えられる．

8. 3 重力

第8.2図は，地例訓杏所 (2000) に基づいて地表地質

との対応をみるために作成された上方接続残差重力図

である （牧本ほか， 200/J)．深部構造による重力異常を

2kmの上方接続値により除外しており，深度1k.J11程度

までの構造が抽出されている．

第8.2図で最も特徴的なことは，三河湾から豊橋平野，

御油地域南東部を通り，伊那山地に至る負の残差重力帯

の存在で，中央構造線の位置とほぼ一致する．ただし，

推定される中央構造線の位置は豊橋平野で食い違いが認

められており（沢井ほか，1994など）， 8.1で述べたよ

うに，本報告では豊橋平野東縁に断層（豊橋断層と仮称）

を推定し，北傾斜の中央構造線を切っていると解釈した．

本図幅地域の主体をなす領家変成コンプレックスや領

家花岡岩類が広く分布する中央構造線以北は概ね正の残

差重力域となっている．そのうち，負の部分は地形的に

低い部分で，また急変部は地質断層，活断層の位置によ

く対応している（第8.1図参照）．ほかに，本図幅地域

の東方の設楽地域には直径lOk.Jn弱の負の残差重力域が

存在するが，コールドロンに対応する環状の陥没地形を

反映しているとされる（牧本ほか， 2004).
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第 9章応用 地 質

9. 1 珪石鉱 山

本図幅地域では三河珪石と呼ばれる珪石が採掘されて

いる．三河珪石の鉱床は本図幅地域領家変成コンプレッ

クスの見かけの層序上部の変成珪質岩卓越層中に分布す

る．これらの変成珪質岩はすべて黒雲母帯に属す．この

帯の変成珪質岩は原岩である尼状チャー トの構造がよく

保存されている．珪石鉱床では変成珪質岩の石英の純度

が高い部分がフェロシリコン，人造けい砂用の鉱石とし

て利用されている（百石ほか，1965;松島ほか， 1966,

忠内 ・今井， 1967)．原岩である層状チャート は泥質な

簿層を律動的に挟み，その厚さや頻度は場所により異な

る．伊藤 ・中 (1947)及び伊藤 ・中 ・高橋 (1948) によ

れば三河珪石は成分中にアルミナが多く ，鉄分が少ない

という化学的特徴を有する．

9. 2 石材 ・砕石

本図11罰地域の豊川以南では，三波川変成コンプレック

ス御荷鉾ユニッ トの変成かんらん岩，変成角閃岩及び変

成斑れい岩が砕石として利用されているまた，豊川以

北では領家変成コンプレックスの見かけの層序中部の塊

状変成砂岩が砕石として利用されている．

岡崎市周辺の武節花岡岩は，古くから良質な石材とし

て採取され，地場作業として岡崎の発展を支えてきた．

それらは「岡崎みかげ」や「三州みかげ」と呼ばれ，さ
ち：bうめ

らに地城や品質により「うす石」「中目」「青目」などと

呼ばれている（仲井， 1985).
，，）かたち：9うがヽし

御油図幅地域内に産するものは， 「額田中目石」と呼

ばれ，岡崎市夏山， 桜形，井沢，大高味，南大須，中伊

などで採掘された岡崎町夏目北東方の採石場は現在も

稼行中である（第9.1図）．白色中目で粘りがあり彫刻

等に適しているとされる．墓石，墓の外柵， 敷石，灯ろ

う，臼などに利用された 2002年度は約5,000tが採石

された（中江庸， 2004；額田町史， 1980;下坂，1988).

9. 3 温 泉

金原 (1992)によれば，本図雁地域には豊川市平尾町

に濡泉が存在する．愛知県鉱泉誌 (1993) によれば，豊

川市平尾町2箇所，御油町1箇所の温泉があり，その泉

質は単純鉄 (II)泉もしくは低弱「生弱酸性冷鉱泉である．

いずれの温泉も現在は利用されていない．豊川市平尾町

（宮崎一博 ・西岡芳晴 ・中島 礼 ・尾崎正紀）

の湿泉は金原 (1992)の位置図から推定すると領家変成

コンプレックスの見かけの層序下部でざくろ石箪青石帯

に属する変成砂岩卓越層の分布域にあるこの付近には

東北東—西南西走向の高角推定断思が変成砂岩卓越層中

に発達する．豊川市上長山町本宮下には「本宮の湯」が

ある．源泉は領家変成コンプレックスの見かけの層序下

部でざくろ石董青石帯に屈する変成砂岩卓越層の分布域

にあり，部分的に変成砂岩を旧期扇状地堆積物が覆って

いる．源泉付近には東北東ー西南西走向の高角断層が存

在する．岡崎市山網町には岡崎竹千代温泉がある．周囲

の地質は領家変成コンプレックスの見かけの屠序上部で

黒雲母帯に属する変成泥岩とこれを不整合に覆う本宿層

が分布する．源泉付近には北西ー南東走向の高角断層（御

油断層）が存在する．

9. 4 地下水

本図幅における水資源は，山問部においては河川から，

豊橋平野においては主に河川や地下水から供給されてい

る．豊橋平野の北縁部である豊）1|右岸台地には，扇状地

面や段丘面が広く分布しているために豊富とはいえない

が，工業用水などの水資源は地下水に依存する ことが多

いこの地域の扇状地及び段丘堆積物は主に砂礫層から

構成されているため，雨水や山地からの流水が伏流水と

なり ，この砂礫層が帯水層となっている．そのため，扇

状地の扇端や段丘崖において，かつては豊富な湧水が知

られ，生活用水として使用されていたが，最近では水量

が減少し，枯渇していることが多い．

豊川右岸台地における地下水については，村下 ・武居

(1961)，豊川市 (1973)，糸魚川 (1976)，原ほか (1979)

などによって報告されている原ほか (1979)によれば，

l)音羽川や御津川流域における地形面と地下水面の形

態はよく 一致するのに対し，盟川流域においては中位段

丘面である小坂井面の地形面（北東から南西）と地下水

面（北北東から南南西）の傾斜にずれがみられる（第9.

2図）， 2)豊川市大崎町から一宮町にかけて“豊川瀑布

線”とよばれる地下水面の急斜部が存在する（第9.2図），

3)地下水の pHと電気伝導度は下流域ほど大きくなり，

沖積層への海水の侵入が推定される．小坂井面における

地形面と地下水面の形態の違いは，小坂井面の不透水層

である豊川層の泥層の分布形態に規制されていると推定

されるまた，豊川瀑布線については，上流側は旧期及

び新期扇状地堆積物，下流側は小坂井層が分布しており，
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第9.1図 武節花尚岩の採石場（岡崎夏目北東方，有限会社額田石材）

9'’ごぷ

第9.2図 豊JII右岸中下流域における不圧地下水面図

原ほか (1979) による．1976年4・ 5月の調査．数字は標高 (m).
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帯水層及び不透水層の分布標高などの地質構造の違いが

起因していると思われる．

9. 5 地震災害

フィリピン海プレート沈み込み帯で起こる逆断層型と

内陸型の巨大地震地震によって，三河地域は繰り返し大

きな地裳被害を受けてきた地域である前者は， 1854

年の安政東海地震及び南海地震， 1944年の昭和東南海

地震，1946年昭和南海地震などが，後者は1891年の濃

尾地震や1944年三河地震などがよく知られている．

上記の地震による三河地域の地震被害は何れも甚大

なものであるが，「御油」地域の範囲内に限ってみると，

地盤の多くが領家変成コンプレックスや領家深成岩から

構成されていることが幸いして，岡崎平野や豊橋平野

などと比較すると被害も小さく，後述のように過去の地

震で推定されている震度も 5以下であるただし，「御

油」地域の南部，豊橋平野沿い，音羽川沿いなど第四

系が分布する地域では震度6弱以上も想定されている．

なお，総理府地震調査研究推進本部 (http://www.jishin.

go.jp/main/index.html)の作成した「全国を概観した地震

動予測地図Jでは，「御油」地域を含め三河地域全体は

今後30年間の間に震度6弱以上の地震が起こる確率が高

い (26％以上）地域となっている．

三河地域に大きな被害を及ぼした主な地震の概要を以

下に示す．なお，三河地域の地震被害については，飯田

(1977, 1978)，岡田ほか (2002)，宇佐美 (2003) など

で詳細に記述されている．

遠江三河地震 (1686年10月3日）

現在の三河—静岡西端部付近で発生した M7.0 士 1/4の

地震である．岡崎平野の南，渥美半島の付け根あたりを

震央として，浜名湖から豊橋平野とその周辺に震度5の

揺れが推定されている（宇佐美 ・大和探査技術，1994).

安政東海地震 (1854年11月4日）

遠州灘東部を震央とする M8.4の地震で，32時間後に

は南海地震 (M8.4) が発生している．静岡，愛知，三

重県を中心に広範囲に被害が及び，三河地域の沿岸部で

は震度6, 周辺部では広範囲に震度5の揺れが推定され，

津波による被害も大きく ，死者は2,000~ 3,000人とさ

れている（宇佐美， 2003).

西尾市付近の地雲 (1861年（文久元年） 3月24日）

西尾市付近を震央とする M6.0程度と推定される地震

で，西尾市で震度5, 豊橋で震度4, 豊川で震度4以上が

推定されている（宇佐美 ・大和探査技術， 1994)．起震

断暦として高浜断層や横須賀断層が，また文久三河地震

の前震の可能性が指摘されている（岡田ほか，2002).

文久三河地震 (1861年（文久元年） 3月26日）

震央は昭和三河地震とほぼ同じ位置の M6.6の地震

で，岡崎平野 ・豊橋平野などで震度5が推定されている

（都司， 2004).

濃尾地震 (1891年（明治24年） l0月28日）

長さ 80kmの根尾谷断層帯が起震断層となって岐阜県

南西部を中心に被害を及ぼした M8.0の超大型の内陸地

震で，死者7,273人を出した（宇佐美， 2003)．三河地域

の西部も含めた愛知県の西部では震度6~ 7, 御油地域
を含む三河東部では震度5と推定されている（村松 ・小

見波編，1992).

昭和東南海地震 (1944年（昭和 19年） 12月7日）

志摩半島沖約201unの熊野灘を震源とした M7.9の地

震東海から紀伊半島にかけて被害が集中し，津波の被

害も大きい．死者は998人に達したといわれる（宇佐美，

2003)．岡崎平野 ・知多半島 ・握美半島 ・豊橋平野で震

度5~ 7,「御油」地域で震度5以下の揺れが推定されて
いる（飯田，1977).

昭和三河地震 (1945年（昭和20年） 1月13日）
ふこう千

総延長28lu11, 最大の高低差約2111の深溝断層（第8.

1図）が起震断層として発生した三河湾中央を震央とす

るM6.8の地震で，死者は 1,961人に達したとされる（宇

佐美，2003)．震度は断層沿いで震度7, その周辺の岡

崎平野，知多半島東部，豊橋平野で震度6, 「御油」地

域の西部で震度5，東部で震度4と推定されている（飯田，

1978). 

昭和南海地震 (1946年（昭和21年） 12月21日）

紀伊半島沖（南海道沖）を震源とする M8.0の地震．

被害は中部地方から九，州にまで及び， 1,330名の死者 ・

行方不明者を出した愛知県でも大きな被害が出て，三

河地域で震度4~5が推定されている（宇佐美，2003).
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(ABSTRACT) 

The Goyu District is located in the eastern part of the Aichi Prefecture, central Japan and corresponds to the southern margin 
of the Mikawa Plateau. The topography of the Mikawa Pl ateau shows a gentle westward inclination from 500-700 m to 200 111 

in altitude and developments on the low-rel ief surface and surround ing steep slopes. The plateau in this district is divided into 
the Eastern Mikawa, Western Mikawa, Hongu, Kannon and Goi Mountains from east to west. The Kichijo Mountains, which 
is at northwest end of the Yanayumihari Mountains, are located in the southeastern part of this district. The Kichijo Mountains 
are bordered from the Mikawa Plateau by the Toyogawa River Basin where is distributed over the NEE-SWW-trending Median 
Tectonic Line (MTL) . 

The Ryoke Metamorph ic Complex and Ryoke Plutonic Rocks are distributed in the Mikawa Plateau, and the Sanbagawa 
Metamorphi c Complex is distributed in the northern part of the Yanayumihari Mountains. The MTL should be present between these 
two metamorphic complexes. The Neogene sed iments loca lly cover the Ryoke Metamorphic Complex and Ryoke Plutonic Rocks in 
the northwestern and northeastern parts of the Goyu district. Miocene fe lsic dikes intruded into the Ryoke Metamorphic Compl ex 
and Ryoke Plu tonic Rocks in the northwest margin of the Goyu district. 

The upl ands and lowlands in th is district are mainly distributed along the Toyogawa River, Otowagawa River and other sma ll 
ri vers in the mountain areas. The Toyogawa Upland is characterized by five level flu vial surfaces composed by flu vial terraces and 
alluvia l fans . 

Figure I shows a summary of the geo logy of the Goyu district 

Sanbagawa Metamorp hic Complex 

The late Early Cretaceous to Late Cretaceous high-pressure and low-temperature Sanbagawa Metamorphi c Complex is distributed 
in the northern part of the Yanayumihari Mountains. [t is divided into the Mikabu and Funatsuki uni ts , wh ich are in contact 
with each other by the ENE-WSW trending high-angle fault. The Mikabu unit is composed of metaperidotite, metamorphosed 
amphiboli te, metagabbro, metabasalt lava, metadolerite and mafic schi st. The Funatsuki unit is composed of pelitic, mafic and 
s ili ceous schi sts. These metamorphic rocks have suffered high-pressure pumpellyite-actinolite subfacies metamorphism. 

Ryoke Metamorphic Complex 

The Late Cretaceous low-pressure and hi gh-temperature Ryoke Metamorphic Compl ex is distributed in the Mikawa Plateau. lt is 
composed of metamudstone, metasandstone and metas iliceous rock. These metamorphic rocks are NEE-SWW-trend ing and have 
NNW-dippi ng schi stos ity and li thologica l boundaries . The apparent lower structural part of the Ryoke Metamorph ic Comp lex in th is 
di strict is composed mainly of metasandstone, middl e part is composed ma inl y of metasi liceous rock and metasandstone, and upper 
part is composed mainly ofmetasandstone in tercalated with metasi liceous rocks. 

Using minera l assemblage of metamudstone, the Ryoke Metamorphic Complex can be divided into biotite, K-feldspar-sillimanite 
and garnet-cord ierite zones. Metamorphic grade increases toward the apparent lower structura l levels. Metamorphi c lithol ogy 
changes from schist to gneiss with increasing metamorphic grade. In the garnet-cordieri te zone, migmatites are distributed 
pervas ively. These metamorph ic rocks have suffered high-temperature amphiboli te facies metamorphism. 

The Metamorphic Compl ex has suffered contact metamorphism due to the intrusion of the Shinshiro Tonalite and Busetsu Granite 
of the Ryoke Plutonic Rocks, and a K-fe ldspar-cordierite zone was fo rmed. 

* lnstil11te o f Geology and Geoinlo rmation 
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Fig. I Stratigraphic summary of the Goyu District 

The time scale fo llows Gradstein el al. (2004). *: not exposed in the district 
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Ryoke Plutonic Rocks 

Ryoke Piutonic Rocks cons ist of the Kami hara Tona lite, Tenryukyo Granite, Shinshiro Tona lite, mafic rocks and Busetsu Gran ite. 
The Kami hara Tonalite is distributed in the northwestern marg in, southwestern margin and western margin of the mapped distri cts 
and composed of medium-gra ined gneissose hornblende biotite tonalite. The Tenryukyo Granite is disseminated in the western part 
of the mapped di stricts and contai ns medium-gra ined gneissose biotite leucomonzogranite. The Shinshi ro tonaiite is present around 
Shinsh iro-shi in the east part of the mapped districts. Th is is mainly made up of medium-grained biotite hornblende tonalite and 
hornbl ende biotite tonalite. Mafic rocks occur in the northeastern part and western margin of the mapped districts and mainly consist 
of fi ne-grai ned tonalite and quartz diorite . The Busetsu Grani te ex ists in the northwestern part of the mapped districts, and is mainly 
composed of fine-grained muscovite-beari ng biotite monzograni te 

Neogene rocks 

Neogene rocks are di vided into the Ryusenji , Motoj uku and Tsukude Formations, fe isic dikes, and elastic dike. 
The late Early Miocene Rhusenji Formation is distributed in the western margin of the mapped area. The format ion is main ly 

marine sediments, partly slumped. However, the 5-meter thi ck, rou nded boulder conglomerate of the fo rmation base has only 
been deposited in the district. The Midd le Miocene Motoj uku and Tsukude Formations are disseminated in the northwestern 
and northeastern parts of the mapped district. They are made up of 40 - 90 meter thick, fluviai boulder conglomerates. They are 
considered to be sediments re lated to the rap id uplift in the forearc area of the Southwest Honshu Arc around I 5Ma. The Midd le 
Miocene, N-S trending fe lsic dikes are in truded into Mesozoic rocks in the eastern part of the district. The dikes are composed 
mainly of rhyo lite rocks and associated with the Shidara Vo lcanic activ ity. The Late P liocene (to Early Pleistocene) elastic dike of 
the NE-SW trend is present in the northwestern part of the distri ct. The dike is I 0-50mthick, and consists of muddy conglomerate 
and pebbly muddy rocks of the Toka i Group origin. The formation of the dike and eros ion of the Tokai Group are synchronized w ith 
the movement of the southern margin of the Mikawa Plateau, gently inclined towards the N W. 

Quaternary deposits 

The Quaternary depos its in the Goyu district are main ly characteri zed by the middl e Pleistocene to Holocene fluvia i deposits. 
The middle to upper Pleistocene deposits, which are divided in to fluviai terrace and alluvial fan deposits, are distributed around 
uplands a long the Toyogawa River and Otowagawa River. The terrace depos its, whi ch are composed of subrounded conglomerate 
(pebble to boulder), are subdi vided into the Yabe and Onoda Formations as an upper terrace, Kozakai Formation as a middle terrace, 
and Ishida Formation as a lower terrace. The alluvial fan deposits are subd ivided into the older and younger ones which consist of 
subangui ar gravel (pebble-cobbl e). The marine mud layer of the Toyokawa Formation, which contain s plants and brackish mollusks, 
is outcropped at the river bed of the Toyogawa River. The Holocene back marsh, natura l levee and abandoned channel deposits are 
present in the Toyogawa Lowland, whi ch is the largest river bas in in this district. In the mountain area, undi vided upper and lower 
terrace deposits, which consist of subrounded to subangular conglomerate, and valley floor exist a long the small rivers. 

Economic and environmental geology 

In the Goyu district, si lica stone depos its , so called "Mikawa Keiseki ", are distributed in the Ryoke Metamorphi c Complex. 
The depos its are silica rich parts of metasili ceous rocks, and some of them are mined. Stone materials of the Busetsu Gran ite are 
quarried in northwest part of th is distri ct. Metasandstone of the Ryoke Metamorphic Complex and metamorphosed amphibolite and 
metaperidotite of the Mikabu unit of the Sanbagawa Metamorphic Complex are also quarried in the southern part and southeast 
margin of the Goyu di strict fo r producing crushed stones. Some hot springs are distributed in south and east parts of the Goyu 
district. Much damage from trench and inland type great earthquakes, re lated to the Philippine Sea Plate subd uction, are reported 
around the d istrict. 
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